


キッコーマン国際食文化研究センター

設 立 趣 意

当　
社　
は　
創　
業　
八　
十　
周　
年　
に　
あ　
た　
り　
記　
念　
事　
業　
の　
一　
環　

と　
し　
て　
、　「　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
国　
際　
食　
文　
化　
研　
究　
セ　
ン　
タ　
ー　
」　

を　
設　
立　
す　
る　
こ　
と　
と　
い　
た　
し　
ま　
し　
た　
。　「　
発　
酵　
調　
味　
料　
・　
し　
ょ　

う　
ゆ　
」　
を　
基　
本　
と　
し　
た　
研　
究　
活　
動　
、　
文　
化　
・　
社　
会　
活　
動　
、　

情　
報　
の　
収　
集　
・　
公　
開　
活　
動　
な　
ど　
を　
目　
的　
と　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　

り　
ま　
す　
。　

室　
町　
時　
代　
の　
中　
期　
以　
降　
に　
、　
初　
め　
て　
「　
醤　
油　
」　の　
文　
字　
が　

使　
わ　
れ　
た　
と　
い　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
し　
ょ　
う　
ゆ　
は　
、　
日　
本　
人　
の　

食　
卓　
、　
日　
本　
の　
食　
文　
化　
に　
不　
可　
欠　
の　
基　
本　
調　
味　
料　
と　
し　

て　
、　
今　
日　
ま　
で　
発　
達　
・　
普　
及　
し　
つ　
づ　
け　
て　
ま　
い　
り　
ま　
し　
た　
。　

現　
在　
で　
は　
米　
・　
野　
菜　
は　
も　
ち　
ろ　
ん　
の　
こ　
と　
、　
肉　
そ　
の　
他　

の　
食　
材　
に　
も　
、　
そ　
の　
持　
ち　
味　
を　
引　
き　
出　
す　
グ　
ロ　
ー　
バ　
ル　
な　

調　
味　
料　
と　
し　
て　
、　
世　
界　
各　
地　
・　
各　
国　
の　
食　
卓　
に　
新　
し　
い　
驚　

き　
と　
と　
も　
に　
迎　
え　
ら　
れ　
、　
と　
け　
こ　
む　
ま　
で　
に　
い　
た　
っ　
て　
お　
り　

ま　
す　
。　
そ　
し　
て　
そ　
の　
味　
わ　
い　
と　
香　
り　
の　
確　
か　
さ　
か　
ら　
、　
し　
ょ　

う　
ゆ　
は　
食　
文　
化　
で　
の　
国　
際　
交　
流　
、　
日　
本　
の　
食　
の　「　
国　
際　
化　
」　

に　
も　
大　
き　
く　
貢　
献　
し　
つ　
つ　
あ　
り　
ま　
す　
。　

そ　
の　
日　
そ　
の　
日　
の　
「　
現　
代　
に　
生　
き　
る　
く　
ら　
し　
と　
い　
の　
ち　
」　

を　
最　
高　
に　
輝　
か　
せ　
た　
い　
。　

世　
界　
中　
の　
人　
び　
と　
の　
、　
こ　
の　
切　
実　
な　
願　
い　
に　
応　
え　
る　
た　

め　
、　
当　
セ　
ン　
タ　
ー　
は　
、　
二　
十　
一　
世　
紀　
の　
価　
値　
観　
、　
日　
本　
を　
は　

じ　
め　
世　
界　
各　
地　
の　
食　
文　
化　
を　
探　
り　
な　
が　
ら　
、　「　
醸　
造　
し　
ょ　
う　

ゆ　
」　
を　
中　
心　
と　
し　
た　
今　
後　
の　
食　
文　
化　
の　
あ　
り　
よ　
う　
、　
世　
界　

に　
お　
け　
る　
発　
酵　
調　
味　
料　
文　
化　
の　
可　
能　
性　
を　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　

角　
度　
・　
視　
点　
か　
ら　
追　
求　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

当　
セ　
ン　
タ　
ー　
の　
活　
動　
が　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
の　
豊　
か　
な　
食　
文　
化　
、　

幸　
せ　
づ　
く　
り　
に　
い　
さ　
さ　
か　
な　
り　
と　
も　
お　
役　
に　
立　
て　
れ　
ば　
大　

き　
な　
よ　
ろ　
こ　
び　
で　
す　
。　

設　
立　
に　
あ　
た　
り　
ま　
し　
て　
、　
皆　
様　
の　
暖　
か　
い　
ご　
理　
解　
と　
ご　

支　
援　
を　
心　
か　
ら　
お　
願　
い　
申　
し　
上　
げ　
ま　
す　
。　

一　
九　
九　
九　
年　
七　
月　
三　
十　
日　
　　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
株　
式　
会　
社　

社　
長　
　　
茂　
木　
友　
三　
郎　

小 麦

ごあいさつ
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小　
麦　
は　
、　
イ　
ネ　
科　
コ　
ム　
ギ　
属　
の　
一　
年　
生　
ま　
た　
は　
越　
年　

生　
草　
本　
で　
あ　
る　
。　
小　
麦　
は　
世　
界　
中　
で　
も　
っ　
と　
も　
生　
産　
量　

（　
年　
間　
約　
六　
億　
ト　
ン　
近　
く　
）　の　
多　
い　
穀　
物　
で　
、　
世　
界　
人　
口　

の　
半　
分　
近　
く　
の　
主　
食　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
コ　
ム　
ギ　
属　
は　
、　
紀　

元　
前　
一　
万　
〜　
一　
万　
五　
千　
年　
頃　
か　
ら　
、　
地　
中　
海　
東　
部　
か　

ら　
中　
近　
東　
に　
か　
け　
て　
分　
布　
す　
る　
近　
縁　
野　
生　
種　
を　
栽　
培　

化　
し　
始　
め　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
小　
麦　
は　
、　
形　
態　
的　
な　
形　
質　

の　
違　
い　
に　
よ　
っ　
て　
、　
一　
粒　
系　
・　
二　
粒　
系　
お　
よ　
び　
普　
通　
系　
に　

分　
類　
さ　
れ　
、　
そ　
れ　
ら　
は　
染　
色　
体　
の　
倍　
数　
性　
に　
よ　
り　
そ　
れ　

ぞ　
れ　
二　
倍　
性　
小　
麦　
、　
四　
倍　
性　
小　
麦　
お　
よ　
び　
六　
倍　
性　
小　

麦　
と　
も　
呼　
ば　
れ　
る　
。　

種　
皮　
色　
が　
黄　
白　
色　
の　
も　
の　
を　
白　
小　
麦　
、　
そ　
れ　
以　
外　
の　

黄　
色　
か　
ら　
濃　
褐　
色　
の　
も　
の　
を　
赤　
小　
麦　
と　
呼　
ん　
で　
い　
る　
。　

食　
品　
原　
料　
と　
し　
て　
は　
、　
デ　
ュ　
ラ　
ム　
小　
麦　（　
マ　
カ　
ロ　
ニ　
小　

麦　
と　
も　
い　
う　
）　と　
パ　
ン　
小　
麦　
が　
重　
要　
で　
あ　
る　
。　

小　
麦　
は　
、　
で　
ん　
粉　
を　
主　
と　
し　
た　
炭　
水　
化　
物　
六　
十　
七　
〜　

七　
十　
八　
パ　
ー　
セ　
ン　
ト　
、　
た　
ん　
ぱ　
く　
質　
六　
〜　
十　
七　
パ　
ー　
セ　

ン　
ト　
を　
含　
む　
。　
小　
麦　
粉　
に　
水　
を　
加　
え　
、　
混　
捏　

こ
ん
ね
つ

す　
る　
と　
、　

グ　
ル　
テ　
ン　（　
グ　
リ　
ア　
ジ　
ン　
と　
グ　
ル　
テ　
ニ　
ン　
の　
二　
種　
の　
た　
ん　

ぱ　
く　
質　
よ　
り　
形　
成　
）　が　
ガ　
ム　
質　
と　
な　
る　
。　

一　
般　
に　
、　
そ　
の　
弾　
性　
及　
び　
粘　
性　
（　
伸　
展　
性　
）　を　
利　
用　

す　
る　
の　
が　
パ　
ン　
類　
で　
あ　
り　
、　
粘　
性　
を　
利　
用　
す　
る　
の　
が　
め　

ん　
類　
で　
あ　
る　
。　
パ　
ン　
類　
や　
中　
華　
麺　
に　
は　
、　
強　
力　
〜　
準　
強　

力　
粉　
、　
め　
ん　
類　
に　
は　
中　
力　
粉　
が　
使　
わ　
れ　
、　
ケ　
ー　
キ　
・　
ビ　
ス　

ケ　
ッ　
ト　
・　
菓　
子　
・　
天　
ぷ　
ら　
で　
は　
、　
グ　
ル　
テ　
ン　
量　
の　
少　
な　
い　

薄　
力　
粉　
が　
使　
用　
さ　
れ　
る　
。　
グ　
ル　
テ　
ン　
は　
、　
麩　ふ
・　
植　
物　
た　
ん　

ぱ　
く　
の　
原　
料　
と　
し　
て　
も　
利　
用　
さ　
れ　
る　
。　
小　
麦　
胚　
芽　
と　

そ　
れ　
か　
ら　
抽　
出　
さ　
れ　
る　
胚　
芽　
油　
（　
抗　
酸　
化　
剤
ビ　
タ　
ミ　
ン　

E
）　は　
、　
健　
康　
食　
品　
と　
し　
て　
市　
販　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

一　
方　
、　
小　
麦　
は　
、　
ア　
ル　
コ　
ー　
ル　
発　
酵　
飲　
料　
や　
、　
味　

噌　
・　
し　
ょ　
う　
ゆ　
の　
発　
酵　
食　
品　
の　
原　
料　
と　
し　
て　
も　
利　
用　

さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

表紙写真：小麦の穂



日　
米　
両　
国　
の　
友　
好　
を　
深　
め　
る　

フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
の　
初　
日　
は　
、　「　
醤　
油　
と　
日　
本　
の　
味　
の　

国　
際　
化　
」　
を　
テ　
ー　
マ　
と　
し　
、　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
・　
ソ　
サ　
エ　
テ　
ィ　

ー　
の　
ウ　
ィ　
リ　
ア　
ム　
・　
ク　
ラ　
ー　
ク　
Jr.
理　
事　
長　
の　
司　
会　

に　
よ　
っ　
て　
始　
ま　
り　
ま　
し　
た　
。　
続　
い　
て　
協　
賛　
で　
あ　
る　

キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
国　
際　
食　
文　
化　
研　
究　
セ　
ン　
タ　
ー　
を　
代　

表　
し　
て　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
株　
式　
会　
社　
茂　
木　
友　
三　
郎　
社　

長　
が　
次　
の　
よ　
う　
に　
ス　
ピ　
ー　
チ　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

「　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
は　
創　
立　
八　
十　
周　
年　
を　
記　
念　
し　

て　
、　
一　
九　
九　
九　
年　
十　
月　
、　
発　
酵　
調　
味　
料　
・　
醤　
油　

を　
基　
本　
と　
し　
た　
研　
究　
活　
動　
、　
文　
化　
・　
社　
会　
活　
動　
、　

情　
報　
の　
収　
集　
・　
公　
開　
な　
ど　
の　
活　
動　
を　
目　
的　
と　
す　

る　『　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
国　
際　
食　
文　
化　
研　
究　
セ　
ン　
タ　
ー　
』　

を　
設　
立　
し　
ま　
し　
た　
。　
同　
セ　
ン　
タ　
ー　
の　
設　
立　
を　
記　

念　
し　
て　
行　
う　
イ　
ベ　
ン　
ト　
の　
開　
催　
地　
と　
し　
て　
、　
世　
界　

の　
文　
化　
と　
食　
の　
集　
積　
地　
で　
あ　
る　
ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　
は　

最　
適　
な　
場　
所　
で　
あ　
り　
、　
自　
分　
が　
コ　
ロ　
ン　
ビ　
ア　
大　
学　

で　
学　
ん　
だ　
こ　
と　
と　
合　
わ　
せ　
、　
私　
の　
第　
二　
の　
故　
郷　

で　
も　
あ　
る　
ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　
で　
こ　
の　
よ　
う　
な　
催　
し　
に　

協　
賛　
で　
き　
る　
こ　
と　
は　
喜　
ば　
し　
い　
こ　
と　
で　
す　
。　

キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
は　
こ　
こ　
数　
十　
年　
に　
わ　
た　
り　
、　
醤　

油　
を　
通　
じ　
て　
日　
本　
の　
食　
文　
化　
を　
世　
界　
中　
に　
広　
げ　

て　
き　
ま　
し　
た　
。　
今　
や　
ウ　
エ　
ブ　
ス　
タ　
ー　
英　
語　
辞　
書　

に　
は　「　
テ　
リ　
ヤ　
キ　
」　
と　
い　
う　
言　
葉　
が　
載　
る　
ま　
で　
に　

な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
現　
在　
で　
は　
、　
世　
界　
百　
カ　
国　
以　
上　

に　
醤　
油　
を　
輸　
出　
す　
る　
ま　
で　
に　
な　
り　
、　
古　
典　
的　
な　

フ　
ラ　
ン　
ス　
料　
理　
に　
も　
醤　
油　
が　
使　
わ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　

も　
良　
く　
知　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
米　
国　
で　
も　
日　
本　
と　

同　
じ　
よ　
う　
に　
日　
常　
的　
に　
料　
理　
に　
醤　
油　
を　
使　
っ　
て　

い　
る　
こ　
と　
を　
考　
え　
る　
と　
、　
醤　
油　
は　
食　
文　
化　
の　
交　

流　
の　
段　
階　
か　
ら　
融　
合　（　

）　の　
段　
階　
に　
達　
し　

て　
い　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　
今　
後　
と　
も　
こ　

れ　
ら　
食　
文　
化　
の　
融　
合　
を　
通　
じ　
て　
日　
本　
と　
米　
国　
の　

友　
好　
を　
深　
め　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
れ　
ば　
こ　
れ　
に　
勝　
る　

幸　
せ　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
」　

「　
醤　
油　
は　
肉　
と　
相　
性　
が　
良　
い　
」　

続　
い　
て　
醤　
油　
の　
歴　
史　
と　
製　
造　
工　
程　
を　
紹　
介　
し　

た　
ビ　
デ　
オ　（　
英　
語　
版　
）　の　
上　
映　
の　
あ　
と　
、　『　
キ　
ッ　
コ　

ー　
マ　
ン　
物　
語　
（　

）　』　（　
米　

国　
マ　
グ　
ロ　
ー　
ヒ　
ル　
社　
刊　
）　を　
著　
し　
た　
イ　
リ　
ノ　
イ　
州　

立　
大　
学　
教　
授　
の　
ロ　
ナ　
ル　
ド　
・　
エ　
ー　
ツ　
氏　
が　
茂　
木　
社　

長　
に　
、　
醤　
油　
の　
こ　
と　
、　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
の　
こ　
と　
、　
米　

国　
へ　
の　
進　
出　
と　
国　
際　
化　
、　
茂　
木　
社　
長　
自　
身　
の　
こ　

と　
な　
ど　
を　
、　
イ　
ン　
タ　
ビ　
ュ　
ー　
す　
る　
と　
い　
う　
形　
で　
対　

談　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

ジ　
ャ　
ー　
ナ　
リ　
ス　
ト　
出　
身　
で　
あ　
る　
エ　
ー　
ツ　
氏　
の　

リ　
ー　
ド　
で　
、　
日　
本　
で　
の　
醤　
油　
の　
起　
源　
や　
、　
17
世　

紀　
初　
め　
、　
茂　
木　
家　
の　
女　
性　
が　
野　
田　
に　
移　
り　
住　

み　
、　
醤　
油　
づ　
く　
り　
を　
始　
め　
た　
こ　
と　
な　
ど　
が　
話　
題　

と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
驚　
く　
べ　
き　
こ　
と　
に　
、　
日　

本　
人　
の　
醤　
油　
の　
消　
費　
量　
は　
一　
人　
年　
間　
十　
リ　
ッ　
ト　

ル　
で　
、　
日　
本　
酒　
と　
ほ　
ぼ　
同　
じ　
で　
あ　
り　
、　
い　
か　
に　
日　

本　
人　
の　
食　
と　
深　
く　
結　
び　
つ　
い　
て　
い　
る　
か　
な　
ど　
が　
茂　

木　
社　
長　
に　
よ　
っ　
て　
紹　
介　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
な　
ぜ　
醤　
油　
が　
米　
国　
で　
受　
け　
入　
れ　
ら　
れ　

る　
と　
思　
っ　
た　
か　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
醤　
油　
そ　
の　
も　
の　
が　

肉　
料　
理　
と　
相　
性　
が　
良　
い　
こ　
と　
、　
ま　
た　
自　
ら　
が　
コ　

ロ　
ン　
ビ　
ア　
大　
学　
の　
学　
生　
時　
代　
に　
ス　
ー　
パ　
ー　
マ　
ー　
ケ　

ッ　
ト　
で　
行　
っ　
た　
醤　
油　
の　
デ　
モ　
ン　
ス　
ト　
レ　
ー　
シ　
ョ　
ン　

で　
、　
消　
費　
者　
の　
ポ　
ジ　
テ　
ィ　
ブ　
な　
反　
応　
を　
見　
た　
こ　

と　
な　
ど　
が　
披　
露　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
そ　
し　
て　
そ　
れ　
が　

「　
テ　
リ　
ヤ　
キ　
」　
を　
生　
み　
、　
バ　
ー　
ベ　
キ　
ュ　
ー　
や　
他　
の　
料　

理　
に　
も　
使　
わ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
り　
、　
米　
国　
で　
の　
醤　

油　
の　
使　
用　
量　
の　
増　
加　
を　
促　
し　
て　
い　
っ　
た　
、　
と　
述　
べ　

ま　
し　
た　
。　

ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　
の
ジ　
ャ　
パ　
ン　
・　
ソ　
サ　
エ　
テ　
ィ　
ー　
に　
て
食
文
化
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
を
開
催

醤
油
は
食
文
化
の
交
流
段
階
か
ら

融
合
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
段
階
へ

【ジャパン・ソサエティー】
米国・ニューヨークにあるジャパ

ン・ソサエティー（日本協会）は、

1 9 0 7年に創立された日米両国の

友好親善と理解の促進を目的に

活動している公益法人です。

日
本　
の　
食
文
化
を
考
え　
る　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　「

」　が　
一
九
九
九
年
十
二
月
二
日　
か　
ら
四
日
ま　
で　
の　
三

日　
間　
、　ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　
の　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
・　
ソ　
サ　
エ　
テ　
ィ　
ー　
に　
お　
い　
て　
開　
催　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
会　
場　

と　
な　
っ　
た　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
・　
ソ　
サ　
エ　
テ　
ィ　
ー　
の　
オ　
ー　
デ　
ィ　
ト　
リ　
ア　
ム　（　
二　
百　
五　
十　
人　
収　
容　
）　に　
は　
、　

日　
本　
の　
食　
に　
関　
心　
の　
あ　
る　
ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　
の　
方　
々　
が　
多　
数　
集　
ま　
り　
、　
活　
気　
あ　
ふ　
れ　
る　
も　
の　

と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
今
回　
は　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
の　
模
様
と　
講
演　
の　
内
容
を　
ご　
紹
介　
し　
ま　
す　
。　

エ　
ー　
ツ　
氏　
は　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
の　
創　
始　
者　
が　
女　
性　

で　
あ　
る　
こ　
と　
に　
興　
味　
を　
示　
し　
、　
当　
時　
の　
日　
本　
で　
は　

も　
ち　
ろ　
ん　
の　
こ　
と　
、　
今　
で　
も　
女　
性　
の　
創　
始　
者　
は　
珍　

し　
い　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
と　
感　
想　
を　
述　
べ　
ま　
し　
た　
。　

そ　
し　
て　
、　
さ　
ら　
に　
茂　
木　
社　
長　
は　
、　
一　
七　
六　
五　
年　

に　
完　
成　
し　
た　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
有　
名　
な　
哲　
学　
者　
デ　
ィ　

ド　
ロ　
に　
よ　
る　
百　
科　
全　
書　
に　
「　
醤　
油　
は　
肉　
に　
よ　
く　

合　
う　
」　
と　
記　
述　
さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
も　
紹　
介　
し　
ま　

し　
た　
。　
ユ　
ー　
モ　
ア　
あ　
ふ　
れ　
る　
語　
り　
で　
、　
会　
場　
は　

笑　
い　
の　
う　
ず　
に　
包　
ま　
れ　
ま　
し　
た　
。　

最　
後　
に　
茂　
木　
社　
長　
は　「　
人　
は　
誰　
で　
も　
食　
べ　
る　
。　

だ　
か　
ら　
食　
文　
化　
は　
最　
も　
文　
化　
交　
流　
が　
し　
や　
す　
い　
。　

そ　
し　
て　
そ　
の　
日　
本　
の　
食　
文　
化　
の　
中　
心　
を　
な　
す　
一　

つ　
が　
醤　
油　
で　
あ　
る　
」　と　
そ　
の　
信　
念　
を　
語　
り　
ま　
し　
た　
。　

高　
ま　
る　
日　
本　
食　
へ　
の　
関　
心　

さ　
ら　
に　
弁　
護　
士　
出　
身　
と　
い　
う　
経　
歴　
を　
持　
ち　
な　

が　
ら　
、　
フ　
ュ　
ー　
ジ　
ョ　
ン　
・　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
も　
経　
営　
し　
て　

い　
た　
フ　
ー　
ド　
コ　
ン　
サ　
ル　
タ　
ン　
ト　
の　
バ　
リ　
ー　
・　
ワ　
イ　
ン　

氏　
に　
よ　
り　
、　
日　
本　
食　
や　
世　
界　
の　
食　
文　
化　
の　
潮　
流　

に　
つ　
い　
て　
の　
ま　
と　
め　
の　
講　
演　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

ス　
ピ　
ー　
チ　
の　
内　
容　
は　
示　
唆　
に　
富　
み　
、　
多　
岐　
に　
わ　

た　
り　
ま　
し　
た　
が　
、　
日　
本　
文　
化　
あ　
る　
い　
は　
日　
本　
食　

に　
つ　
い　
て　
は　
次　
の　
よ　
う　
に　
述　
べ　
ま　
し　
た　
。　

「　
日　
本　
の　
影　
響　
は　
、　
フ　
ァ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　
、　
イ　
ン　
テ　
リ　

ア　
、　
箸　
や　
酒　
と　
い　
っ　
た　
食　
卓　
な　
ど　
い　
た　
る　
と　
こ　
ろ　

に　
見　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
マ　
ン　
ハ　
ッ　
タ　
ン　
の　
住　
宅　
の　
最　
上　

階　
に　
は　
茶　
室　
が　
あ　
っ　
た　
り　
、　
い　
た　
る　
と　
こ　
ろ　
に　
日　

本　
庭　
園　
が　
あ　
っ　
た　
り　
。　
さ　
ら　
に　
は　
お　
弁　
当　
箱　
が　
買　

え　
た　
り　
、　
日　
本　
の　
炭　
は　
こ　
の　
冬　
、　
ク　
リ　
ス　
マ　
ス　
の　

ギ　
フ　
ト　
に　
も　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
現　
在　
、　
私　
た　
ち　
は　

か　
つ　
て　
な　
い　
ほ　
ど　
長　
時　
間　
働　
き　
、　
し　
か　
も　
、　
イ　
ン　

タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
の　
速　
さ　
で　
働　
き　
、　
リ　
ラ　
ッ　
ク　
ス　
す　
る　

時　
間　
は　
ほ　
と　
ん　
ど　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
で　
す　
か　
ら　
私　
た　

ち　
は　
、　
生　
活　
の　
中　
に　
落　
ち　
着　
き　
や　
シ　
ン　
プ　
ル　
さ　

を　
求　
め　
、　
日　
本　
に　
関　
連　
し　
た　
事　
柄　
に　
あ　
こ　
が　
れ　

を　
持　
つ　
の　
で　
す　
。　
中　
で　
も　
日　
本　
料　
理　
は　
、　
落　
ち　
着　

い　
て　
、　
透　
明　
感　
の　
あ　
る　
文　
化　
に　
触　
れ　
る　
機　
会　
と　

し　
て　
好　
ま　
れ　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

ア　
ジ　
ア　
の　
食　
文　
化　
を　
知　
る　
上　
で　
、　
私　
た　
ち　
は　

も　
っ　
と　
日　
本　
に　
つ　
い　
て　
学　
ぶ　
べ　
き　
で　
す　
が　
、　
そ　
の　

距　
離　
の　
遠　
さ　
や　
円　
が　
高　
い　
こ　
と　
、　
言　
葉　
の　
困　
難　

さ　
の　
せ　
い　
で　
日　
本　
に　
は　
な　
か　
な　
か　
行　
け　
ま　
せ　
ん　
。　

で　
す　
か　
ら　
、　
日　
本　
か　
ら　
多　
く　
の　
先　
生　
が　
ア　
メ　
リ　
カ　

に　
教　
え　
に　
来　
て　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　
料　
理　
人　
に　
日　
本　
に　

行　
く　
よ　
う　
に　
勇　
気　
づ　
け　
て　
ほ　
し　
い　
。　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　

ン　
国　
際　
食　
文　
化　
研　
究　
セ　
ン　
タ　
ー　
は　
そ　
う　
い　
う　
面　

で　
大　
き　
な　
役　
割　
を　
担　
っ　
て　
い　
る　
し　
、　
同　
セ　
ン　
タ　
ー　

を　
通　
じ　
て　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　
料　
理　
人　
に　
日　
本　
の　
食　
文　

化　
を　
教　
え　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
も　
の　
で　
す　
」　

ワ　
イ　
ン　
氏　
の　
講　
演　
の　
最　
後　
に　
、　
こ　
の　
シ　
ン　
ポ　
ジ　

ウ　
ム　
に　
登　
場　
し　
た　
茂　
木　
社　
長　
、　
エ　
ー　
ツ　
氏　
、　
ワ　
イ　

ン　
氏　
の　
三　
人　
全　
員　
が　
壇　
上　
に　
上　
が　
り　
、　
会　
場　
か　

ら　
の　
質　
問　
を　
受　
け　
ま　
し　
た　
。　
質　
問　
に　
は　
、　
ア　
メ　
リ　

カ　
の　
醤　
油　
と　
日　
本　
の　
で　
は　
味　
が　
違　
う　
の　
か　
、　
発　

酵　
調　
味　
料　
は　
な　
ぜ　
健　
康　
に　
い　
い　
の　
か　
、　
な　
ど　
活　
発　

な　
質　
問　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

シ　
ン　
ポ　
ジ　
ウ　
ム　
の　
あ　
と　
、　
レ　
セ　
プ　
シ　
ョ　
ン　
会　
場　

に　
移　
り　
、　
歓　
談　
と　
日　
本　
食　
を　
楽　
し　
み　
ま　
し　
た　
。　

た　
く　
さ　
ん　
の　
ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
カ　
ー　
た　
ち　
が　
枝　
豆　
、　
た　

ま　
ご　
や　
き　
、　
肉　
団　
子　
、　
エ　
ビ　
の　
か　
ら　
あ　
げ　
な　
ど　
、　

醤　
油　
を　
使　
っ　
た　
フ　
ュ　
ー　
ジ　
ョ　
ン　
風　
料　
理　
に　
舌　
鼓　
を　

打　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

三　
日　
間　
に　
わ　
た　
る　
食　
文　
化　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
は　
、　
醤　

油　
を　
は　
じ　
め　
と　
す　
る　
日　
本　
の　
食　
文　
化　
へ　
の　
理　
解　

を　
さ　
ら　
に　
深　
め　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
か　

ら　
も　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
国　
際　
食　
文　
化　
研　
究　
セ　
ン　
タ　
ー　

で　
は　
、　
日　
本　
の　
食　
の　
原　
点　
で　
あ　
る　
醤　
油　
と　
発　
酵　

調　
味　
料　
、　
そ　
し　
て　
世　
界　
各　
地　
の　
食　
文　
化　
の　
研　
究　

を　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
視　
点　
で　
続　
け　
て　
い　
き　
ま　
す　
。　

A Taste of Health:
Exploring
Japanese Food Culture
主催：ジャパン・ソサエティー
協賛：キッコーマン国際食文化研究センター

12月2日（木）

Flavor & Its Origins: The Story of Soy
Sauce
●歓迎挨拶：「ジャパン・ソサエティー歓迎挨

拶」ウィリアム・クラークJ r.（ジャパン・ソサ

エティー理事長）

●冒頭挨拶：「キッコーマン国際食文化研究

センターの設立について」

茂木友三郎（キッコーマン社長）

●ビデオ上映：「キッコーマン醤油とその国

際化」

●対談：「キッコーマンと醤油物語」

茂木友三郎（キッコーマン社長）、

ロナルド・エーツ（イリノイ州立大学教授）

●講演：「ニューヨークの日本食 ― 懐石から

フュージョンまで」

バリー・ワイン（フードコンサルタント）

●レセプション：「醤油を多用したフュージョ

ン風のおつまみと飲み物」

12月3日（金）

Fusion Sushi & Beyond <Workshop>
●ワークショップ：「フュージョンすし」

山本道子（村上開新堂）

場所：ニューヨーク大学

12月4日（土）

Journeys into Japanese Culinary Arts
& Nutrition <Symposium with Tasting
Workshops>
●日本食文化公開シンポジウム：

○講演：「日本食は調味料文化」

熊倉功夫（国立民族学博物館教授）

マーチン・コルカット（プリンストン大学教授）

○講演：「東西の食のパターン」

シドニー・ミンツ

（ジョンズホプキンス大学名誉教授）

○パネルディスカッション：「日本の食材と健康」

熊倉功夫（国立民族学博物館教授）

マーチン・コルカット（プリンストン大学教授）

シドニー・ミンツ（ジョンズホプキンス大学

名誉教授）

エリザベス安藤（日本食研究家）

マリオン・ネッスル（ニューヨーク大学教授）

山本道子（村上開新堂）

●日本食ワークショップ：

「醤油を用いた日本の味付け」山本道子

（村上開新堂）

「みその使い方と味見」エリザベス安藤

（日本食研究家）

「日本のお茶 ― 煎茶の味と健康」小川後楽

（小川流煎茶道家元）

FOOD CULTURE 45  FOOD CULTURE

特 集 食文化フォーラム

ロナルド・エーツ

（イリノイ州立大学教授）

茂木友三郎

（キッコーマン社長）

バリー・ワイン

（フードコンサルタント）

茂木社長とエーツ教授の対談

レセプション風景





例　
え　
ば　
、　
普　
通　
の　
庶　
民　
的　
な　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
や　

一　
般　
家　
庭　
の　
テ　
ー　
ブ　
ル　
の　
上　
に　
何　
が　
置　
い　
て　
あ　

る　
か　
、　
ち　
ょ　
っ　
と　
考　
え　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
の　
で　
す　

が　
、　
た　
い　
て　
い　
醤　
油　
が　
置　
い　
て　
あ　
り　
ま　
す　
。　
中　
国　

の　
食　
卓　
は　
酢　
と　
醤　
油　
が　
置　
い　
て　
あ　
り　
ま　
す　
。　
西　

洋　
の　
食　
卓　
で　
す　
と　
、　
け　
さ　
私　
が　
食　
べ　
て　
き　
た　
ホ　

テ　
ル　
の　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
で　
も　
そ　
う　
で　
す　
が　
、　
塩　
と　

胡　
椒　
が　
置　
い　
て　
あ　
り　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
は　
使　
い　
方　
が　

違　
う　
の　
で　
す　
。　

西　
洋　
の　
塩　
と　
胡　
椒　
は　
、　
使　
い　
た　
い　
人　
は　
使　
う　

し　
、　
使　
い　
た　
く　
な　
い　
人　
は　
使　
わ　
な　
い　
。　
つ　
ま　
り　
自　

分　
の　
好　
み　
で　
、　
サ　
ー　
ビ　
ス　
さ　
れ　
て　
き　
た　
料　
理　
を　

調　
味　
し　
ま　
す　
。　
す　
べ　
て　
キ　
ッ　
チ　
ン　
で　
完　
全　
に　
味　

つ　
け　
さ　
れ　
た　
料　
理　
が　
提　
供　
さ　
れ　
る　
と　
い　
う　
点　
は　

西　
洋　
も　
日　
本　
も　
同　
じ　
で　
す　
が　
、　
日　
本　
の　
場　
合　
、　

料　
理　
の　
な　
か　
に　
た　
と　
え　
ば　
刺　
身　
の　
よ　
う　
な　
全　

く　
味　
つ　
け　
し　
て　
い　
な　
い　
料　
理　
が　
テ　
ー　
ブ　
ル　
に　
供　

さ　
れ　
、　
必　
ず　
醤　
油　
が　
必　
要　
と　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
醤　
油　

の　
場　
合　
に　
は　
あ　
ら　
か　
じ　
め　
調　
理　
に　
も　
使　
い　
ま　
す　

が　
、　
卓　
上　
で　
料　
理　
に　
味　
つ　
け　
を　
す　
る　
た　
め　
に　
用　

意　
さ　
れ　
て　
い　
る　
と　
い　
っ　
た　
、　
両　
方　
の　
側　
面　
が　
あ　

り　
ま　
す　
。　

そ　
れ　
は　
日　
本　
の　
食　
べ　
物　
の　
性　
質　
と　
大　
変　
深　
い　

関　
係　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
日　
本　
に　
は　
主　
食　
と　
副　
食　
と　

い　
う　
考　
え　
方　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
形　
と　
し　
て　
は　
飯　
、　

汁　
、　
御　
菜　
、　
香　
の　
物　
と　
い　
う　
四　
つ　
の　
部　
分　
か　
ら　

日　
本　
の　
料　
理　
は　
で　
き　
上　
が　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
日　
本　

の　
食　
事　
は　
、　
味　
が　
ほ　
と　
ん　
ど　
な　
い　
御　
飯　
が　
主　
体　

で　
、　
味　
噌　
汁　
と　
い　
う　
味　
の　
濃　
い　
ス　
ー　
プ　
、　
御　
飯　

を　
食　
べ　
る　
と　
き　
に　
一　
緒　
に　
食　
べ　
る　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　

種　
類　
の　
肉　
や　
魚　
、　
野　
菜　
の　
煮　
た　
も　
の　
、　
い　
わ　
ゆ　

る　
御　
菜　
が　
あ　
っ　
て　
、　
香　
の　
物　
が　
あ　
る　
と　
い　
う　
構　

造　
で　
す　
。　

し　
た　
が　
っ　
て　
味　
噌　
汁　
と　
ス　
ー　
プ　
は　
全　
然　
性　
格　

が　
違　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
ス　
ー　
プ　
は　
ス　
ー　
プ　
だ　
け　
で　
食　

べ　
て　
し　
ま　
い　
ま　
す　
が　
、　
味　
噌　
汁　
は　
常　
に　
御　
飯　
と　

一　
緒　
に　
食　
べ　
ま　
す　
。　
ド　
イ　
ツ　
の　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
で　

日　
本　
料　
理　
屋　
に　
入　
り　
ま　
し　
た　
ら　
、　
ま　
ず　
味　
噌　
汁　

が　
出　
ま　
し　
た　
の　
で　
、　
い　
つ　
御　
飯　
が　
出　
て　
く　
る　
の　

だ　
ろ　
う　
と　
思　
っ　
て　
待　
っ　
て　
い　
た　
の　
で　
す　
が　
、　
い　
つ　

ま　
で　
た　
っ　
て　
も　
御　
飯　
が　
出　
て　
き　
ま　
せ　
ん　
。　
味　
噌　

汁　
を　
食　
べ　
終　
わ　
ら　
な　
い　
限　
り　
御　
飯　
が　
出　
て　
こ　
な　

い　
と　
い　
う　
店　
に　
出　
会　
っ　
た　
こ　
と　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

皆　
さ　
ん　
は　
料　
理　
屋　
の　
日　
本　
料　
理　
を　
食　
べ　
て　
い　
る　

こ　
と　
が　
多　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
そ　
の　
ス　
タ　
イ　
ル　
で　

は　
次　
か　
ら　
次　
へ　
と　
オ　
ー　
ド　
ブ　
ル　
の　
よ　
う　
な　
酒　
の　

肴　
風　
の　
料　
理　
が　
供　
さ　
れ　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
が　
日　
本　
料　
理　
だ　
と　
い　
う　
ふ　
う　
に　
お　
考　
え　

か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
そ　
う　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

あ　
れ　
は　
酒　
を　
主　
体　
と　
し　
た　
宴　
会　
用　
の　
献　
立　
で　
、　

家　
庭　
の　
食　
事　
も　
そ　
う　
で　
す　
が　
、　
本　
来　
、　
初　
め　
か　

ら　
御　
飯　
に　
味　
噌　
汁　
、　
御　
菜　
が　
つ　
い　
て　
い　
る　
の　
が　

日　
本　
料　
理　
の　
基　
本　
形　
で　
す　
。　
最　
後　
に　
、　
口　
の　
中　

の　
生　
臭　
い　
、　
特　
に　
魚　
を　
食　
べ　
た　
香　
り　
を　
中　
和　
さ　

せ　
る　
た　
め　
に　
香　
の　
物　
、　
そ　
れ　
で　
「　
香　
」　
と　
い　
う　
字　

が　
入　
っ　
て　
お　
り　
ま　
す　
が　
、　
そ　
う　
い　
う　
香　
り　
の　
強　

い　
食　
品　
を　
食　
べ　
ま　
す　
。　

き　
の　
う　
の　
お　
話　
に　
も　
あ　
り　
ま　
し　
た　
が　
、　
欧　
米　

の　
方　
が　
こ　
う　
し　
た　
基　
本　
形　
の　
日　
本　
料　
理　
を　
食　

べ　
ま　
す　
と　
、　
味　
噌　
汁　
を　
先　
に　
飲　
み　
、　
御　
菜　
だ　
け　

先　
に　
食　
べ　
て　
し　
ま　
っ　
て　
、　
最　
後　
に　
白　
い　
御　
飯　
だ　

け　
残　
る　
と　
、　
全　
然　
味　
が　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
か　
ら　
、　
困　

り　
果　
て　
て　
、　
白　
い　
御　
飯　
に　
お　
醤　
油　
を　
か　
け　
て　
食　

べ　
る　
人　
が　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
あ　
れ　
は　
感　
心　
し　
な　
い　

こ　
と　
で　
す　
。　
味　
の　
淡　
薄　
な　
ご　
飯　
と　
、　
味　
の　
濃　
厚　

な　
味　
噌　
汁　
あ　
る　
い　
は　
御　
菜　
を　
交　
互　
に　
食　
べ　
る　
こ　

と　
で　
味　
の　
バ　
ラ　
ン　
ス　
を　
と　
り　
な　
が　
ら　
食　
事　
を　
す　

す　
め　
る　
の　
が　
日　
本　
人　
の　
食　
べ　
方　
で　
す　
。　
淡　
薄　
な　

味　
わ　
い　
の　
素　
材　
と　
濃　
厚　
な　
醤　
油　
の　
関　
係　
も　
そ　
れ　

と　
同　
じ　
と　
い　
え　
ま　
し　
ょ　
う　
。　

味　
を　
調　
え　
る　
材　
料　
と　
は　

今　
日　
は　
、　
こ　
う　
い　
う　
素　
晴　
ら　
し　
い　
会　
に　
お　
招　

き　
い　
た　
だ　
き　
ま　
し　
て　
、　
大　
変　
光　
栄　
に　
存　
じ　
ま　
す　
。　

ま　
た　
年　
来　
の　
友　
人　
で　
あ　
る　
コ　
ル　
カ　
ッ　
ト　
先　
生　
に　

解　
説　
を　
し　
て　
い　
た　
だ　
き　
ま　
す　
の　
で　
、　
私　
の　
話　
の　

足　
り　
な　
い　
と　
こ　
ろ　
を　
補　
っ　
て　
い　
た　
だ　
け　
る　
と　
思　

い　
ま　
す　
。　

ま　
ず　
最　
初　
に　
私　
の　
こ　
の　
タ　
イ　
ト　
ル　
で　
す　
が　
、　

英　
語　
の　
「　

（　
シ　
ー　
ズ　
ニ　
ン　
グ　
）　」　
と　

日　
本　
の　
「　
調　
味　
料　
」　
と　
い　
う　
の　
は　
、　
必　
ず　
し　
も　
同　

じ　
意　
味　
で　
は　
な　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
日　
本　
で　
「　
調　

味　
料　
」　
と　
い　
っ　
た　
場　
合　
に　
は　
塩　
や　
酢　
の　
ほ　
か　
に　

砂　
糖　
、　
み　
り　
ん　
な　
ど　
も　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
そ　
の　
中　

で　
特　
に　
重　
要　
な　
の　
が　
醤　
油　
と　
味　
噌　
で　
す　
。　
ハ　
ー　

ブ　
、　
胡　
椒　
と　
い　
っ　
た　
も　
の　
は　
調　
味　
料　
と　
は　
ち　
ょ　

っ　
と　
違　
っ　
た　
言　
い　
方　
で　
香　
辛　
料　
と　
い　
っ　
て　
、　
調　
味　

料　
か　
ら　
除　
外　
し　
て　
考　
え　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
か　
ら　
考　
え　

な　
け　
れ　
ば　
い　
け　
な　
い　
こ　
と　
は　
、　
シ　
ー　
ズ　
ニ　
ン　
グ　
、　

調　
味　
料　
、　
ス　
パ　
イ　
ス　
と　
い　
っ　
た　
も　
の　
を　
全　
部　
含　
め　

た　
、　
味　
を　
調　
え　
る　
材　
料　
が　
、　
ど　
う　
い　
う　
地　
域　
で　

ど　
の　
よ　
う　
に　
使　
わ　
れ　
る　
か　
を　
、　
世　
界　
地　
図　
で　
描　

い　
て　
み　
る　
必　
要　
が　
あ　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
し　
か　
し　
、　

ま　
だ　
そ　
う　
い　
う　
準　
備　
が　
で　
き　
て　
お　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

東　
ア　
ジ　
ア　
で　
は　
発　
酵　
調　
味　
料　
が　
特　
に　
発　
達　
し　

て　
お　
り　
ま　
す　
。　
ご　
存　
じ　
の　
と　
お　
り　
古　
代　
ロ　
ー　
マ　

に　
は　
魚　
で　
つ　
く　
っ　
た　
魚　
醤

ぎ
ょ
し
ょ
う

と　
い　
う　
も　
の　
が　
あ　
り　

ま　
し　
た　
。　
東　
南　
ア　
ジ　
ア　
で　
は　
今　
そ　
れ　
が　
非　
常　
に　

盛　
ん　
で　
す　
。　
し　
か　
し　
日　
本　
で　
は　
ご　
く　
稀　
な　
例　
し　

か　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
日　
本　
の　
場　
合　
に　
は　
大　
豆　
を　
主　

体　
と　
し　
た　
醤　
油　
と　
味　
噌　
が　
中　
心　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

ち　
ょ　
っ　
と　
話　
が　
違　
い　
ま　
す　
が　
、　
最　
近　
加　
藤　
秀　

俊　
教　
授　
と　『　
外　
国　
語　
に　
な　
っ　
た　
日　
本　
語　
の　
事　
典　
』　

と　
い　
う　
本　
を　
つ　
く　
っ　
た　
の　
で　
す　
が　
、　
英　
語　
の　
事　

典　
の　
中　
に　
日　
本　
語　
が　
幾　
つ　
あ　
る　
か　
数　
え　
て　
み　
ま　

し　
た　
ら　
九　
百　
五　
十　
ほ　
ど　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　「　
カ　
ラ　

オ　
ケ　
」　「　
ス　
シ　
」　「　
テ　
ン　
プ　
ラ　
」　
と　
い　
っ　
た　
英　
語　
に　

な　
っ　
た　
日　
本　
語　
が　
た　
く　
さ　
ん　
あ　
り　
ま　
す　
。　
そ　
の　

中　
に　
食　
品　
に　
関　
す　
る　
言　
葉　
が　
た　
く　
さ　
ん　
あ　
っ　

て　
、　
調　
べ　
て　
み　
る　
と　
、　
そ　
の　
約　
七　
パ　
ー　
セ　
ン　
ト　
に　

当　
る　
六　
十　
か　
七　
十　
語　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　
そ　
の　
う　
ち　

二　
十　
九　
語　
が　（　

＝　
大　
豆　
）　に　
関　
す　
る　

言　
葉　
で　
す　
。　
ソ　
イ　
・　
ソ　
ー　
ス　（　

＝　
醤　

油　
）　に　
関　
す　
る　
言　
葉　
は　
あ　
ま　
り　
に　
も　
古　
く　
入　
っ　

て　
き　
て　
い　
る　
の　
で　
、　
ソ　
イ　
・　
ビ　
ー　
ン　
の　
「　
ソ　
イ　
」　
と　

い　
う　
言　
葉　
が　「　
醤　
油　
」　
か　
ら　
き　
て　
い　
る　
と　
い　
う　
こ　

と　
を　
知　
ら　
な　
い　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　
人　
が　
増　
え　
て　
い　
ま　

す　
。　
事　
実　
、　
若　
い　
人　
に　
聞　
い　
た　
ら　
知　
ら　
な　
い　
と　

言　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
初　
め　
か　
ら　
「　
ソ　
イ　
・　
ビ　
ー　
ン　
」　

を　
英　
語　
だ　
と　
思　
っ　
て　
い　
る　
若　
い　
人　
が　
い　
ま　
す　
。　

味　
噌　
と　
醤　
油　
の　
歴　
史　

味　
噌　
の　
原　
型　
が　
中　
国　
か　
ら　
入　
っ　
て　
き　
た　
の　
は　

古　
代　
、　
多　
分　
七　
世　
紀　
ご　
ろ　
だ　
と　
思　
わ　
れ　
ま　
す　

が　
、　
す　
で　
に　
日　
本　
で　
は　
そ　
の　
こ　
ろ　
醤

ひ
し
お

と　
い　
う　
名　

前　
で　
呼　
ん　
で　
、　
調　
味　
料　
と　
し　
て　
使　
わ　
れ　
て　
い　
ま　

し　
た　
。　
醤

ひ
し
お

の　
塩　
は　
ソ　
ル　
ト　
の　
塩　
で　
す　
か　
ら　
、　
塩　

辛　
い　
も　
の　
で　
、　
塩　
を　
使　
っ　
た　
発　
酵　
し　
た　
調　
味　
料　
、　

と　
い　
う　
意　
味　
で　
し　
た　
。　

中　
世　
に　
な　
る　
と　
、　
十　
四　
世　
紀　
以　
降　
、　
味　
噌　
の　

料　
理　
が　
発　
達　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　
恐　
ら　
く　
中　
国　

か　
ら　
大　
量　
に　
入　
っ　
て　
き　
た　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
文　
化　
の　

中　
に　
、　
中　
国　
の　
お　
寺　
で　
精　
進　
料　
理　
の　
豆　
腐　
な　
ど　

を　
使　
っ　
た　
ス　
タ　
イ　
ル　
が　
入　
っ　
て　
き　
て　
、　
そ　
の　
中　
に　

味　
噌　
が　
大　
変　
重　
要　
な　
意　
味　
を　
持　
っ　
て　
い　
た　
の　
だ　

と　
思　
い　
ま　
す　
。　
当　
然　
宗　
教　
的　
な　
タ　
ブ　
ー　
が　
あ　
り　

ま　
す　
の　
で　
、　
魚　
肉　
類　
は　
使　
い　
ま　
せ　
ん　
。　
す　
べ　
て　

豆　
、　
麦　
、　
種　
子　
、　
海　
藻　
で　
つ　
く　
り　
ま　
す　
の　
で　
、　
味　

噌　
の　
発　
達　
が　
僧　
堂　
を　
中　
心　
に　
広　
が　
っ　
て　
い　
き　
ま　

す　
。　
例　
え　
ば　
、　
今　
で　
も　
田　
楽

で
ん
が
く

と　
い　
う　
料　
理　
が　
あ　

り　
ま　
す　
。　
豆　
腐　
に　
味　
噌　
を　
塗　
っ　
て　
焼　
い　
た　
料　
理　

で　
す　
。　
当　
時　
は　
や　
っ　
て　
い　
た　
田　
楽　
法　
師　
と　
い　
う　

ダ　
ン　
サ　
ー　
の　
姿　
に　
似　
て　
い　
る　
と　
い　
う　
の　
で　
、　「　
田　

楽　
」　
と　
い　
う　
言　
葉　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　

一　
方　
、　
味　
噌　
は　
調　
味　
料　
と　
し　
て　
だ　
け　
で　
は　
な　

く　
、　
中　
に　
野　
菜　
を　
入　
れ　
た　
り　
し　
て　
、　
食　
品　
と　
し　

て　
の　
味　
噌　
、　
つ　
ま　
り　
舐　
め　
て　
酒　
を　
飲　
む　
と　
か　
、　

御　
飯　
に　
つ　
け　
て　
食　
べ　
る　
と　
い　
う　
、　
舐　
め　
味　
噌　
と　

い　
う　
も　
の　
も　
発　
達　
し　
て　
い　
き　
ま　
す　
。　
つ　
ま　
り　
十　

六　
世　
紀　
ま　
で　
は　
日　
本　
の　
調　
味　
料　
の　
中　
心　
は　
味　

噌　
で　
あ　
っ　
た　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
す　
。　

味　
噌　
の　
中　
か　
ら　
液　
体　
を　
取　
っ　
て　
使　
う　
と　
い　
う　
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ー　
ト　
ル　
下　
っ　
て　
く　
る　
「　
下　
り　
醤　
油　
」　
が　
、　
大　
量　
に　

運　
ば　
れ　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
は　
大　
変　
な　
量　
で　
す　
。　
江　
戸　

の　
人　
口　
で　
そ　
の　
量　
を　
計　
算　
し　
ま　
す　
と　
、　
一　
人　
年　

間　
十　
四　
リ　
ッ　
ト　
ル　
ぐ　
ら　
い　
に　
当　
り　
、　
現　
在　
の　
日　

本　
人　
は　
平　
均　
す　
る　
と　
大　
体　
九　
リ　
ッ　
ト　
ル　
だ　
そ　
う　

で　
す　
か　
ら　
、　
今　
よ　
り　
五　
割　
ぐ　
ら　
い　
醤　
油　
を　
た　
く　

さ　
ん　
使　
っ　
て　
い　
た　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　
醤　
油　
が　

日　
本　
の　
味　
の　
中　
心　
に　
な　
っ　
て　
き　
た　
の　
は　
十　
八　
世　

紀　
以　
降　
で　
日　
本　
料　
理　
の　
今　
日　
の　
素　
晴　
ら　
し　
い　

色　
、　
味　
、　
香　
り　
を　
完　
成　
さ　
せ　
た　
の　
も　
十　
八　
世　
紀　

で　
す　
。　
醤　
油　
の　
誕　
生　
が　
そ　
れ　
を　
助　
け　
た　
の　
で　
す　
。　

味　
噌　
と　
醤　
油　
の　
役　
割　

味　
噌　
も　
醤　
油　
も　
生　
産　
す　
る　
の　
に　
時　
間　
が　
か　
か　

り　
ま　
す　
。　
か　
つ　
て　
は　
一　
年　
と　
か　
二　
年　
か　
け　
て　
つ　

く　
っ　
た　
も　
の　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
長　
い　
熟　
成　

の　
間　
に　
蛋　
白　
質　
が　
ア　
ミ　
ノ　
酸　
に　
か　
わ　
っ　
て　
、　
い　

わ　
ゆ　
る

”　う　
ま　
味　

“　が　
生　
ま　
れ　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
は　
非　
常　
に　
単　
純　
な　
比　
較　
な　
の　
で　
、　
も　
っ　

と　
詳　
し　
く　
考　
え　
な　
け　
れ　
ば　
い　
け　
な　
い　
の　
で　
す　

が　
、　
西　
洋　
で　
は　
塩　
と　
か　
香　
辛　
料　
と　
か　
比　
較　
的　
単　

純　
な　
自　
然　
の　
素　
材　
を　
使　
っ　
て　
、　
料　
理　
す　
る　
過　
程　

で　
味　
わ　
い　
を　
深　
く　
す　
る　
、　
調　
理　
の　
間　
に　
味　
を　
十　

分　
つ　
け　
て　
い　
く　
と　
い　
う　
の　
が　
基　
本　
的　
な　
つ　
く　
り　

方　
で　
す　
が　
、　
日　
本　
の　
場　
合　
に　
は　
、　
あ　
ら　
か　
じ　
め　

長　
い　
時　
間　
を　
か　
け　
て　
つ　
く　
ら　
れ　
た　
味　
噌　
と　
醤　
油　

が　
あ　
り　
ま　
す　
の　
で　
、　
食　
品　
に　
味　
を　
つ　
け　
る　
ス　
タ　

イ　
ル　
は　
比　
較　
的　
浅　
い　
、　
場　
合　
に　
よ　
っ　
て　
は　
、　
そ　

れ　
を　
つ　
け　
て　
食　
べ　
る　
、　
食　
品　
の　
中　
に　
し　
み　
込　
ま　

せ　
ず　
に　
使　
う　
こ　
と　
も　
非　
常　
に　
多　
い　
の　
で　
す　
。　
十　

分　
味　
つ　
け　
さ　
れ　
た　
料　
理　
が　
中　
国　
や　
西　
洋　
の　
料　

理　
の　
中　
心　
に　
な　
っ　
て　
き　
ま　
す　
が　
、　
日　
本　
の　
場　
合　

は　
素　
材　
の　
味　
を　
助　
け　
る　
、　
素　
材　
の　
味　
を　
生　
か　
す　

調　
味　
料　
、　
つ　
け　
汁　
的　
な　
使　
い　
方　
が　
た　
く　
さ　
ん　
あ　

り　
ま　
す　
。　

方　
法　
が　
中　
世　
の　
終　
わ　
り　
ぐ　
ら　
い　
に　
出　
て　
き　
ま　
す　

が　
、　
そ　
の　
一　
つ　
は　
、　
味　
噌　
の　
中　
に　
籠　
を　
入　
れ　
て　
、　

そ　
の　
中　
に　
滲　
み　
出　
て　
き　
た　
エ　
ッ　
セ　
ン　
ス　
を　
溜　
め　

て　
使　
う　
「　
た　
ま　
り　
」　と　
い　
う　
も　
の　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

同　
じ　
よ　
う　
に　
「　
た　
れ　
味　
噌　
」　
と　
い　
っ　
て　
、　
味　
噌　
を　

水　
に　
溶　
い　
て　
緩　
く　
し　
た　
も　
の　
を　
袋　
に　
入　
れ　
て　
吊　

る　
し　
て　
お　
き　
ま　
す　
と　
、　
そ　
こ　
か　
ら　
ド　
ロ　
ッ　
プ　
し　

て　
く　
る　
汁　
を　
使　
う　
よ　
う　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　
日　
本　
の　

お　
料　
理　
は　
刺　
身　
を　
す　
ぐ　
思　
い　
浮　
か　
べ　
ま　
す　
が　
、　

刺　
身　
を　
醤　
油　
で　
食　
べ　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　
江　
戸　
時　

代　
以　
後　
の　
こ　
と　
で　
、　
江　
戸　
時　
代　
ま　
で　
の　
刺　
身　
の　

食　
べ　
方　
は　
、　
刺　
身　
を　
別　
の　
つ　
け　
汁　
を　
使　
っ　
て　
食　

べ　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
つ　
け　
汁　
で　
一　
番　
代　
表　
的　
な　
の　

は　
、　
煎　い
り　
酒ざ

け

と　
い　
う　
も　
の　
で　
す　
。　
煎　
り　
酒　
の　
つ　

く　
り　
方　
は　
、　
た　
ま　
り　
、　
酒　
、　
梅　
干　
し　
、　
鰹　
節　
を　

加　
え　
て　
、　
三　
分　
の　
一　
ぐ　
ら　
い　
に　
煮　
詰　
め　
た　
も　
の　

で　
す　
。　
そ　
う　
い　
う　
も　
の　
が　
刺　
身　
の　
つ　
け　
汁　
だ　
っ　

た　
の　
で　
す　
。　

最　
初　
に　
日　
本　
の　
文　
献　
に　
「　
醤　
油　
」　
と　
い　
う　
言　

葉　
が　
出　
て　
く　
る　
の　
は　
一　
五　
九　
七　
年　
で　
す　
。　
醤　
油　

の　
つ　
く　
り　
方　
は　
、　
プ　
ロ　
セ　
ス　
は　
違　
う　
と　
し　
て　
も　

比　
較　
的　
味　
噌　
に　
似　
て　
い　
ま　
す　
。　
た　
だ　
絞　
る　
技　
術　

と　
、　
絞　
っ　
て　
も　
得　
ら　
れ　
る　
液　
体　
分　
が　
少　
な　
い　
こ　

と　
か　
ら　
貴　
重　
品　
で　
あ　
り　
ま　
し　
て　
、　
そ　
う　
い　
う　
意　

味　
で　
は　
高　
価　
で　
し　
た　
。　
ま　
た　
大　
量　
の　
も　
の　
を　
一　

度　
に　
絞　
ら　
な　
い　
と　
効　
率　
が　
悪　
く　
、　
な　
か　
な　
か　
個　

人　
的　
に　
は　
で　
き　
な　
い　
と　
い　
っ　
た　
問　
題　
が　
あ　
り　
ま　

し　
た　
が　
、　
そ　
れ　
を　
解　
決　
す　
る　
こ　
と　
が　
江　
戸　
時　
代　

に　
な　
っ　
て　
初　
め　
て　
可　
能　
に　
な　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　

よ　
う　
や　
く　
江　
戸　
時　
代　
に　
な　
っ　
て　
醤　
油　
の　
工　
業　

化　
に　
成　
功　
し　
ま　
す　
。　
和　
歌　
山　
、　
堺　
と　
い　
っ　
た　
西　

日　
本　
の　
中　
心　
都　
市　
で　
つ　
く　
ら　
れ　
る　
よ　
う　
な　
醤　
油　

が　
最　
初　
に　
工　
業　
化　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
そ　
こ　
で　
上　
方　

か
み
が
た

で　

つ　
く　
ら　
れ　
た　
醤　
油　
が　
船　
で　
大　
量　
に　
江　
戸　
に　
送　

ら　
れ　
ま　
す　
。　
大　
阪　
か　
ら　
江　
戸　
に　
約　
五　
百　
キ　
ロ　
メ　
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国　
境　
を　
越　
え　
る　
調　
味　
料　

最　
後　
に　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
味　
噌　
と　
醤　
油　
が　
ど　
の　
よ　

う　
に　
展　
開　
し　
て　
い　
く　
か　
を　
お　
話　
し　
た　
い　
と　
思　
い　

ま　
す　
。　

第　
一　
に　
、　
発　
酵　
調　
味　
料　
は　
日　
本　
だ　
け　
で　
な　
く　

東　
ア　
ジ　
ア　
全　
体　
に　
広　
が　
っ　
て　
い　
る　
調　
味　
料　
で　
あ　

り　
ま　
す　
し　
、　
先　
ほ　
ど　
申　
し　
ま　
し　
た　
が　
、　
そ　
れ　
は　

古　
代　
の　
ロ　
ー　
マ　
に　
も　
あ　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　
決　
し　
て　
地　

方　
的　
な　
特　
殊　
な　
調　
味　
料　
で　
は　
な　
く　
、　
普　
遍　
性　
の　

あ　
る　
調　
味　
料　
で　
す　
。　
西　
洋　
料　
理　
に　
も　
そ　
れ　
が　
大　

変　
よ　
く　
合　
う　
と　
い　
う　
こ　
と　
が　
、　
今　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　

形　
で　
実　
証　
さ　
れ　
て　
き　
て　
い　
ま　
す　
。　
第　
二　
に　
、　
味　

噌　
と　
醤　
油　
は　
西　
洋　
の　
多　
く　
の　
調　
味　
料　
の　
よ　
う　

に　
油　
分　
を　
使　
わ　
な　
い　
。　
そ　
う　
い　
う　
意　
味　
で　
は　
大　

変　
健　
康　
的　
に　
良　
い　
調　
味　
料　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
第　
三　

に　
、　
日　
本　
の　
状　
況　
を　
考　
え　
て　
み　
ま　
す　
と　
、　
味　
噌　

も　
、　
日　
本　
の　
味　
噌　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
特　
に　
朝　
鮮　

半　
島　
の　
唐　
が　
ら　
し　
味　
噌　
が　
た　
く　
さ　
ん　
使　
わ　
れ　

東　
と　
西　
の　
定　
義　

東　
西　
の　
食　
パ　
タ　
ー　
ン　
の　
比　
較　
を　
本　
格　
的　
に　
行　

う　
に　
は　
、　
そ　
れ　
に　
必　
要　
な　
要　
素　
や　
条　
件　
を　
明　
確　

に　
定　
義　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
し　
か　
し　
、　

そ　
の　
す　
べ　
て　
が　
ほ　
と　
ん　
ど　
定　
義　
不　
可　
能　
な　
事　
柄　

な　
の　
で　
す　
。　
過　
去　
半　
世　
紀　
の　
間　
に　
、　
世　
界　
の　
食　

物　
市　
場　
は　
著　
し　
い　
変　
容　
を　
遂　
げ　
、　
そ　
し　
て　
今　
日　

も　
そ　
の　
変　
化　
は　
止　
ま　
る　
こ　
と　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

こ　
の　
変　
容　
は　
、　
コ　
ロ　
ン　
ブ　
ス　
の　
新　
大　
陸　
発　
見　
後　
の　

ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
勢　
力　
の　
拡　
大　
と　
、　
そ　
れ　
に　
伴　
う　
ヨ　
ー　

ロ　
ッ　
パ　
の　
食　
物　
や　
嗜　
好　
の　
広　
が　
り　
と　
い　
う　
、　
過　
去　

五　
百　
年　
間　
の　
構　
図　
を　
変　
え　
よ　
う　
と　
さ　
え　
し　
て　
い　

ま　
す　
。　

世　
界　
の　
人　
々　
の　
食　
生　
活　
は　
変　
化　
し　
つ　
つ　
あ　
り　
、　

ま　
た　
、　
世　
界　
の　
東　
西　
と　
い　
う　
言　
葉　
の　
使　
い　
方　
も　

変　
わ　
り　
つ　
つ　
あ　
り　
ま　
す　
。　
か　
つ　
て　
は　
、　
西　
の　
終　
わ　

り　
と　
東　
の　
始　
ま　
り　
が　
ど　
こ　
か　
と　
い　
う　
観　
念　
が　
予　

め　
存　
在　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
東　
西　
の　
区　

分　
は　
次　
第　
に　
曖　
昧　
に　
な　
っ　
て　
お　
り　
、　
従　
来　
の　
観　

念　
は　
ま　
す　
ま　
す　
見　
当　
違　
い　
な　
も　
の　
に　
な　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　
そ　
れ　
で　
も　
、　
私　
た　
ち　
は　
あ　
く　
ま　
で　
、　
分　
か　

っ　
て　
い　
る　
よ　
う　
な　
顔　
を　
し　
て　
、　
東　
と
西
を
論　
じ　

て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

か　
り　
に　
西　
の　
終　
わ　
り　
と　
東　
の　
始　
ま　
り　
を　
特　
定　

で　
き　
た　
と　
し　
ま　
す　
。　
も　
し　
そ　
う　
な　
ら　
ば　
東　
を　
一　

般　
化　
す　
る　
た　
め　
に　
、　「
東　
の　
料　
理　
あ　
る　
い　
は
東　
の　

食　
べ　
物
と　
は　
何　
か　
」　
を　
明　
確　
に　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　

り　
ま　
す　
。　
し　
か　
し　
明　
ら　
か　
に　
、　
中　
国　
料　
理　
も　
イ　

ン　
ド　
料　
理　
も　
日　
本　
料　
理　
も　
東　
の　
料　
理　
を　
構　
成　

す　
る　
膨　
大　
な　
食　
物　
や　
調　
理　
技　
術　
や　
料　
理　
形　
態　

を　
代　
表　
す　
る　
こ　
と　
は　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。　
ま　
し　
て　
や　
、　

そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
料　
理　
の　
バ　
ラ　
エ　
テ　
ィ　
の　
豊　
富　
さ　
に　
、　

そ　
の　
試　
み　
は　
即　
刻　
頓　
挫　
す　
る　
で　
し　
ょ　
う　
。　
ま　
た　
、　

私　
が　
こ　
れ　
か　
ら　
論　
じ　
る　
方　
法　
は　
、　
フ　
ォ　
ー　
ク　
と　

箸　
、　
肉　
の　
大　
小　
、　
食　
卓　
と　
畳　
、　
食　
卓　
用　
ナ　
イ　
フ　

の　
有　
無　
、　
料　
理　
皿　
の　
位　
置　
、　
す　
べ　
て　
の　
料　
理　
が　

同　
時　
に　
出　
さ　
れ　
る　
か　
出　
さ　
れ　
な　
い　
か　
と　
い　
う　
事　

実　
、　
ご　
は　
ん　
と　
お　
か　
ず　
、　
食　
の　
美　
学　
の　
違　
い　
な　

ど　
、　
こ　
の　
種　
の　
数　
限　
り　
な　
い　
相　
違　
点　
を　
列　
挙　
す　

る　
方　
法　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
別　
の　
視　
点　
か　
ら　
論　

じ　
て　
み　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

食　
物　
の　
相　
互　
依　
存　
へ　

五　
百　
年　
前　
の　
外　
洋　
航　
海　
時　
代　
の　
到　
来　
ま　
で　
、　

人　
間　
社　
会　
の　
食　
習　
慣　
は　
、　
そ　
の　
地　
域　
で　
認　
知　
さ　

れ　
た　
資　
源　
、　
そ　
の　
地　
域　
の　
気　
候　
や　
季　
節　
と　
密　
接　

に　
繋　つな
が　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　「　
認　
知　
さ　
れ　
た　
資　
源　
」　、　

つ　
ま　
り　
人　
々　
は　
摂　
取　
可　
能　
な　
も　
の　
を　
す　
べ　
て　
食　

べ　
る　
わ　
け　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
料　
理　
は　
、　
そ　
れ　
を　

生　
み　
出　
し　
後　
世　
に　
残　
し　
た　
共　
同　
体　
の　
生　
活　
や　

習　
慣　
を　
表　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
料　
理　
は　
、　
植　
物　
、　

鳥　
、　
魚　
、　
哺　
乳　
動　
物　
の　
種　
類　
を　
表　
し　
、　
伝　
統　
的　

な　
調　
理　
法　
、　
保　
存　
方　
法　
、　
儀　
式　
の　
供　
物　
を　
表　
し　
、　

食　
べ　
る　
資　
格　
の　
有　
無　
と　
い　
う　
社　
会　
的　
地　
位　
の　
差　

異　
を　
表　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
こ　
う　
し　
た　
地　
域　
に　
深　
く　
根　
ざ　
し　
た　

伝　
統　
料　
理　
ば　
か　
り　
を　
強　
調　
し　
て　
は　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

大　
洋　
横　
断　
が　
当　
た　
り　
前　
に　
な　
る　
以　
前　
か　
ら　
、　
た　

と　
え　
ば　
塩　
を　
求　
め　
て　
、　
人　
々　
は　
何　
百　
マ　
イ　
ル　
も　
移　

動　
し　
ま　
し　
た　
。　
甘　
藷　
は　
太　
平　
洋　
の　
両　
側　
に　
見　
ら　

れ　
、　
ヤ　
ム　
イ　
モ　
類　
は　
オ　
セ　
ア　
ニ　
ア　
か　
ら　
西　
ア　
フ　
リ　

カ　
ま　
で　
分　
布　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
コ　
コ　
ナ　
ッ　
ツ　
、　
ひ　
ょ　

う　
た　
ん　
な　
ど　
の　
水　
に　
浮　
く　
食　
用　
植　
物　
は　
、　
栽　
培　

地　
か　
ら　
は　
る　
か　
遠　
い　
場　
所　
ま　
で　
運　
ば　
れ　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
、　
一　
方　
で　
は　
地　
域　
に　
深　
く　
根　
差　

し　
た　
伝　
統　
的　
な　
食　
習　
慣　
が　
あ　
り　
、　
他　
方　
で　
は　
、　

外　
洋　
航　
海　
が　
始　
ま　
る　
以　
前　
で　
さ　
え　
も　
食　
物　
の　

広　
が　
り　
が　
見　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
と　
は　
い　
え　
、　
少　
な　
く　

と　
も　
十　
九　
世　
紀　
の　
中　
頃　
ま　
で　
、　
大　
多　
数　
の　
人　
々　

が　
、　
居　
住　
地　
を　
中　
心　
に　
半　
径　
二　
、　
三　
マ　
イ　
ル　
の　

エ　
リ　
ア　
か　
ら　
ほ　
と　
ん　
ど　
の　
食　
糧　
を　
得　
て　
い　
た　
と　

思　
わ　
れ　
ま　
す　
。　「　
大　
多　
数　
の　
人　
々　
」　「　
ほ　
と　
ん　
ど　
の　

食　
糧　
」　
と　
い　
う　
言　
い　
方　
に　
注　
目　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

富　
裕　
階　
級　
や　
権　
力　
者　
は　
、　
外　
国　
の　
蜂　
蜜　
や　
新　
鮮　

な　
海　
産　
物　
、　
氷　
河　
の　
氷　
や　
、　
あ　
ら　
ゆ　
る　
珍　
し　
い　

嗜　
好　
品　
を　
楽　
し　
ん　
で　
き　
た　
の　
で　
す　
。　
そ　
れ　
は　
、　

新　
石　
器　
時　
代　
が　
終　
わ　
っ　
て　
以　
来　
、　
階　
層　
社　
会　
が　

存　
在　
す　
る　
限　
り　
見　
ら　
れ　
て　
き　
た　
現　
象　
な　
の　
で　

す　
。　何　

千　
年　
も　
の　
昔　
、　
栽　
培　
植　
物　
と　
家　
畜　
が　
人　
類　

の　
主　
要　
な　
食　
糧　
供　
給　
源　
と　
し　
て　
出　
現　
し　
て　
以　

来　
、　
家　
族　
が　
自　
ら　
の　
食　
物　
を　
自　
ら　
生　
産　
す　
る　
と　

て　
い　
ま　
す　
。　
文　
化　
の　
壁　
を　
越　
え　
て　
グ　
ロ　
ー　
バ　
リ　

ゼ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
と　
い　
う　
か　
、　
新　
し　
い　
食　
材　
が　
ど　
ん　
ど　

ん　
行　
き　
交　
っ　
て　
い　
る　
状　
況　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

な　
ぜ　
調　
味　
料　
と　
い　
う　
も　
の　
が　
必　
要　
に　
な　
っ　
た　

の　
か　
、　
ま　
だ　
よ　
く　
わ　
か　
っ　
て　
い　
な　
い　
こ　
と　
で　
す　

が　
、　
本　
来　
は　
保　
存　
の　
た　
め　
だ　
っ　
た　
の　
で　
は　
な　
い　

か　
と　
考　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
最　
初　
の　
調　
味　
料　
で　
あ　
っ　

た　
と　
思　
わ　
れ　
る　
の　
は　
塩　
と　
酢　
で　
、　
い　
ず　
れ　
も　
自　

然　
の　
ま　
ま　
天　
然　
に　
存　
在　
す　
る　
も　
の　
が　
使　
え　
ま　

す　
。　
例　
え　
ば　
、　
皆　
様　
も　
レ　
モ　
ン　
を　
よ　
く　
お　
使　
い　

に　
な　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
が　
、　
日　
本　
人　
は　
柚　
子

ゆ

ず

と　
い　

う　
ミ　
カ　
ン　
を　
絞　
っ　
て　
魚　
に　
か　
け　
て　
使　
い　
ま　
す　
。　

そ　
う　
い　
う　
ふ　
う　
に　
自　
然　
に　
あ　
る　
調　
味　
料　
と　
い　
う　

の　
は　
味　
わ　
い　
を　
調　
え　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
よ　
り　
も　
、　

も　
っ　
と　
基　
本　
的　
に　
は　
そ　
の　
食　
品　
を　
保　
存　
す　
る　
、　

腐　
ら　
せ　
な　
い　
と　
い　
う　
目　
的　
が　
本　
来　
あ　
っ　
た　
の　
か　

も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　
と　
こ　
ろ　
が　
発　
酵　
調　
味　
料　
が　
出　

て　
き　
た　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　
、　
単　
な　
る　
保　
存　
で　
は　
な　

く　
、　
保　
存　
よ　
り　
嗜　
好　
が　
そ　
の　
理　
由　
に　
挙　
げ　
ら　
れ　

ま　
す　
。　

そ　
う　
い　
う　

”　好　
み　

“　と　
い　
う　
も　
の　
は　
環　
境　
あ　
る　

い　
は　
民　
族　
に　
よ　
っ　
て　
違　
う　
と　
い　
う　
ふ　
う　
に　
考　
え　

ら　
れ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
と　
こ　
ろ　
が　
、　
今　
、　
醤　
油　
が　

世　
界　
的　
に　
受　
け　
入　
れ　
ら　
れ　
つ　
つ　
あ　
る　
と　
い　
う　
こ　

と　
は　
、　
決　
し　
て　
そ　
う　
い　
う　
嗜　
好　
が　
民　
族　
と　
か　
国　

境　
、　
文　
化　
に　
遮　
ら　
れ　
る　
も　
の　
で　
は　
な　
い　
と　
い　
う　
、　

新　
し　
い　
実　
験　
が　
進　
行　
し　
て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
だ　
と　
思　

い　
ま　
す　
。　
つ　
ま　
り　
西　
洋　
料　
理　
の　
中　
で　
醤　
油　
や　
味　

噌　
が　
受　
け　
入　
れ　
ら　
れ　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
、　
よ　
り　

多　
様　
な　
味　
わ　
い　
方　
が　
世　
界　
的　
に　
可　
能　
に　
な　
っ　
て　

い　
く　
こ　
と　
が　
期　
待　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
に　
つ　
け　
て　

も　
ぜ　
ひ　
知　
っ　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
こ　
と　
は　
、　
本　
当　
の　

美　
味　
し　
い　
味　
噌　
の　
使　
い　
方　
、　
美　
味　
し　
い　
醤　
油　
の　

使　
い　
方　
を　
的　
確　
に　
試　
し　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
の　
で　

す　
。　
い　
つ　
ま　
で　
も　
煮　
立　
て　
て　
お　
い　
た　
味　
噌　
汁　
を　

そ　
の　
都　
度　
く　
み　
出　
し　
て　
使　
う　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
で　

き　
立　
て　
の　
味　
噌　
汁　
の　
美　
味　
し　
さ　
を　
実　
際　
味　
わ　

っ　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
の　
で　
す　
。　

以　
上　
の　
よ　
う　
に　
、　
日　
本　
で　
独　
自　
の　
発　
展　
を　
と　

げ　
た　
醤　
油　
が　
、　
全　
世　
界　
で　
受　
け　
入　
れ　
ら　
れ　
つ　
つ　

あ　
り　
ま　
す　
。　
そ　
の　
使　
い　
方　
は　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
土　
地　

の　
伝　
統　
と　
融　
合　
し　
な　
が　
ら　
、　
ま　
た　
新　
し　
い　
ス　
タ　

イ　
ル　
が　
生　
ま　
れ　
る　
で　
し　
ょ　
う　
。　
そ　
の　
と　
き　
、　
製　

品　
と　
し　
て　
の　
醤　
油　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
醤　
油　
の　
日　
本　

で　
の　
使　
い　
方　
や　
、　
そ　
の　
お　
い　
し　
さ　
を　
上　
手　
に　
引　

き　
出　
す　
方　
法　
も　
、　
あ　
わ　
せ　
て　
参　
考　
に　
し　
て　
ほ　
し　

い　
と　
こ　
ろ　
で　
す　
。　
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国　
境　
を　
越　
え　
る　
調　
味　
料　

最　
後　
に　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
味　
噌　
と　
醤　
油　
が　
ど　
の　
よ　

う　
に　
展　
開　
し　
て　
い　
く　
か　
を　
お　
話　
し　
た　
い　
と　
思　
い　

ま　
す　
。　

第　
一　
に　
、　
発　
酵　
調　
味　
料　
は　
日　
本　
だ　
け　
で　
な　
く　

東　
ア　
ジ　
ア　
全　
体　
に　
広　
が　
っ　
て　
い　
る　
調　
味　
料　
で　
あ　

り　
ま　
す　
し　
、　
先　
ほ　
ど　
申　
し　
ま　
し　
た　
が　
、　
そ　
れ　
は　

古　
代　
の　
ロ　
ー　
マ　
に　
も　
あ　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　
決　
し　
て　
地　

方　
的　
な　
特　
殊　
な　
調　
味　
料　
で　
は　
な　
く　
、　
普　
遍　
性　
の　

あ　
る　
調　
味　
料　
で　
す　
。　
西　
洋　
料　
理　
に　
も　
そ　
れ　
が　
大　

変　
よ　
く　
合　
う　
と　
い　
う　
こ　
と　
が　
、　
今　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　

形　
で　
実　
証　
さ　
れ　
て　
き　
て　
い　
ま　
す　
。　
第　
二　
に　
、　
味　

噌　
と　
醤　
油　
は　
西　
洋　
の　
多　
く　
の　
調　
味　
料　
の　
よ　
う　

に　
油　
分　
を　
使　
わ　
な　
い　
。　
そ　
う　
い　
う　
意　
味　
で　
は　
大　

変　
健　
康　
的　
に　
良　
い　
調　
味　
料　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
第　
三　

に　
、　
日　
本　
の　
状　
況　
を　
考　
え　
て　
み　
ま　
す　
と　
、　
味　
噌　

も　
、　
日　
本　
の　
味　
噌　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
特　
に　
朝　
鮮　

半　
島　
の　
唐　
が　
ら　
し　
味　
噌　
が　
た　
く　
さ　
ん　
使　
わ　
れ　

東　
と　
西　
の　
定　
義　

東　
西　
の　
食　
パ　
タ　
ー　
ン　
の　
比　
較　
を　
本　
格　
的　
に　
行　

う　
に　
は　
、　
そ　
れ　
に　
必　
要　
な　
要　
素　
や　
条　
件　
を　
明　
確　

に　
定　
義　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
し　
か　
し　
、　

そ　
の　
す　
べ　
て　
が　
ほ　
と　
ん　
ど　
定　
義　
不　
可　
能　
な　
事　
柄　

な　
の　
で　
す　
。　
過　
去　
半　
世　
紀　
の　
間　
に　
、　
世　
界　
の　
食　

物　
市　
場　
は　
著　
し　
い　
変　
容　
を　
遂　
げ　
、　
そ　
し　
て　
今　
日　

も　
そ　
の　
変　
化　
は　
止　
ま　
る　
こ　
と　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

こ　
の　
変　
容　
は　
、　
コ　
ロ　
ン　
ブ　
ス　
の　
新　
大　
陸　
発　
見　
後　
の　

ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
勢　
力　
の　
拡　
大　
と　
、　
そ　
れ　
に　
伴　
う　
ヨ　
ー　

ロ　
ッ　
パ　
の　
食　
物　
や　
嗜　
好　
の　
広　
が　
り　
と　
い　
う　
、　
過　
去　

五　
百　
年　
間　
の　
構　
図　
を　
変　
え　
よ　
う　
と　
さ　
え　
し　
て　
い　

ま　
す　
。　

世　
界　
の　
人　
々　
の　
食　
生　
活　
は　
変　
化　
し　
つ　
つ　
あ　
り　
、　

ま　
た　
、　
世　
界　
の　
東　
西　
と　
い　
う　
言　
葉　
の　
使　
い　
方　
も　

変　
わ　
り　
つ　
つ　
あ　
り　
ま　
す　
。　
か　
つ　
て　
は　
、　
西　
の　
終　
わ　

り　
と　
東　
の　
始　
ま　
り　
が　
ど　
こ　
か　
と　
い　
う　
観　
念　
が　
予　

め　
存　
在　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
東　
西　
の　
区　

分　
は　
次　
第　
に　
曖　
昧　
に　
な　
っ　
て　
お　
り　
、　
従　
来　
の　
観　

念　
は　
ま　
す　
ま　
す　
見　
当　
違　
い　
な　
も　
の　
に　
な　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　
そ　
れ　
で　
も　
、　
私　
た　
ち　
は　
あ　
く　
ま　
で　
、　
分　
か　

っ　
て　
い　
る　
よ　
う　
な　
顔　
を　
し　
て　
、　
東　
と
西
を
論　
じ　

て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

か　
り　
に　
西　
の　
終　
わ　
り　
と　
東　
の　
始　
ま　
り　
を　
特　
定　

で　
き　
た　
と　
し　
ま　
す　
。　
も　
し　
そ　
う　
な　
ら　
ば　
東　
を　
一　

般　
化　
す　
る　
た　
め　
に　
、　「
東　
の　
料　
理　
あ　
る　
い　
は
東　
の　

食　
べ　
物
と　
は　
何　
か　
」　
を　
明　
確　
に　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　

り　
ま　
す　
。　
し　
か　
し　
明　
ら　
か　
に　
、　
中　
国　
料　
理　
も　
イ　

ン　
ド　
料　
理　
も　
日　
本　
料　
理　
も　
東　
の　
料　
理　
を　
構　
成　

す　
る　
膨　
大　
な　
食　
物　
や　
調　
理　
技　
術　
や　
料　
理　
形　
態　

を　
代　
表　
す　
る　
こ　
と　
は　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。　
ま　
し　
て　
や　
、　

そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
料　
理　
の　
バ　
ラ　
エ　
テ　
ィ　
の　
豊　
富　
さ　
に　
、　

そ　
の　
試　
み　
は　
即　
刻　
頓　
挫　
す　
る　
で　
し　
ょ　
う　
。　
ま　
た　
、　

私　
が　
こ　
れ　
か　
ら　
論　
じ　
る　
方　
法　
は　
、　
フ　
ォ　
ー　
ク　
と　

箸　
、　
肉　
の　
大　
小　
、　
食　
卓　
と　
畳　
、　
食　
卓　
用　
ナ　
イ　
フ　

の　
有　
無　
、　
料　
理　
皿　
の　
位　
置　
、　
す　
べ　
て　
の　
料　
理　
が　

同　
時　
に　
出　
さ　
れ　
る　
か　
出　
さ　
れ　
な　
い　
か　
と　
い　
う　
事　

実　
、　
ご　
は　
ん　
と　
お　
か　
ず　
、　
食　
の　
美　
学　
の　
違　
い　
な　

ど　
、　
こ　
の　
種　
の　
数　
限　
り　
な　
い　
相　
違　
点　
を　
列　
挙　
す　

る　
方　
法　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
別　
の　
視　
点　
か　
ら　
論　

じ　
て　
み　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

食　
物　
の　
相　
互　
依　
存　
へ　

五　
百　
年　
前　
の　
外　
洋　
航　
海　
時　
代　
の　
到　
来　
ま　
で　
、　

人　
間　
社　
会　
の　
食　
習　
慣　
は　
、　
そ　
の　
地　
域　
で　
認　
知　
さ　

れ　
た　
資　
源　
、　
そ　
の　
地　
域　
の　
気　
候　
や　
季　
節　
と　
密　
接　

に　
繋　つな
が　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　「　
認　
知　
さ　
れ　
た　
資　
源　
」　、　

つ　
ま　
り　
人　
々　
は　
摂　
取　
可　
能　
な　
も　
の　
を　
す　
べ　
て　
食　

べ　
る　
わ　
け　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
料　
理　
は　
、　
そ　
れ　
を　

生　
み　
出　
し　
後　
世　
に　
残　
し　
た　
共　
同　
体　
の　
生　
活　
や　

習　
慣　
を　
表　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
料　
理　
は　
、　
植　
物　
、　

鳥　
、　
魚　
、　
哺　
乳　
動　
物　
の　
種　
類　
を　
表　
し　
、　
伝　
統　
的　

な　
調　
理　
法　
、　
保　
存　
方　
法　
、　
儀　
式　
の　
供　
物　
を　
表　
し　
、　

食　
べ　
る　
資　
格　
の　
有　
無　
と　
い　
う　
社　
会　
的　
地　
位　
の　
差　

異　
を　
表　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
こ　
う　
し　
た　
地　
域　
に　
深　
く　
根　
ざ　
し　
た　

伝　
統　
料　
理　
ば　
か　
り　
を　
強　
調　
し　
て　
は　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

大　
洋　
横　
断　
が　
当　
た　
り　
前　
に　
な　
る　
以　
前　
か　
ら　
、　
た　

と　
え　
ば　
塩　
を　
求　
め　
て　
、　
人　
々　
は　
何　
百　
マ　
イ　
ル　
も　
移　

動　
し　
ま　
し　
た　
。　
甘　
藷　
は　
太　
平　
洋　
の　
両　
側　
に　
見　
ら　

れ　
、　
ヤ　
ム　
イ　
モ　
類　
は　
オ　
セ　
ア　
ニ　
ア　
か　
ら　
西　
ア　
フ　
リ　

カ　
ま　
で　
分　
布　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
コ　
コ　
ナ　
ッ　
ツ　
、　
ひ　
ょ　

う　
た　
ん　
な　
ど　
の　
水　
に　
浮　
く　
食　
用　
植　
物　
は　
、　
栽　
培　

地　
か　
ら　
は　
る　
か　
遠　
い　
場　
所　
ま　
で　
運　
ば　
れ　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
、　
一　
方　
で　
は　
地　
域　
に　
深　
く　
根　
差　

し　
た　
伝　
統　
的　
な　
食　
習　
慣　
が　
あ　
り　
、　
他　
方　
で　
は　
、　

外　
洋　
航　
海　
が　
始　
ま　
る　
以　
前　
で　
さ　
え　
も　
食　
物　
の　

広　
が　
り　
が　
見　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
と　
は　
い　
え　
、　
少　
な　
く　

と　
も　
十　
九　
世　
紀　
の　
中　
頃　
ま　
で　
、　
大　
多　
数　
の　
人　
々　

が　
、　
居　
住　
地　
を　
中　
心　
に　
半　
径　
二　
、　
三　
マ　
イ　
ル　
の　

エ　
リ　
ア　
か　
ら　
ほ　
と　
ん　
ど　
の　
食　
糧　
を　
得　
て　
い　
た　
と　

思　
わ　
れ　
ま　
す　
。　「　
大　
多　
数　
の　
人　
々　
」　「　
ほ　
と　
ん　
ど　
の　

食　
糧　
」　
と　
い　
う　
言　
い　
方　
に　
注　
目　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

富　
裕　
階　
級　
や　
権　
力　
者　
は　
、　
外　
国　
の　
蜂　
蜜　
や　
新　
鮮　

な　
海　
産　
物　
、　
氷　
河　
の　
氷　
や　
、　
あ　
ら　
ゆ　
る　
珍　
し　
い　

嗜　
好　
品　
を　
楽　
し　
ん　
で　
き　
た　
の　
で　
す　
。　
そ　
れ　
は　
、　

新　
石　
器　
時　
代　
が　
終　
わ　
っ　
て　
以　
来　
、　
階　
層　
社　
会　
が　

存　
在　
す　
る　
限　
り　
見　
ら　
れ　
て　
き　
た　
現　
象　
な　
の　
で　

す　
。　何　

千　
年　
も　
の　
昔　
、　
栽　
培　
植　
物　
と　
家　
畜　
が　
人　
類　

の　
主　
要　
な　
食　
糧　
供　
給　
源　
と　
し　
て　
出　
現　
し　
て　
以　

来　
、　
家　
族　
が　
自　
ら　
の　
食　
物　
を　
自　
ら　
生　
産　
す　
る　
と　

て　
い　
ま　
す　
。　
文　
化　
の　
壁　
を　
越　
え　
て　
グ　
ロ　
ー　
バ　
リ　

ゼ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
と　
い　
う　
か　
、　
新　
し　
い　
食　
材　
が　
ど　
ん　
ど　

ん　
行　
き　
交　
っ　
て　
い　
る　
状　
況　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

な　
ぜ　
調　
味　
料　
と　
い　
う　
も　
の　
が　
必　
要　
に　
な　
っ　
た　

の　
か　
、　
ま　
だ　
よ　
く　
わ　
か　
っ　
て　
い　
な　
い　
こ　
と　
で　
す　

が　
、　
本　
来　
は　
保　
存　
の　
た　
め　
だ　
っ　
た　
の　
で　
は　
な　
い　

か　
と　
考　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
最　
初　
の　
調　
味　
料　
で　
あ　
っ　

た　
と　
思　
わ　
れ　
る　
の　
は　
塩　
と　
酢　
で　
、　
い　
ず　
れ　
も　
自　

然　
の　
ま　
ま　
天　
然　
に　
存　
在　
す　
る　
も　
の　
が　
使　
え　
ま　

す　
。　
例　
え　
ば　
、　
皆　
様　
も　
レ　
モ　
ン　
を　
よ　
く　
お　
使　
い　

に　
な　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
が　
、　
日　
本　
人　
は　
柚　
子

ゆ

ず

と　
い　

う　
ミ　
カ　
ン　
を　
絞　
っ　
て　
魚　
に　
か　
け　
て　
使　
い　
ま　
す　
。　

そ　
う　
い　
う　
ふ　
う　
に　
自　
然　
に　
あ　
る　
調　
味　
料　
と　
い　
う　

の　
は　
味　
わ　
い　
を　
調　
え　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
よ　
り　
も　
、　

も　
っ　
と　
基　
本　
的　
に　
は　
そ　
の　
食　
品　
を　
保　
存　
す　
る　
、　

腐　
ら　
せ　
な　
い　
と　
い　
う　
目　
的　
が　
本　
来　
あ　
っ　
た　
の　
か　

も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　
と　
こ　
ろ　
が　
発　
酵　
調　
味　
料　
が　
出　

て　
き　
た　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　
、　
単　
な　
る　
保　
存　
で　
は　
な　

く　
、　
保　
存　
よ　
り　
嗜　
好　
が　
そ　
の　
理　
由　
に　
挙　
げ　
ら　
れ　

ま　
す　
。　

そ　
う　
い　
う　

”　好　
み　

“　と　
い　
う　
も　
の　
は　
環　
境　
あ　
る　

い　
は　
民　
族　
に　
よ　
っ　
て　
違　
う　
と　
い　
う　
ふ　
う　
に　
考　
え　

ら　
れ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
と　
こ　
ろ　
が　
、　
今　
、　
醤　
油　
が　

世　
界　
的　
に　
受　
け　
入　
れ　
ら　
れ　
つ　
つ　
あ　
る　
と　
い　
う　
こ　

と　
は　
、　
決　
し　
て　
そ　
う　
い　
う　
嗜　
好　
が　
民　
族　
と　
か　
国　

境　
、　
文　
化　
に　
遮　
ら　
れ　
る　
も　
の　
で　
は　
な　
い　
と　
い　
う　
、　

新　
し　
い　
実　
験　
が　
進　
行　
し　
て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
だ　
と　
思　

い　
ま　
す　
。　
つ　
ま　
り　
西　
洋　
料　
理　
の　
中　
で　
醤　
油　
や　
味　

噌　
が　
受　
け　
入　
れ　
ら　
れ　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
、　
よ　
り　

多　
様　
な　
味　
わ　
い　
方　
が　
世　
界　
的　
に　
可　
能　
に　
な　
っ　
て　

い　
く　
こ　
と　
が　
期　
待　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
に　
つ　
け　
て　

も　
ぜ　
ひ　
知　
っ　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
こ　
と　
は　
、　
本　
当　
の　

美　
味　
し　
い　
味　
噌　
の　
使　
い　
方　
、　
美　
味　
し　
い　
醤　
油　
の　

使　
い　
方　
を　
的　
確　
に　
試　
し　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
の　
で　

す　
。　
い　
つ　
ま　
で　
も　
煮　
立　
て　
て　
お　
い　
た　
味　
噌　
汁　
を　

そ　
の　
都　
度　
く　
み　
出　
し　
て　
使　
う　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
で　

き　
立　
て　
の　
味　
噌　
汁　
の　
美　
味　
し　
さ　
を　
実　
際　
味　
わ　

っ　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
の　
で　
す　
。　

以　
上　
の　
よ　
う　
に　
、　
日　
本　
で　
独　
自　
の　
発　
展　
を　
と　

げ　
た　
醤　
油　
が　
、　
全　
世　
界　
で　
受　
け　
入　
れ　
ら　
れ　
つ　
つ　

あ　
り　
ま　
す　
。　
そ　
の　
使　
い　
方　
は　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
土　
地　

の　
伝　
統　
と　
融　
合　
し　
な　
が　
ら　
、　
ま　
た　
新　
し　
い　
ス　
タ　

イ　
ル　
が　
生　
ま　
れ　
る　
で　
し　
ょ　
う　
。　
そ　
の　
と　
き　
、　
製　

品　
と　
し　
て　
の　
醤　
油　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
醤　
油　
の　
日　
本　

で　
の　
使　
い　
方　
や　
、　
そ　
の　
お　
い　
し　
さ　
を　
上　
手　
に　
引　

き　
出　
す　
方　
法　
も　
、　
あ　
わ　
せ　
て　
参　
考　
に　
し　
て　
ほ　
し　

い　
と　
こ　
ろ　
で　
す　
。　
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い　
う　
行　
為　
は　
、　
人　
類　
の　
日　
常　
生　
活　
に　
お　
け　
る　
重　

要　
な　
営　
み　
の　
一　
つ　
で　
し　
た　
。　
こ　
う　
し　
た　
営　
み　
が　
、　

収　
穫　
の　
期　
待　
の　
念　
を　
抱　
き　
な　
が　
ら　
、　
永　
続　
的　
に　

踏　
襲　
さ　
れ　
て　
き　
た　
こ　
と　
は　
素　
晴　
ら　
し　
い　
こ　
と　
で　

す　
。　
私　
ぐ　
ら　
い　
の　
年　
齢　
で　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
や　
ア　
メ　
リ　

カ　
で　
育　
っ　
た　
人　
は　
、　
家　
族　
が　
食　
べ　
る　
野　
菜　
を　
裏　

庭　
で　
栽　
培　
し　
て　
い　
た　
時　
代　
を　
思　
い　
出　
さ　
れ　
る　
こ　

と　
で　
し　
ょ　
う　
。　
家　
庭　
で　
消　
費　
す　
る　
野　
菜　
の　
四　
分　

の　
一　
か　
ら　
五　
分　
の　
一　
程　
度　
は　
ま　
か　
な　
っ　
て　
い　
た　

で　
し　
ょ　
う　
。　
こ　
う　
し　
た　
食　
物　
生　
産　
は　
、　
ご　
く　
最　

近　
ま　
で　
人　
々　
の　
食　
生　
活　
に　
重　
要　
な　
役　
割　
を　
果　
た　

し　
て　
い　
た　
の　
で　
す　
。　
現　
在　
で　
は　
当　
然　
の　
よ　
う　
に　

思　
わ　
れ　
る　
世　
界　
規　
模　
で　
の　
食　
物　
の　
相　
互　
依　
存　

は　
、　
世　
界　
の　
大　
都　
市　
以　
外　
で　
は　
、　
比　
較　
的　
最　
近　

起　
き　
た　
こ　
と　
な　
の　
で　
す　
。　

東　
西　
の　
食　
体　
系　

さ　
て　
、　
時　
代　
は　

遡　
さ
か
の
ぼ

り　
、　
二　
、　
三　
千　
年　
前　
も　

の　
昔　
、　
世　
界　
の　
食　
べ　
物　
に　
は　
共　
通　
の　
特　
徴　
が　
存　

在　
し　
て　
い　
た　
と　
仮　
定　
し　
て　
み　
ま　
し　
ょ　
う　
。　
私　

が　
論　
じ　
た　
い　
東　
西　
の　
相　
違　
と　
は　
、　
こ　
の　
あ　
ら　
ゆ　

る　
古　
代　
農　
耕　
社　
会　
に　
共　
通　
す　
る　
基　
層　
的　
な　
食　

体　
系　
か　
ら　
発　
生　
し　
て　
い　
る　
も　
の　
で　
す　
。　
こ　
れ　
に　

は　
一　
つ　
の　
仮　
説　
が　
伴　
い　
ま　
す　
。　
す　
な　
わ　
ち　
、　
世　

界　
各　
地　
で　
起　
き　
た　
大　
規　
模　
農　
耕　
社　
会　
の　
成　
立　

に　
は　
、　
農　
耕　
民　
た　
ち　
が　
構　
造　
的　
に　
類　
似　
し　
た　
食　

体　
系　
を　
形　
成　
し　
て　
い　
く　
プ　
ロ　
セ　
ス　
を　
伴　
っ　
て　
い　

た　
と　
考　
え　
ら　
れ　
る　
の　
で　
す　
。　
た　
だ　
し　
、　
こ　
れ　
は　

推　
論　
の　
域　
を　
出　
な　
い　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
確　
た　
る　
歴　

史　
的　
な　
研　
究　
に　
裏　
付　
け　
ら　
れ　
た　
も　
の　
で　
は　
あ　

り　
ま　
せ　
ん　
。　
仮　
説　
に　
基　
づ　
く　
試　
論　
と　
し　
て　
考　
え　

て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

東　
で　
も　
西　
で　
も　
、　
あ　
ら　
ゆ　
る　
大　
規　
模　
農　
耕　
社　

会　
が　
も　
つ　
基　
本　
的　
食　
体　
系　
は　
、　
次　
の　
三　
つ　
の　
要　

素　
で　
構　
成　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
第　
一　
に　
、　
主　
食　
と　

は　
、　
パ　
ン　
が　
日　
常　
食　
と　
な　
る　
以　
前　
の　
粥　
食　
を　
ベ　

ー　
ス　
に　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
の　
粥　
食　
文　
化　
は　
、　
東　
西　

の　
食　
パ　
タ　
ー　
ン　
の　
相　
違　
性　
よ　
り　
も　
、　
類　
似　
性　
を　

表　
す　
も　
う　
一　
つ　
の　
特　
徴　
な　
の　
で　
す　
。　

私　
は　
中　
国　
や　
日　
本　
の　
食　
パ　
タ　
ー　
ン　
と　
西　
欧　
の　

食　
パ　
タ　
ー　
ン　
の　
差　
異　
を　
過　
小　
評　
価　
し　
た　
り　
、　
無　

視　
し　
た　
り　
す　
る　
つ　
も　
り　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
最　
初　

に　
共　
通　
の　
特　
徴　
を　
考　
察　
し　
た　
う　
え　
で　
、　
ど　
の　
よ　

う　
な　
力　
が　
働　
い　
て　
著　
し　
く　
相　
違　
す　
る　
よ　
う　
に　
な　

っ　
た　
か　
を　
論　
じ　
る　
方　
が　
理　
解　
し　
や　
す　
い　
と　
思　
っ　

た　
か　
ら　
で　
す　
。　

そ　
れ　
で　
は　
、　
西　
洋　
で　
起　
き　
た　
途　
方　
も　
な　
く　
重　

大　
な　
変　
化　
に　
つ　
い　
て　
考　
察　
し　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

そ　
れ　
は　
コ　
ロ　
ン　
ブ　
ス　
の　
新　
大　
陸　
発　
見　
時　
代　
に　
始　

ま　
り　
、　
そ　
の　
後　
の　
数　
百　
年　
間　
に　
わ　
た　
り　
西　
洋　
社　

会　
に　
深　
く　
浸　
透　
し　
て　
い　
き　
ま　
し　
た　
。　

五　
百　
年　
前　
、　
西　
の　
食　
パ　
タ　
ー　
ン　

正　
確　
に　
言　

え　
ば　
、　
西　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
の　
一　
般　
の　
人　
々　
の　
食　
習　

慣

は　
、　
少
な
く
と
も
四　
つ　
の
主
要
な
変
化
に　

よ　
っ　
て　
食　
の　
変　
容　
が　
始　
ま　
り　
ま　
し　
た　
。　

（1）
他　
の　
食　
物　
が　
利　
用　
可　
能　
に　
な　
る　
に　
つ　
れ　
て　
、　

主　
食　
の　
で　
ん　
粉　
質　
と　
植　
物　
性　
た　
ん　
ぱ　
く　
の　
消　

費　
量　
が　
徐　
々　
に　
低　
下　
し　
た　
こ　
と　

（2）
肉　
、　
酪　
農　
製　
品　
、　
特　
に　
動　
物　
性　
脂　
肪　
な　
ど　
、　

動　
物　
性　
食　
品　
の　
消　
費　
量　
が　
増　
大　
し　
た　
こ　
と　

（3）
糖　
分　
の　
消　
費　
量　
が　
増　
大　
し　
た　
こ　
と　

（4）
茶　
、　
コ　
ー　
ヒ　
ー　
、　
チ　
ョ　
コ　
レ　
ー　
ト　
が　
移　
入　
さ　
れ　

た　
こ　
と　

が　
挙　
げ　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

（2）
か　
ら　

（4）
の　
三　
つ　
の　
変　
化　
は　
、　

（1）
の　
変　
化　
と　

相　
関　
関　
係　
に　
あ　
り　
ま　
す　
。　
つ　
ま　
り　
、　
主　
食　
の　
摂　

取　
量　
が　
減　
り　
、　
補　
助　
食　
の　
摂　
取　
量　
が　
増　
え　
た　
わ　

け　
で　
す　
。　
こ　
れ　
は　
き　
わ　
め　
て　
重　
大　
な　
変　
化　
で　
し　

た　
。　
変　
化　
は　
国　
や　
地　
域　
に　
よ　
っ　
て　
、　
そ　
の　
ペ　
ー　

ス　
、　
度　
合　
い　
は　
様　
々　
で　
し　
た　
が　
、　
西　
洋　
の　
食　
習　

慣　
を　
徐　
々　
に　
、　
そ　
し　
て　
深　
く　
変　
え　
て　
い　
き　
ま　
し　

た　
。　
初　
め　
に　
西　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
と　
米　
国　
で　
起　
こ　
り　
、　

や　
が　
て　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
周　
辺　
諸　
国　
と　
植　
民　
地　
に　
波　

及　
し　
ま　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
東　
ア　
ジ　
ア　
で　
は　
、　
変　
化　
は　
こ　
れ　
と　
同　

じ　
よ　
う　
に　
は　
起　
こ　
り　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
し　
、　
ペ　
ー　

ス　
も　
違　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
西　
洋　
で　
起　
き　
た　
現　
実　

が　
、　
明　
ら　
か　
に　
東　
西　
の　
食　
パ　
タ　
ー　
ン　
の　
分　
岐　
を　

加　
速　
し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
う　
し　
た　
出　
来　
事　
を　
考　
慮　
す　

る　
と　
、　
か　
つ　
て　
の　
人　
々　
の　
食　
習　
慣　
、　
あ　
る　
い　
は　
東　

洋　
と　
西　
洋　
の　
食　
パ　
タ　
ー　
ン　
に　
は　
、　
構　
造　
的　
な　
違　

い　
は　
ほ　
と　
ん　
ど　
無　
か　
っ　
た　
こ　
と　
が　
わ　
か　
り　
ま　
す　
。　

も　
ち　
ろ　
ん　
、　
東　
と　
西　
の　
人　
々　
が　
同　
じ　
食　
べ　
物　
を　

食　
べ　
て　
い　
た　
と　
か　
、　
同　
じ　
方　
法　
で　
調　
理　
し　
て　
い　

た　
と　
い　
う　
わ　
け　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

東　
西　
の　
際　
立　
つ　
相　
違　
と　
は　

主　
食　
、　
副　
食　
、　
補　
助　
食　
と　
い　
う　
食　
の　
構　
造　
は　
、　

暗　
黙　
の　
う　
ち　
に　
、　
植　
物　
性　
た　
ん　
ぱ　
く　
質　
の　
重　
要　

な　
政　
治　
的　
役　
割　
を　
示　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
多　
く　
の　
農　

耕　
社　
会　
で　
は　
、　
植　
物　
性　
た　
ん　
ぱ　
く　
質　
の　
存　
在　
が　

支　
配　
階　
級　
に　
よ　
る　
動　
物　
性　
た　
ん　
ぱ　
く　
質　
の　
搾　

取　
を　
可　
能　
に　
し　
、　
庶　
民　
の　
許　
容　
範　
囲　
で　
の　
栄　
養　

的　
犠　
牲　
を　
可　
能　
に　
し　
て　
い　
る　
か　
ら　
で　
す　
。　
特　
に　

東　
ア　
ジ　
ア　
で　
は　
そ　
れ　
が　
顕　
著　
に　
見　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

東　
ア　
ジ　
ア　
で　
は　
、　
大　
豆　
や　
緑　
豆　
か　
ら　
作　
ら　
れ　
た　

食　
品　
が　
栄　
養　
的　
に　
も　
、　
文　
化　
的　
に　
も　
、　
極　
め　
て　

重　
要　
な　
役　
割　
を　
担　
い　
、　
土　
地　
固　
有　
の　
、　
創　
造　
性　

に　
満　
ち　
た　
膨　
大　
な　
種　
類　
の　
豆　
食　
品　
が　
生　
み　
出　

さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
そ　
し　
て　
多　
く　
の　
大　
豆　
派　
生　
食　
品　

が　
、　
動　
物　
性　
た　
ん　
ぱ　
く　
質　
に　
似　
る　
よ　
う　
に　
工　
夫　

さ　
れ　
て　
い　
る　
の　
は　
極　
め　
て　
示　
唆　
的　
で　
す　
。　

世　
界　
中　
の　
安　
定　
的　
な　
農　
耕　
社　
会　
で　
は　
、　
豆　
類　

は　
栄　
養　
と　
料　
理　
の　
両　
面　
で　
重　
要　
な　
役　
割　
を　
果　

た　
し　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
ア　
ジ　
ア　
で　
の　
役　
割　
は　
格　
別　

重　
要　
で　
す　
。　
ア　
ジ　
ア　
で　
は　
、　
豆　
類　
は　
風　
味　
を　
与　

え　
る　
手　
段　
と　
し　
て　
広　
く　
使　
用　
さ　
れ　
、　
副　
食　
で　
あ　

る　
と　
同　
時　
に　
、　
味　
を　
高　
め　
る　
た　
め　
の　
補　
助　
食　
で　

も　
あ　
る　
の　
で　
す　
。　
と　
く　
に　
注　
目　
す　
べ　
き　
は　
、　
豆　

が　
塩　
味　
や　
甘　
味　
に　
味　
付　
け　
さ　
れ　
て　
い　
る　
点　
で　

す　
。　
蒸　
し　
物　
や　
焼　
き　
物　
の　
詰　
め　
物　
と　
し　
て　
、　
肉　

や　
野　
菜　
の　
ソ　
ー　
ス　
と　
し　
て　
、　
汁　
や　
汁　
物　
の　
デ　
ザ　

ー　
ト　
と　
し　
て　
、　
そ　
し　
て　
焼　
き　
物　
の　
デ　
ザ　
ー　
ト　
と　

し　
て　
、　
濃　
く　
味　
付　
け　
さ　
れ　
た　
豆　
が　
、　
あ　
り　
と　
あ　

ら　
ゆ　
る　
方　
法　
で　
利　
用　
さ　
れ　
、　
ア　
ジ　
ア　
料　
理　
に　
は　

欠　
か　
せ　
な　
い　
食　
材　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　（　
注　
）　

パ　
ン　
が　
日　
常　
食　
と　
な　
る　
以　
前　
の　
時　
代　
、　
つ　
ま　
り　

粥　
食　
と　
い　
う　
古　
代　
の　
共　
通　
性　
に　
つ　
い　
て　
考　
察　
し　

ま　
し　
た　
が　
、　
次　
に　
、　
同　
じ　
ア　
ジ　
ア　
で　
も　
地　
域　
に　

よ　
っ　
て　
生　
じ　
て　
い　
る　
差　
異　
に　
つ　
い　
て　
指　
摘　
し　
た　

い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
た　
と　
え　
ば　
動　
物　
性　
食　
品　
で　
あ　

り　
、　
特　
に　
ミ　
ル　
ク　
や　
、　
チ　
ー　
ズ　
、　
バ　
タ　
ー　
、　
ク　
リ　

ー　
ム　
、　
カ　
ー　
ド　
、　
ヨ　
ー　
グ　
ル　
ト　
な　
ど　
の　
乳　
製　
品　
お　

よ　
び　
様　
々　
な　
発　
酵　
食　
品　
に　
つ　
い　
て　
で　
す　
。　
イ　
ン　

ド　
大　
陸　
お　
よ　
び　
ア　
ジ　
ア　
境　
界　
地　
域　
の　
多　
く　
で　

は　
、　
牧　
畜　
に　
よ　
る　
ミ　
ル　
ク　
や　
乳　
製　
品　
の　
利　
用　
は　
、　

経　
済　
的　
に　
も　
、　
文　
化　
的　
に　
も　
、　
重　
要　
な　
役　
割　
を　

果　
た　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
正　
確　
に　
言　
え　
ば　
、　
イ　
ン　
ド　

大　
陸　
や　
中　
国　
国　
境　
沿　
い　
の　
北　
方　
向　
に　
延　
び　
る　
地　

域　
で　
す　
。　

氏　
の　
論　
文　

に　
よ　
れ　

ば　
、　「　
東　
ア　
ジ　
ア　
に　
お　
け　
る　
酪　
農　
民　
と　
非　
酪　
農　
民　

の　
伝　
統　
的　
境　
界　
は　
、　
お　
お　
よ　
そ　
イ　
ン　
ド　
、　
チ　
ベ　

ッ　
ト　
、　
モ　
ン　
ゴ　
ル　
西　
方　
の　
酪　
農　
地　
域　
と　
、　
ビ　
ル　

マ　
、　
中
国
、　
韓
国
東
方　
の
非
酪
農
地
域
の
間

を　
走　
っ　
て　
い　
た　
」　
と　
あ　
り　
ま　
す　
。　
乳　
製　
品　
は　
、　
西　

の　
大　
半　
の　
地　
域　
で　
親　
し　
ま　
れ　
、　
ま　
た　
ア　
ジ　
ア　
で　

も　
、　
イ　
ン　
ド　
で　
は　
重　
要　
視　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
ア　

ジ　
ア　
の　
極　
東　
地　
域　
で　
は　
あ　
ま　
り　
馴　
染　

な

じ

み　
が　
な　

く　
、　
摂　
取　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
も　
な　
く　
、　
し　
ば　
し　
ば　
不　

快　
感　
、　
嫌　
悪　
感　
を　
催　
す　
食　
べ　
物　
と　
し　
て　
見　
な　
さ　

れ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

酪　
農　
食　
品　
を　
例　
に　
挙　
げ　
た　
の　
は　
、　
動　
物　
性　
食　

品　
に　
対　
す　
る　
人　
々　
の　
感　
じ　
方　
に　
際　
立　
つ　
相　
違　
が　

あ　
る　
と　
同　
時　
に　
、　
乳　
製　
品　
が　
西　
洋　
の　
食　
パ　
タ　
ー　

ン　
の　
発　
展　
に　
絶　
対　
的　
な　
役　
割　
を　
果　
た　
し　
、　
い　
わ　

ゆ　
る　
西　
洋　
料　
理　

の　
基　
礎　
と　

な　
っ　
て　
い　
る　
た　
め　
で　
す　
。　
実　
際　
、　
東　
西　
の　
食　
習　

慣　
に　
一　
線　
を　
画　
す　
も　
の　
と　
し　
て　
、　
西　
洋　
の　
唯　
一　

の　
特　
徴　
を　
問　
わ　
れ　
れ　
ば　
、　
私　
は　
迷　
わ　
ず　
、　
ク　
リ　

ー　
ム　
、　
バ　
タ　
ー　
、　
チ　
ー　
ズ　
な　
ど　
の　
利　
用　
を　
挙　
げ　

る　
で　
し　
ょ　
う　
。　

私　
の　
試　
論　
は　
こ　
こ　
で　
と　
ど　
め　
る　
べ　
き　
で　
し　
ょ　

う　
。　
私　
が　
論　
じ　
た　
方　
法　
は　
、　
た　
と　
え　
ば　
共　
通　
の　

テ　
ー　
マ　
で　
変　
化　
の　
度　
合　
い　
を　
示　
す　
よ　
う　
な　
ア　
ジ　

ア　
料　
理　
全　
体　
を　
分　
類　
す　
る　
方　
法　
と　
し　
て　
は　
限　

界　
が　
あ　
る　
で　
し　
ょ　
う　
が　
、　
こ　
の　
試　
論　
か　
ら　
何　
か　

学　
び　
取　
る　
も　
の　
が　
あ　
る　
と　
確　
信　
し　
ま　
す　
。　
ま　

た　
、　
ア　
ジ　
ア　
料　
理　
の　
多　
様　
性　
を　
詳　
細　
に　
考　
察　
す　

る　
こ　
と　
に　
よ　
り　
、　
も　
っ　
と　
多　
く　
の　
こ　
と　
を　
論　
じ　

る　
こ　
と　
も　
で　
き　
た　
で　
し　
ょ　
う　
。　
ま　
た　
、　
私　
は　
東　

西　
の　
相　
違　
点　
を　
数　
え　
上　
げ　
る　
試　
み　
は　
し　
ま　
せ　

ん　
で　
し　
た　
。　
そ　
う　
し　
た　
試　
み　
を　
永　
遠　
に　
続　
け　
て　

も　
、　
よ　
り　
深　
い　
知　
識　
を　
得　
る　
こ　
と　
は　
な　
い　
で　
し　

ょ　
う　
。　
そ　
の　
代　
わ　
り　
に　
、　
古　
代　
農　
耕　
社　
会　
の　
食　

生　
活　
の　
構　
造　
的　
な　
類　
似　
性　
を　
指　
摘　
し　
、　
そ　
こ　
か　

ら　
食　
パ　
タ　
ー　
ン　
の　
相　
違　
が　
発　
生　
し　
た　
こ　
と　
を　
明　

ら　
か　
に　
し　
、　
そ　
し　
て　
、　
そ　
れ　
ら　
の　
基　
本　
的　
な　
相　

違　
に　
つ　
い　
て　
も　
若　
干　
触　
れ　
ま　
し　
た　
。　
抄　
録　

（　注　）

頁　
数　
に　
制　
限　
が　
あ　
る　
の　
で　
、　
特　
定　
の　
食　
品　
に　
関　
す　

る
調
理
法
に　
つ　
い
て
は
言
及
し
な　
い
。　

氏　
の
研
究　
の
続
編　
「
科
学
と
中
国
文
明
」　

第　
六　
巻　
で　
、　
黄　
興　
宗　
博　
士　
は　
発　
酵　
と　
食　
の　
科　
学　
に　
関　

す　
る　
注　
目　
す　
べ　
き　
論　
文　
を　
発　
表　
し　
、　
中　
華　
料　
理　
中　
国　

の　
食　
事　

の　
基　
本　
的　
な　
分　
析　
と　
し　
て　
、　「　
蒸　
す　
」　
と　
「　
焼　

く　
」　
の　
違　
い　
を　
示　
し　
て　
い　
る　
。　

し　
て　
一　
種　
類　
以　
上　
の　
複　
合　
炭　
水　
化　
物　
、　
第　
二　

に　
、　
副　
食　
と　
し　
て　
豆　
類　
、　
第　
三　
に　
、　
補　
助　
食　
と　

し
て
香
味
食
品

お　
よ
び
強
化
食
品

に　
分　
類　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
こ　

の　
食　
物　
構　
造　
は　
、　
栄　
養　
学　
で　
用　
い　
る　
図　
式　
と　
は　

似　
て　
い　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
栄　
養　
学　
的　
な　
意　
味　
、　
あ　
る　

い　
は　
歴　
史　
的　
な　
、　
政　
治　
的　
な　
意　
味　
を　
含　
む　
も　
の　

で　す　

。　
ま
た　
、　
人　
々　
の
五
感
を
通
じ　
て
形
成

さ　
れ　
て　
い　
く　
食　
の　
価　
値　
観　

の　
意　
味　

を　
も　
含　
み　
ま　
す　
。　
カ　
ロ　
リ　
ー　
は　
主　
に　
第　
一　
の　
主　

食　
か　
ら　
摂　
取　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
小　
麦　
、　
米　
、　
と　
う　
も　

ろ　
こ　
し　
、　
稷　きび
な　
ど　
の　
穀　
類　
、　
あ　
る　
い　
は　
ジ　
ャ　
ガ　

イ　
モ　
、　
タ　
ロ　
イ　
モ　
、　
甘　
藷　
な　
ど　
の　
塊　
茎　
作　
物　
か　

ら　
で　
す　
。　
た　
ん　
ぱ　
く　
質　
と　
脂　
肪　
は　
主　
に　
複　
数　
の　

豆　
類　
か　
ら　
摂　
取　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
ア　
ジ　
ア　
原　
産　
の　
大　

豆　
、　
緑　
豆　

り　
ょ　
く　
と　
う　

。　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
と　
南　
西　
ア　
ジ　
ア　
原　
産　
の　

ヒ　
ヨ　
コ　
マ　
メ　
、　
ヒ　
ラ　
マ　
メ　
、　
ア　
フ　
リ　
カ　
原　
産　
の　
サ　

サ　
ゲ　
、　
グ　
ラ　
ン　
ド　
ナ　
ッ　
ツ　
、　
新　
大　
陸　
原　
産　
の　
多　

種　
類　
の　
豆　
、　
落　
花　
生　
な　
ど　
か　
ら　
で　
す　
。　

第　
三　
番　
目　
の　
香　
味　
食　
品　
お　
よ　
び　
強　
化　
食　
品　

は　
、　
残　
り　
の　
食　
物　
を　
す　
べ　
て　
含　
む　
た　
め　
、　
多　
種　

多　
様　
で　
あ　
り　
、　
栄　
養　
補　
給　
の　
ほ　
か　
に　
、　
二　
つ　
の　

機　
能　
を　
果　
た　
し　
ま　
す　
。　
一　
つ　
は　
、　
そ　
の　
強　
い　
風　

味　
に　
よ　
っ　
て　
主　
食　
の　
炭　
水　
化　
物　
の　
大　
量　
摂　
取　
を　

促　
し　
ま　
す　
。　
も　
う　
一　
つ　
は　
、　
こ　
の　
栄　
養　
補　
給　
と　

大　
量　
摂　
取　
の　
結　
果　
、　
動　
物　
性　
た　
ん　
ぱ　
く　
質　
の　

必　
要　
性　
と　
欲　
求　
を　
低　
下　
さ　
せ　
ま　
す　
も　
ち　
ろ　
ん　
、　

強　
化　
食　
品　
に　
は　
動　
物　
性　
た　
ん　
ぱ　
く　
質　
も　
含　
ま　

れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

補　
助　
食　
、　
す　
な　
わ　
ち　
強　
化　
食　
品　
に　
は　
、　
も　
う　

一　
つ　
の　
重　
要　
な　
役　
割　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
人　
間　
に　
は　

本　
質　
的　
に　
、　
微　
細　
な　
感　
覚　
的　
領　
域　
を　
精　
巧　
に　
作　

り　
上　
げ　
る　
性　
質　
が　
あ　
る　
よ　
う　
に　
思　
わ　
れ　
ま　
す　
。　

味　
の　
微　
妙　
な　
違　
い　
は　
、　
食　
の　
価　
値　
を　
測　
る　
対　
象　

で　
あ　
り　
、　
調　
理　
技　
術　
の　
優　
秀　
性　
を　
測　
る　
尺　
度　
と　

な　
り　
ま　
す　
。　

シ　
ン　
グ　
ル　
モ　
ル　
ト　
ス　
コ　
ッ　
チ　
や　
ス　
ト　
レ　
ー　
ト　
コ　

ー　
ヒ　
ー　
の　
種　
類　
や　
様　
々　
な　
ニ　
シ　
ン　
の　
漬　
け　
汁　
を　

考　
え　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　
味　
噌　
、　
醤　
油　
な　
ど　
の　
大　
豆　

発　
酵　
食　
品　
、　
茶　
、　
ピ　
ク　
ル　
ス　
、　
マ　
ス　
タ　
ー　
ド　
な　
ど　

の　
食　
品　
に　
対　
し　
て　
、　
人　
間　
は　
そ　
の　
叡　
知　
と　
卓　
越　

し　
た　
技　
能　
を　
集　
中　
的　
に　
投　
入　
し　
、　
微　
細　
な　
領　
域　

の　
、　
微　
妙　
な　
違　
い　
を　
創　
造　
し　
て　
き　
た　
の　
で　
す　
。　

そ　
れ　
ら　
は　
味　
を　
高　
め　
る　
強　
化　
食　
品　
と　
し　
て　
、　
複　

合　
炭　
水　
化　
物　
や　
風　
味　
に　
乏　
し　
い　
食　
品　
、　
た　
と　
え　

ば　
米　
、　
小　
麦　
、　
ソ　
バ　
、　
大　
麦　
、　
麺　
、　
春　
雨　
、　
シ　
ラ　

タ　
キ　
な　
ど　
の　
淡　
白　
な　
味　
に　
対　
し　
て　
、　
鮮　
明　
な　
味　

を　
効　
果　
的　
に　
与　
え　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　
人　
間　
は　
こ　

の　
小　
さ　
な　
違　
い　
を　
創　
造　
、　
発　
見　
、　
工　
夫　
を　
す　
る　

こ　
と　
に　
誇　
り　
を　
感　
じ　
、　
そ　
の　
違　
い　
を　
重　
ん　
じ　
ま　

す　
。　
忘　
れ　
て　
は　
な　
ら　
な　
い　
の　
は　
、　
文　
化　
的　
に　
特　

有　
な　
食　
べ　
物　
で　
あ　
っ　
て　
も　
、　
た　
と　
え　
ば　
味　
噌　
や　

茶　
な　
ど　
、　
そ　
れ　
ら　
の　
食　
の　
価　
値　
を　
形　
づ　
く　
る　
構　

造　
は　
、　
他　
の　
固　
有　
文　
化　
の　
食　
べ　
物　
、　
た　
と　
え　
ば　

マ　
ス　
タ　
ー　
ド　
、　
コ　
ー　
ヒ　
ー　
、　
ワ　
イ　
ン　
の　
そ　
れ　
と　
対　

応　
し　
て　
い　
る　
と　
い　
う　
点　
で　
す　
。　

農　
耕　
社　
会　
の　
日　
常　
的　
な　
食　
事　
に　
は　
、　
動　
物　
性　

た　
ん　
ぱ　
く　
質　
の　
割　
合　
が　
少　
な　
か　
っ　
た　
と　
考　
え　
ら　

れ　
ま
す

た　
と
え
支
配
階
級
は
飽
食
に
耽　
っ　
て　

い　
た　
と　
し　
て　
も　
。　
日　
本　
人　
の　
場　
合　
、　
海　
産　
物　
の　

役　
割　
が　
大　
き　
い　
た　
め　
、　
そ　
の　
点　
で　
は　
例　
外　
と　
い　

え　
ま　
す　
。　
し　
か　
し　
、　
一　
般　
的　
な　
農　
耕　
社　
会　
で　
は　
、　

人　
々　
の　
日　
常　
食　
に　
は　
動　
物　
性　
の　
食　
物　
は　
不　
足　
し　

て　
お　
り　
、　
そ　
の　
理　
由　
は　
、　
そ　
う　
し　
た　
食　
べ　
物　
を　

社　
会　
の　
上　
層　
部　
へ　
と　
吸　
い　
上　
げ　
て　
い　
く　
、　
究　
極　
的　

に　
は　
力　
に　
基　
づ　
く　
搾　
取　
的　
な　
社　
会　
体　
制　
に　
よ　
る　

も　
の　
だ　
と　
考　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
こ　
う　
し　
た　
食　
物　
連　
鎖　

の　
上　
位　
で　
生　
活　
す　
る　
者　
た　
ち　
を　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
南　
部　

の　
方　
言　
で　
は　
、　

（　
裕　
福　
に　

暮　
ら　
す　
）　と　
言　
っ　
た　
も　
の　
で　
す　
。　

し　
か　
し　
、　
こ　
う　
し　
た　
食　
の　
ア　
ン　
バ　
ラ　
ン　
ス　
は　
、　

人　
々　
が　
日　
常　
食　
に　
価　
値　
を　
見　
出　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　

に　
よ　
り　
、　
あ　
る　
程　
度　
バ　
ラ　
ン　
ス　
を　
取　
っ　
て　
い　
た　
の　

で　
は　
な　
い　
か　
と　
考　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
日　
常　
食　
が　

人　
々　
に　
対　
し　
て　
一　
定　
の　
満　
足　
感　
を　
与　
え　
、　
期　
待　

感　
を　
も　
た　
せ　
る　
よ　
う　
に　
な　
る　
こ　
と　
で　
社　
会　
的　
な　

支　
持　
を　
得　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
に　
伴　
い　
、　
日　
常　
食　
を　
構　

成　
す　
る　
で　
ん　
粉　
や　
た　
ん　
ぱ　
く　
質　
や　
他　
の　
成　
分　

の　
割　
合　
が　
慣　
習　
的　
に　
固　
定　
さ　
れ　
、　
さ　
ら　
に　
は　
、　

祝　
祭　
、　
儀　
式　
と　
い　
っ　
た　
ハ　
レ　
の　
場　
の　
た　
め　
に　
改　
変　

さ　
れ　
て　
い　
く　
。　
言　
い　
換　
え　
れ　
ば　
、　
た　
と　
え　
栄　
養　

面　
で　
最　
適　
な　
食　
事　
で　
は　
な　
く　
て　
も　
、　
人　
々　
は　
自　

分　
た　
ち　
の　
食　
べ　
物　
に　
馴　
化　

じ
ゅ
ん
か

し　
て　
い　
く　
の　
で　
す　
。　

こ　
う　
し　
た　
プ　
ロ　
セ　
ス　
が　
世　
界　
中　
の　
農　
耕　
社　
会　

で　
起　
き　
た　
と　
考　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
富　
裕　
階　
級　
や　
権　

力　
者　
に　
と　
っ　
て　
は　
、　
肉　
の　
な　
い　
食　
事　
を　
取　
る　
こ　

と　
は　
、　
庶　
民　
と　
同　
一　
視　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
の　
象　
徴　
な　

の　
か　
も　
知　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

東　
西　
の　
食　
パ　
タ　
ー　
ン　
の　
分　
岐　

主　
食　
、　
副　
食　
、　
補　
助　
食　
と　
い　
う　
三　
つ　
の　
カ　
テ　
ゴ　

リ　
ー　
に　
つ　
い　
て　
論　
じ　
て　
き　
ま　
し　
た　
が　
、　
今　
度　
は　
三　

つ　
の　
カ　
テ　
ゴ　
リ　
ー　
に　
対　
応　
す　
る　
食　
物　
に　
つ　
い　
て　
考　

え　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
世　
界　
中　
の　
大　
規　
模　
農　
耕　

社　
会　
の　
食　
事　
に　
は　
、　
も　
う　
一　
つ　
の　
共　
通　
の　
特　
徴　

が　
見　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
は　
米　
、　
稷　きび
、　、　
大　
麦　
と　
い　
っ　

た　
主　
食　
の　
複　
合　
炭　
水　
化　
物　
か　
ら　
作　
ら　
れ　
る　
穀　
物　

粥　
で　
す　
。　
パ　
ン　
は　
粥　
食　
の　
ス　
テ　
ッ　
プ　
ア　
ッ　
プ　
し　
た　

段　
階　
の　
食　
べ　
物　
だ　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
西　
洋　
で　
は　
、　
主　

食　
と　
い　
え　
ば　
パ　
ン　
を　
連　
想　
し　
、　
そ　
れ　
に　
対　
し　
て　

東　
洋　
で　
は　
米　
を　
連　
想　
し　
ま　
す　
。　
し　
か　
し　
東　
も　
西　

も　
、　
間　
違　
い　
な　
く　
、　
粥　
食　
は　
パ　
ン　
食　
よ　
り　
も　
は　
る　

か　
以　
前　
に　
遡　
り　
ま　
す　
。　
東　
西　
共　
通　
の　
特　
徴　
で　
あ　

る　
主　
食　
、　
副　
食　
、　
補　
助　
食　
と　
い　
う　
食　
パ　
タ　
ー　
ン　
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オランダ在住日本人の食生活
その文化的考察

よ　
う　
な　
組　
織　
が　
置　
か　
れ　
た　
、　
日　
本　
人　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　

ィ　
ー　
の　
中　
心　
地　
だ　
と　
言　
え　
る　
。　
よ　
っ　
て　
、　
本　
調　
査　

も　
ア　
ム　
ス　
テ　
ル　
ダ　
ム　
を　
中　
心　
に　
行　
っ　
た　
。　
ご　
協　
力　

い　
た　
だ　
い　
た　
七　
十　
五　
人　
の　
日　
本　
人　
は　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　

で　
生　
活　
し　
て　
い　
る　
日　
本　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
ー　
を　
代　
表　

す　
る　
、　
二　
十　
代　
か　
ら　
五　
十　
代　
ま　
で　
の　
女　
性　
と　
な　

る　
よ　
う　
留　
意　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
一　
般　
的　
に　
は　
家　
庭　
を　

持　
っ　
て　
い　
る　
女　
性　
の　
方　
が　
料　
理　
を　
せ　
ざ　
る　
を　
得　
な　

い　
状　
況　
に　
お　
か　
れ　
る　
こ　
と　
が　
多　
く　
、　
食　
生　
活　
を　
調　

べ　
る　
場　
合　
、　
最　
も　
ふ　
さ　
わ　
し　
い　
調　
査　
の　
対　
象　
と　
な　

る　
だ　
ろ　
う　
と　
予　
測　
し　
、　
本　
調　
査　
の　
協　
力　
者　
は　
結　

婚　
し　
て　
い　
る　
方　
々　
に　
限　
っ　
た　
。　

七　
十　
五　
人　
の　
う　
ち　
、　
四　
十　
四　
人　
が　
駐　
在　
員　

で　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
赴　
任　
と　
な　
っ　
た　
夫　
と　
共　
に　
オ　

ラ　
ン　
ダ　
に　
来　
た　
女　
性　
で　
あ　
る　
。　
本　
論　
文　
に　
お　
い　

て　
は　
Ａ　
グ　
ル　
ー　
プ　
と　
呼　
ぶ　
。　
残　
り　
の　
三　
十　
一　
人　

は　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
定　
住　
し　
て　
い　
る　
女　
性　
で　
、　
そ　
の　

大　
多　
数　（　
二　
十　
二　
人　
）　は　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
人　
と　
結　
婚　
し　

て　
お　
り　
、　
こ　
こ　
で　
は　
Ｃ　
グ　
ル　
ー　
プ　
と　
呼　
ぶ　
こ　
と　
に　

す　
る　
。　
最　
後　
の　
九　
人　
は　
、　
そ　
の　
二　
つ　
の　
パ　
タ　
ー　
ン　

の　
中　
間　
の　
情　
況　
に　
置　
か　
れ　
て　
い　
る　
。　
日　
本　
人　
同　

士　
の　
夫　
婦　
で　
は　
あ　
る　
が　
、　
日　
本　
か　
ら　
オ　
ラ　
ン　
ダ　

に　
派　
遣　
さ　
れ　
た　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
個　
人　
と　
し　
て　
日　

本　
を　
離　
れ　
て　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
暮　
し　
て　
お　
り　
、　
日　
本　

企　
業　
の　
現　
地　
ス　
タ　
ッ　
フ　
と　
し　
て　
、　
あ　
る　
い　
は　
オ　
ラ　

ン　
ダ　
企　
業　
、　
大　
学　
、　
そ　
の　
他　
の　
組　
織　
に　
努　
め　
て　

い　
る　
夫　
を　
持　
つ　
女　
性　
で　
あ　
る　
。　
そ　
の　
人　
た　
ち　
は　

こ　
こ　
で　
は　
Ｂ　
グ　
ル　
ー　
プ　
と　
呼　
ぶ　
。　

オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
お　
け　
る　
日　
本　
の　
家　
庭　
料　
理　

調　
査　
の　
対　
象　
と　
な　
っ　
た　
七　
十　
五　
人　
の　
ほ　
と　
ん　

ど　
が　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
来　
て　
か　
ら　
食　
生　
活　
が　
変　
わ　
っ　

た　
と　
答　
え　
た　
。　
そ　
の　
主　
な　
理　
由　
と　
し　
て　
挙　
げ　
ら　

れ　
る　
の　
は　
日　
本　
料　
理　
を　
作　
る　
の　
に　
必　
要　
な　
素　
材　

が　
手　
に　
入　
ら　
な　
い　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
新　
鮮　
な　

魚　
介　
類　
を　
使　
っ　
た　
料　
理　
が　
少　
な　
く　
、　
肉　
料　
理　
の　

多　
い　
こ　
と　
が　
特　
に　
Ａ　
グ　
ル　
ー　
プ　
に　
お　
い　
て　
目　
立　
っ　
て　

い　
る　
。　
な　
お　
、　
日　
本　
風　
の　
調　
理　
法　
か　
ら　
洋　
風　
の　
調　

理　
法　
へ　
と　
い　
う　
変　
遷　
も　
見　
ら　
れ　
る　
。　

「　
魚　
が　
フ　
レ　
ッ　
シ　
ュ　
じ　
ゃ　
な　
い　
」　ア　
さ　
ん　（　
B  
グ　
ル　
ー　

プ　
）　

「　
材　
料　
の　
入　
手　
が　
難　
し　
い　
。　
手　
に　
入　
っ　
て　
も　

て　
も　
高　
く　
古　
か　
っ　
た　
り　
も　
す　
る　
」　イ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　

プ　
）　

「　
家　
で　
は　
、　
魚　
料　
理　
か　
ら　
肉　
料　
理　
に　
」　

ウ　

さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
お　
魚　
類　
を　
食　
べ　
な　
く　
な　

っ　
た　
、　
特　
に　
小　
魚　
」　エ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
洋　

食　
を　
食　
す　
る　
回　
数　
が　
増　
え　
た　
」　オ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　

プ　
）　

「　
油　
を　
よ　
く　
使　
う　
、　
揚　
げ　
物　
が　
多　
い　
」　
カ　
さ　

ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
油　
物　
、　
く　
ど　
い　
も　
の　
を　
頻　
繁　

に　
食　
べ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
」　
キ　
さ　
ん　（　
B  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
動　
物　
性　
脂　
肪　
が　
と　
て　
も　
多　
く　
な　
っ　
た　
」　ク　
さ　
ん　（　
A  

グ　
ル　
ー　
プ　
）　

日　
本　
で　
は　
日　
常　
的　
に　
食　
べ　
て　
い　
た　
も　
の　
が　
オ　
ラ　

ン　
ダ　
に　
来　
て　
か　
ら　
食　
べ　
ら　
れ　
な　
く　
な　
っ　
た　
と　
い　
う　

問　
題　
は　
調　
査　
の　
協　
力　
者　
の　
多　
く　
が　
主　
張　
し　
た　
。　

日　
本　
料　
理　
に　
付　
随　
す　
る　
季　
節　
感　
が　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
の　

食　
生　
活　
に　
は　
欠　
け　
て　
い　
る　
と　
残　
念　
が　
る　
方　
も　
い　
る　
。　

「　
豆　
腐　
、　
納　
豆　
は　
ほ　
と　
ん　
ど　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
来　
て　
食　

べ　
な　
く　
な　
っ　
た　
」　
ケ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
魚　
類　

が　
少　
な　
く　
な　
っ　
た　
。　
野　
菜　（　
ほ　
う　
れ　
ん　
草　
の　
お　
ひ　
た　

し　
な　
ど　
）　も　
少　
な　
く　
な　
っ　
た　
」　コ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
魚　
介　
類　
、　
茸　
類　
が　
あ　
ま　
り　
手　
に　
入　
ら　
な　
い　
の　
で　
、　

頻　
繁　
に　
食　
べ　
ら　
れ　
な　
く　
な　
っ　
た　
」　サ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　

プ　
）　

「　
焼　
き　
魚　
を　
食　
べ　
な　
く　
な　
り　
ま　
し　
た　
」　
シ　
さ　

ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
の　
季　
節　
に　
応　
じ　
た　
料　

理　（　
例　

春　
の　
竹　
の　
子　
、　
秋　
の　
秋　
刀　
魚　
）　を　
味　
わ　
う　

機　
会　
が　
減　
っ　
た　
」　ス　
さ　
ん　（　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

日　
本　
人　
女　
性　
は　
多　
く　
の　
場　
合　
、　
日　
本　
で　
生　
活　

し　
た　
時　
と　
比　
べ　
て　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
は　
変　
化　
の　
な　
い　
食　

生　
活　
を　
送　
っ　
て　
お　
り　
、　そ　
の　
面　
で　
満　
足　
し　
て　
い　
な　
い　
。　

「　
日　
本　
に　
い　
る　
時　
に　
は　
、　
新　
鮮　
な　
青　
野　
菜　
、　
と　
う　
も　

ろ　
こ　
し　
を　
食　
べ　
る　
こ　
と　
が　
出　
来　
ま　
し　
た　
。　
オ　
ラ　
ン　
ダ　

に　
は　
新　
鮮　
な　
青　
野　
菜　
、　
と　
う　
も　
ろ　
こ　
し　
を　
売　
っ　
て　
い　

ま　
せ　
ん　
。　
季　
節　
の　
野　
菜　
、　
果　
物　
が　
食　
べ　
ら　
れ　
ず　
一　
年　

中　
同　
じ　
も　
の　
を　
食　
べ　
て　
い　
る　
よ　
う　
な　
気　
が　
し　
ま　
す　
。　」　

シ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
魚　
や　
豆　
腐　
を　
使　
っ　
た　

料　
理　
が　
日　
本　
で　
は　
種　
類　
も　
豊　
富　
だ　
っ　
た　
の　
で　
色　
々　

出　
来　
た　
が　
、　
こ　
ち　
ら　
で　
は　
素　
材　
が　
限　
ら　
れ　
て　
い　
る　
た　

め　
、　い　
つ　
も　
似　
た　
よ　
う　
な　
も　
の　
に　
な　
る　
」　
イ　
さ　
ん　（　
A  

グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
ど　
う　
し　
て　
も　
、　
油　
を　
使　
っ　
た　
料　
理　

方　
法　
に　
な　
っ　
て　
し　
ま　
う　
。　
例　
え　
ば　
、　
魚　
で　
も　
日　
本　
で　

す　
と　
焼　
き　
物　
に　
出　
来　
る　
が　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
は　
ム　
ニ　
エ　

ー　
ル　
の　
よ　
う　
に　
な　
っ　
て　
し　
ま　
う　
。　
そ　
れ　
と　
、　
さ　
し　
み　

と　
し　
て　
魚　
が　
食　
べ　
ら　
れ　
な　
い　
の　
も　
問　
題　
の　
一　
つ　
で　

す　
」　
セ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
食　
材　
が　
変　
わ　
っ　
た　

の　
で　
、　
作　
る　
料　
理　
が　
限　
定　
さ　
れ　
る　
。　
煮　
物　（　
人　
参　
、　

ご　
ぼ　
う　
な　
ど　
）　が　
中　
々　
出　
来　
な　
い　
。　
随　
分　
同　
じ　
も　
の　

を　
繰　
り　
返　
し　
て　
い　
る　
」　
ソ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
に　
な　
い　
野　
菜　
は　
使　
い　
方　
が　
よ　
く　
分　
か　
ら　
な　
い　

の　
で　
、　
使　
え　
る　
野　
菜　
の　
種　
類　
が　
限　
ら　
れ　
、　
煮　
物　
い　
た　

め　
も　
の　
な　
ど　
。　
あ　
ま　
り　
変　
化　
の　
な　
い　
料　
理　
に　
な　
っ　
て　

し　
ま　
い　
ま　
す　
」　タ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
と　

違　
っ　
て　
い　
る　
の　
は　
、　
野　
菜　
が　
違　
う　
の　
で　
、　
料　
理　
の　
仕　

方　
が　
分　
か　
ら　
な　
い　
せ　
い　
も　
あ　
る　
が　
、　
口　
に　
合　
わ　
な　
い　
。　

水　
も　
違　
う　
せ　
い　
で　
、　
同　
じ　
も　
の　
を　
作　
っ　
て　
見　
て　
も　
味　

が　
違　
う　
。　
お　
米　
も　
美　
味　
し　
く　
な　
く　
、　
魚　
も　
何　
と　
な　

く　
生　
で　
食　
べ　
る　
の　
は　
気　
持　
ち　
が　
悪　
い　
。　
牛　
肉　
は　
ま　
ず　

い　
、　
ほ　
う　
れ　
ん　
草　
は　
味　
が　
な　
い　
」　チ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　

プ　
）　

「　
み　
じ　
か　
に　
あ　
る　
も　
の　
、　
手　
に　
入　
る　
も　
の　
へ　
と　

流　
さ　
れ　
て　
、　
本　
当　
は　
日　
本　
食　
風　
の　
も　
の　
を　
食　
べ　
た　

く　
て　
も　
、　
し　
つ　
こ　
い　
も　
の　
を　
食　
べ　
て　
い　
る　
」　

ツ　
さ　
ん　

（　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

以　
上　
の　
よ　
う　
に　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
の　
食　
生　
活　
に　
満　

足　
し　
て　
い　
な　
い　
日　
本　
人　
女　
性　
が　
多　
い　
の　
だ　
が　
、　
そ　

れ　
に　
も　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
の　
滞　
在　
を　
陽　
気　
に　
楽　
し　
く　

し　
て　
い　
る　
方　
も　
い　
る　
。　

「　
ワ　
イ　
ン　
が　
美　
味　
し　
く　
安　
い　
の　
で　
、　
よ　
く　
飲　
む　
よ　
う　

に　
な　
っ　
た　
。　
チ　
ー　
ズ　
を　
つ　
ま　
み　
に　
。　
主　
人　
も　
日　
本　
と　

違　
い　
残　
業　
が　
な　
い　
の　
で　
、　
二　
人　
で　
夕　
食　
時　
間　
が　
た　
っ　

ぷ　
り　
と　
る　
こ　
と　
が　
出　
来　
、　
ゆ　
と　
り　
あ　
る　
生　
活　
で　
す　
。　

大　
分　
太　
っ　
て　
し　
ま　
い　
ま　
し　
た　
」　
テ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
で　
は　
見　
る　
こ　
と　
も　
な　
い　
野　
菜　
も　
多　
く　
、　
オ　

ラ　
ン　
ダ　
か　
ら　
近　
く　
の　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
内　
の　
国　
を　
訪　
れ　
る　

こ　
と　
も　
多　
く　
、　
日　
本　
に　
な　
い　
食　
材　
を　
使　
っ　
て　
自　
分　

で　
西　
洋　
料　
理　
を　
作　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
」　ト　
さ　
ん　（　
A  

グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
に　
い　
る　
時　
は　
高　
価　
で　
手　
に　
入　

り　
に　
く　
い　
も　
の　
を　
食　
べ　
る　
こ　
と　
が　
出　
来　
る　

ベ　
リ　
ー　

類　
、　
チ　
ー　
ズ　
類　
、　
牛　
の　
か　
た　
ま　
り　
肉　
な　
ど　
」　
ナ　
さ　
ん　

（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

本　
調　
査　
に　
よ　
り　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
の　
日　
本　
人　
家　

庭　
の　
夕　
食　
の　
過　
半　
数　
は　
、　
ご　
飯　
・　
味　
噌　
汁　
・　
お　
か　

ず　
と　
い　
う　
構　
造　
を　
も　
つ　
和　
風　
の　
食　
事　
で　
あ　
る　
こ　

と　
が　
明　
ら　
か　
に　
な　
っ　
た　
。　
日　
本　
と　
随　
分　
違　
っ　
た　

情　
況　
に　
お　
か　
れ　
て　
も　
、　
日　
本　
人　
の　
主　
婦　
は　
日　
本　

風　
の　
食　
生　
活　
を　
続　
け　
よ　
う　
と　
し　
、　
そ　
の　
た　
め　
に　

は　
様　
々　
な　
努　
力　
を　
す　
る　
。　
例　
え　
ば　
、　
春　
菊　
、　
し　

そ　
、　
三　
ッ　
葉　
な　
ど　
を　
家　
の　
庭　
に　
植　
え　
て　
い　
る　
方　
、　

ま　
た　
自　
家　
製　
の　
漬　
物　
を　
漬　
け　
て　
い　
る　
家　
庭　
も　
多　

く　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
来　
て　
初　
め　
て　
こ　
の　
よ　
う　
な　
こ　

と　
を　
し　
た　
方　
も　
い　
る　
。　
手　
に　
入　
り　
に　
く　
い　
素　
材　

を　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
の　
素　
材　
に　
代　
用　
し　
た　
り　
な　
ど　
、　
現　

地　
の　
情　
況　
に　
合　
わ　
せ　
た　
日　
本　
料　
理　
を　
開　
発　
す　
る　

の　
で　
あ　
る　
。　

「　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
手　
に　
入　
り　
に　
く　
い　
、　
又　
は　
高　
価　
な　
も　

の　
を　
避　
け　
る　
献　
立　
を　
考　
え　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
」　ニ　
さ　

ん　（　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
手　
に　
入　
る　
野　
菜　
が　
限　
ら　
れ　

て　
い　
る　
の　
で　
、　
他　
の　
野　
菜　
を　
使　
っ　
て　
代　
用　
せ　
ざ　
る　
を　

得　
な　
い　
」　
ナ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　

来　
て　
か　
ら　
自　
分　
で　
う　
ど　
ん　
を　
打　
っ　
た　
り　
、　
そ　
う　
め　
ん　

を　
打　
っ　
た　
り　
、　
ぎ　
ょ　
う　
ざ　
の　
皮　
を　
作　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　

た　
。　
魚　
も　
自　
分　
で　
干　
物　
に　
し　
た　
り　
す　
る　
よ　
う　
に　
な　

っ　
た　
」　セ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　
「　
な　
る　
べ　
く　
普　
通　
の　

ス　
ー　
パ　
ー　
で　
売　
っ　
て　
い　
る　
材　
料　
で　
作　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　

た　
。　
人　
か　
ら　
聞　
い　
た　
り　
し　
て　
新　
し　
い　
メ　
ニ　
ュ　
ー　
を　
考　
え　

る　
の　
も　
た　
ま　
に　
は　
楽　
し　
い　
」　
ケ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
魚　
な　
ど　
も　
自　
分　
で　
お　
ろ　
し　
た　
り　
す　
る　
よ　
う　
に　
な　

っ　
た　
」　ヌ　
さ　
ん　（　
B  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
食　
材　
の　
関　
係　
で　

出　
来　
な　
い　
も　
の　
が　
あ　
る　
の　
で　
、　
代　
用　
品　
を　
探　
し　
て　
使　

う　
よ　
う　
に　
し　
て　
い　
る　
が　
、　
日　
本　
の　
時　
と　
同　
じ　
よ　
う　
に　

出　
来　
な　
い　
。　
時　
間　
も　
以　
前　
よ　
り　
か　
か　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　

た　
」　
ネ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
の　
日　
本　
料　
理　
と　
い　
う　
の　
は　
、　
最　
も　

簡　
単　
に　
手　
に　
入　
る　
材　
料　
か　
ら　
作　
れ　
る　
も　
の　
が　
過　
半　

は　
じ　
め　
に　

水　
や　
空　
気　
と　
と　
も　
に　
、　
食　
は　
生　
き　
る　
た　
め　
に　
不　

可　
欠　
な　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
食　
が　
果　
た　
し　
て　
い　
る　
身　
体　

を　
養　
う　
と　
い　
う　
重　
要　
な　
役　
割　
は　
、　
動　
物　
に　
も　
人　

間　
に　
も　
共　
通　
し　
て　
い　
る　
。　

食　
は　
そ　
の　
生　
物　
的　
な　
機　
能　
を　
果　
た　
す　
他　
に　
も　
、　

人　
間　
と　
し　
て　
の　
あ　
ら　
ゆ　
る　
次　
元　
を　
表　
わ　
す　
の　
に　

利　
用　
さ　
れ　
る　
。　
例　
え　
ば　
、　
食　
を　
盛　
っ　
た　
り　
す　
る　
こ　

と　
に　
よ　
り　
人　
間　
の　
美　
学　
的　
な　
次　
元　
が　
表　
現　
さ　
れ　
、　

食　
の　
タ　
ブ　
ー　
な　
ど　
に　
は　
人　
間　
の　
思　
想　
的　
な　
次　
元　

が　
表　
わ　
れ　
る　
。　
ま　
た　
、　
食　
を　
生　
産　
し　
、　
調　
理　
し　
、　

そ　
し　
て　
食　
事　
を　
す　
る　
様　
子　
に　
は　
食　
の　
社　
会　
性　
と　

い　
う　
側　
面　
も　
明　
確　
に　
見　
ら　
れ　
る　
。　
つ　
ま　
り　
、　
日　
本　

で　「　
同　
じ　
釜　
の　
飯　
を　
食　
う　
」　と　
い　
う　
よ　
う　
に　
、　
ど　
の　

社　
会　
に　
も　
食　
を　
通　
じ　
て　
仲　
間　
認　
識　
が　
生　
ま　
れ　
る　

の　
で　
あ　
る　
。　
し　
た　
が　
っ　
て　
、　
食　
生　
活　
が　
ア　
イ　
デ　
ン　
テ　

ィ　
テ　
ィ　
ー　
の　
強　
い　
象　
徴　
と　
し　
て　
人　
生　
に　
社　
会　
的　
な　

意　
味　
を　
加　
え　
る　
と　
言　
え　
よ　
う　
。　

日　
常　
生　
活　
に　
お　
い　
て　
、　
食　
生　
活　
が　
我　
々　
の　
精　
神　

的　
バ　
ラ　
ン　
ス　
を　
保　
つ　
う　
え　
で　
ど　
の　
よ　
う　
な　
役　
割　
を　

果　
た　
し　
て　
い　
る　
の　
か　
と　
い　
う　
、　
食　
の　
も　
た　
ら　
す　
精　

神　
的　
側　
面　
を　
大　
部　
分　
の　
人　
は　
意　
識　
し　
て　
い　
な　
い　
。　

周　
り　
の　
人　
間　
と　
同　
じ　
よ　
う　
な　
食　
事　
を　
し　
、　
似　
た　

よ　
う　
な　
食　
材　
を　
同　
様　
に　
調　
理　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　

当　
り　
前　
の　
こ　
と　
と　
し　
て　
捉　
え　
ら　
れ　
、　
そ　
の　
社　
会　
的　

な　
重　
要　
性　
に　
気　
づ　
か　
な　
い　
の　
で　
あ　
る　
。　

し　
か　
し　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　
態　
度　
は　
、　
心　
身　
の　
馴　な

染　じ
ん　
だ　
環　
境　
を　
離　
れ　
る　
と　
初　
め　
て　
変　
わ　
っ　
て　
い　

く　
。　
こ　
れ　
ま　
で　
感　
知　
し　
な　
か　
っ　
た　
平　
凡　
な　
日　
々　

の　
生　
活　
が　
思　
い　
お　
こ　
さ　
れ　
、　
重　
視　
さ　
れ　
る　
よ　
う　

に　
な　
り　
、　
使　
用　
さ　
れ　
た　
こ　
と　
の　
な　
か　
っ　
た　
感　
覚　

が　
は　
っ　
き　
り　
と　
表　
わ　
れ　
始　
め　
る　
。　
そ　
れ　
ま　
で　
気　

が　
つ　
か　
な　
か　
っ　
た　
日　
常　
の　
食　
事　
の　
味　
が　
、　
心　
を　
暖　

め　
る　
貴　
重　
品　
に　
代　
わ　
り　
、　
失　
わ　
れ　
た　
生　
活　
を　
代　

用　
す　
る　
象　
徴　
と　
な　
る　
。　

本　
稿　
は　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
暮　
す　
日　
本　
人　
を　
例　
に　

と　
り　
、　「　
心　
の　
馴　
染　
ん　
だ　
環　
境　
を　
離　
れ　
る　
」　
情　
況　

に　
置　
か　
れ　
る　
こ　
と　
に　
よ　
り　
彼　
等　
の　
食　
習　
慣　
が　
ど　

の　
よ　
う　
な　
変　
化　
を　
遂　
げ　
る　
か　
と　
い　
う　
研　
究　
報　
告　

で　
あ　
る　
。　
七　
十　
五　
人　
の　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
在　
住　
日　
本　
人　

女　
性　
の　
経　
験　
を　
記　
録　
し　
、　
分　
析　
し　
た　
も　
の　
で　
、　

一　
九　
九　
六　
年　
の　
秋　
に　
行　
わ　
れ　
た　
調　
査　
に　
よ　
る　

も　
の　
で　
あ　
る　
。　
七　
十　
五　
人　
の　
方　
々　
の　
親　
切　
な　
ご　

協　
力　
な　
く　
し　
て　
、　
本　
論　
文　
は　
成　
し　
え　
な　
か　
っ　
た　
。　

特　
に　
お　
世　
話　
に　
な　
っ　
た　
の　
は　
、　
池　
野　
佐　
智　
子　
さ　

ん　
、　
そ　
し　
て　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
・　
ウ　
ィ　
ミ　
ン　
ズ　
・　
ク　
ラ　
ブ　

Ｊ　
Ｗ　
Ｃ

の
松
本
輝
枝
さ　
ん　
で
あ　
る　
。　
こ　
の
場

を　
借　
り　
て　
謝　
意　
を　
表　
わ　
し　
た　
い　
。　

一　
九　
九　
六　
年　
の　
時　
点　
で　
、　
日　
本　
大　
使　
館　
で　
は　

五　
千　
八　
百　
十　
二　
人　
の　
日　
本　
人　
が　
登　
録　
さ　
れ　
て　
い　

た　
。　
そ　
の　
八　
割　
以　
上　
は　
駐　
在　
員　
で　
、　
主　
と　
し　
て　
オ　

ラ　
ン　
ダ　
に　
赴　
任　
し　
て　
き　
た　
日　
本　
企　
業　
の　
会　
社　
員　
、　

学　
生　
及　
び　
研　
究　
者　
、　
日　
本　
政　
府　
に　
派　
遣　
さ　
れ　
た　

公　
務　
員　
、　
そ　
し　
て　
そ　
の　
家　
族　
で　
あ　
っ　
た　
。　
オ　
ラ　
ン　

ダ　
に　
派　
遣　
さ　
れ　
た　
日　
本　
企　
業　
の　
会　
社　
員　
及　
び　
そ　

の　
家　
族　
は　
最　
も　
大　
き　
な　
グ　
ル　
ー　
プ　
で　
、　
駐　
在　
員　
の　

七　
割　
に　
昇　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
大　
使　
館　
で　
登　
録　
さ　

れ　
て　
い　
る　
残　
り　
の　
千　
人　
近　
く　
の　
日　
本　
人　
は　
、　
オ　
ラ　

ン　
ダ　
に　
定　
住　
し　
て　
い　
る　
人　
々　
で　
、　
そ　
の　
ほ　
と　
ん　
ど　

が　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
人　
と　
結　
婚　
し　
て　
い　
る　
日　
本　
人　
女　
性　

で　
あ　
る　
。　
日　
本　
大　
使　
館　
と　
連　
絡　
せ　
ず　
オ　
ラ　
ン　
ダ　

で　
暮　
し　
て　
い　
る　
日　
本　
人　
も　
い　
る　
だ　
ろ　
う　
が　
、　
そ　
の　

数　
は　
非　
常　
に　
少　
な　
い　
と　
推　
定　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

大　
多　
数　
の　
日　
本　
人　
は　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
の　
首　
都　
ア　
ム　

ス　
テ　
ル　
ダ　
ム　
周　
辺　
に　
住　
ん　
で　
い　
る　
。　
こ　
こ　
に　
は　
、　
日　

本　
人　
学　
校　
や　
日　
本　
人　
文　
化　
ク　
ラ　
ブ　（　
Ｊ　
Ｃ　
Ｃ　
）　の　
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こ　
れ　
ら　
の　
傾　
向　
は　
Ｂ　
グ　
ル　
ー　
プ　
及　
び　
Ｃ　
グ　
ル　
ー　

プ　
に　
お　
い　
て　
特　
に　
強　
く　
姿　
を　
見　
せ　
て　
い　
る　
。　
つ　
ま　

り　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
定　
住　
し　
て　
い　
る　
日　
本　
人　
女　
性　
の　

方　
が　
駐　
在　
員　
よ　
り　
和　
風　
食　
生　
活　
か　
ら　
よ　
り　
遠　
く　

離　
れ　
る　
と　
い　
う　
仮　
説　
が　
立　
て　
ら　
れ　
る　
。　

「　
日　
本　
食　
そ　
の　
も　
の　
の　
み　
を　
作　
る　
こ　
と　
は　
め　
っ　
た　
に　

あ　
り　
ま　
せ　
ん　
」　ツ　
さ　
ん　（　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
純　
、　
完　

璧　
日　
本　
食　
で　
は　
な　
く　
、　
漬　
物　
が　
な　
い　
と　
か　
品　
数　
が　

少　
な　
い　
」　ワ　
さ　
ん　（　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
で　
は　
、　

家　
で　
作　
る　
も　
の　
が　
主　
と　
し　
て　
日　
本　
料　
理　
。　
オ　
ラ　
ン　

ダ　
で　
は　
、　
家　
で　
作　
る　
も　
の　
が　
主　
と　
し　
て　
じ　
ゃ　
が　
い　
も　

や　
ス　
パ　
ゲ　
ッ　
テ　
ィ　
ー　
、　マ　
カ　
ロ　
ニ　
類　
」　

ヒ　
さ　
ん　（　
B  
グ　

ル　
ー　
プ　
）　

「　
じ　
ゃ　
が　
い　
も　
を　
殆　
ど　
毎　
日　
使　
う　
よ　
う　

に　
な　
っ　
た　
。　
ご　
飯　
を　
炊　
く　
こ　
と　
が　
少　
な　
く　
な　
っ　
た　
」　

ヲ　
さ　
ん　（　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
素　
材　
は　
勿　
論　
変　
わ　
っ　

た　
が　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
の　
調　
理　
法　
を　
取　
り　
入　
れ　
て　
、　
野　
菜　

も　
茹　
で　
て　
食　
べ　
る　
こ　
と　
が　
多　
く　
な　
っ　
た　
。　
気　
候　
の　
せ　

い　
か　
、　
さ　
っ　
ぱ　
り　
と　
し　
た　
も　
の　
よ　
り　
も　
バ　
タ　
ー　
を　
使　

っ　
て　
調　
理　
す　
る　
こ　
と　
が　
多　
く　
な　
っ　
た　
」　ノ　
さ　
ん　（　
C  
グ　

ル　
ー　
プ　
）　

「　
家　
で　
日　
本　
食　
を　
ほ　
と　
ん　
ど　
食　
べ　
な　

く　
な　
っ　
た　
。　
イ　
ン　
タ　
ー　
ナ　
シ　
ョ　
ナ　
ル　
料　
理　
を　
食　
べ　
て　

い　
る　
」　

ハ　
さ　
ん　（　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

Ｃ　
グ　
ル　
ー　
プ　
に　
お　
け　
る　
食　
生　
活　
の　
洋　
風　
化　
は　
、　

主　
に　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
人　
の　
夫　
及　
び　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
生　
ま　
れ　

育　
っ　
た　
子　
供　
の　
好　
み　
か　
ら　
来　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　

「　
主　
人　
は　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
人　
な　
の　
で　
夕　
食　
は　
日　
本　
人　
向　

け　
と　
い　
う　
わ　
け　
に　
は　
い　
き　
ま　
せ　
ん　
。　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
に　
関　

し　
て　
も　
同　
じ　
で　
す　
」　Ｙ　
さ　
ん　（　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

夫　
の　
好　
み　
が　
家　
族　
の　
食　
生　
活　
に　
大　
き　
な　
影　
響　

を　
及　
ぼ　
す　
と　
い　
う　
の　
は　
、　
ど　
の　
社　
会　
で　
も　
見　
ら　
れ　

る　
。　
夫　
で　
あ　
る　
男　
性　
が　
日　
本　
食　
を　
強　
く　
求　
め　
る　

の　
で　
妻　
が　
作　
る　
と　
い　
う　
場　
合　
が　
、　
Ａ　
グ　
ル　
ー　
プ　
に　

は　
非　
常　
に　
多　
か　
っ　
た　
。　
例　
え　
ば　
、　
Ａ　
グ　
ル　
ー　
プ　
の　
食　

生　
活　
日　
記　
を　
見　
る　
と　
、　
夫　
の　
出　
張　
の　
間　
の　
食　
事　

は　
ご　
飯　
に　
味　
噌　
汁　
と　
い　
う　
よ　
り　
も　
、　
パ　
ス　
タ　
な　
ど　

の　
洋　
食　
の　
メ　
ニ　
ュ　
ー　
が　
多　
い　
。　
ま　
た　
、　
Ｂ　
グ　
ル　
ー　
プ　

の　
際　
、　
夫　
の　
好　
み　
に　
よ　
り　
食　
生　
活　
が　
和　
風　
化　
さ　

れ　
た　
り　
、　
洋　
風　
化　
さ　
れ　
た　
り　
し　
て　
い　
る　
。　

「　
主　
人　
は　
あ　
く　
ま　
で　
も　
和　
食　
党　
で　
す　
。　
つ　
ま　
り　
、　
朝　

食　
お　
よ　
び　
休　
日　
の　
昼　
食　
も　
日　
本　
食　
を　
好　
み　
ま　
す　
」　

マ　
さ　
ん　（　
B  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
主　
人　
が　
洋　
風　
を　
好　
む　

の　
で　
肉　
類　
が　
多　
く　
な　
っ　
た　
。　
現　
在　
は　
日　
本　
食　
週　
二　

日　
、　
そ　
の　
他　
一　
日　
づ　
つ　
イ　
タ　
リ　
ア　
料　
理　
、　
中　
華　
料　

理　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
料　
理　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　
料　
理　（　
本　
格　
的　
で　

は　
な　
い　
け　
れ　
ど　
、　
ら　
し　
き　
も　
の　
）　を　
し　
ま　
す　
」　Ｘ　
さ　
ん　

（　
B  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

お　
わ　
り　
に　

十　
九　
世　
紀　
の　
終　
わ　
り　
ご　
ろ　
か　
ら　
日　
本　
人　
は　
世　

界　
中　
へ　
と　
移　
動　
し　
始　
め　
た　
。　
植　
民　
地　
化　
政　
策　
の　

波　
に　
乗　
っ　
て　
台　
湾　
、　
朝　
鮮　
、　
満　
州　
な　
ど　
へ　
と　
出　
稼　

ぎ　
と　
し　
て　
行　
き　
、　
戻　
っ　
て　
き　
た　
人　
も　
い　
れ　
ば　
、　
ハ　
ワ　

イ　
や　
ブ　
ラ　
ジ　
ル　
へ　
の　
移　
民　
の　
よ　
う　
に　
、　
海　
外　
に　
定　

住　
し　
、　
第　
二　
故　
郷　
を　
見　
つ　
け　
た　
人　
も　
い　
る　
。　

戦　
後　
は　
、　
日　
本　
経　
済　
の　
高　
度　
成　
長　
を　
背　
景　
に　

海　
外　
で　
定　
住　
し　
た　
り　
、　
一　
時　
的　
に　
暮　
す　
日　
本　
人　

が　
現　
わ　
れ　
始　
め　
た　
。　
バ　
ブ　
ル　
経　
済　
の　
一　
九　
八　
〇　
年　

代　
も　
、　
日　
本　
企　
業　
の　
進　
出　
に　
よ　
り　
海　
外　
赴　
任　
者　

が　
増　
え　
、　
留　
学　
や　
外　
国　
人　
と　
結　
婚　
し　
、　
海　
外　
で　
生　

活　
す　
る　
日　
本　
人　
が　
次　
第　
に　
増　
え　
続　
け　
た　
。　

多　
く　
の　
日　
本　
人　
が　
日　
本　
を　
離　
れ　
、　
な　
じ　
み　
の　

な　
い　
環　
境　
で　
生　
活　
す　
る　
と　
い　
う　
経　
験　
を　
つ　
ん　
で　
い　

く　
の　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
よ　
う　
な　
経　
験　
が　
彼　
ら　
の　
生　
活　

に　
ど　
の　
程　
度　
の　
影　
響　
を　
与　
え　
る　
か　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　

最　
近　
ま　
で　
あ　
ま　
り　
注　
目　
を　
あ　
び　
る　
課　
題　
で　
は　
な　

か　
っ　
た　
。　
国　
際　
化　
と　
い　
う　
キ　
ャ　
ッ　
チ　
・　
フ　
レ　
ー　
ズ　
が　

日　
本　
で　
始　
終　
使　
わ　
れ　
る　
の　
に　
対　
し　
、　
日　
本　
の　
外　
で　

暮　
し　
て　
い　
る　
日　
本　
人　
の　
生　
活　
に　
つ　
い　
て　
は　
興　
味　
が　

薄　
か　
っ　
た　
よ　
う　
で　
あ　
る　
。　

こ　
の　
数　
年　
日　
本　
人　
の　
海　
外　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
ー　
へ　
の　

関　
心　
が　
高　
ま　
り　
、　
研　
究　
も　
増　
え　
て　
い　
る　
。　
ま　
た　
、　
帰　

国　
子　
女　
の　
問　
題　
を　
始　
め　
、　
海　
外　
で　
暮　
す　
経　
験　
が　

日　
本　
社　
会　
の　
将　
来　
に　
ど　
の　
よ　
う　
な　
影　
響　
を　
与　
え　

る　
か　
と　
い　
う　
テ　
ー　
マ　
が　
あ　
ら　
ゆ　
る　
面　
か　
ら　
扱　
わ　
れ　

始　
め　
て　
い　
る　
。　
本　
稿　
で　
は　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
生　
活　
す　

る　
日　
本　
人　
の　
食　
習　
慣　
に　
焦　
点　
を　
当　
て　
、　
日　
本　
を　

離　
れ　
る　
こ　
と　
に　
よ　
っ　
て　
そ　
の　
食　
生　
活　
が　
ど　
れ　
ほ　
ど　

変　
化　
し　
、　
ま　
た　
日　
本　
食　
に　
関　
す　
る　
認　
識　
が　
ど　
れ　
ほ　

ど　
変　
わ　
っ　
た　
か　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
注　
目　
し　
た　
。　

デ　
ー　
タ　
の　
分　
析　
を　
も　
と　
に　
、　
二　
つ　
の　
ポ　
イ　
ン　
ト　

が　
指　
摘　
で　
き　
た　
。　
第　
一　
に　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
生　
活　
し　

て　
い　
る　
日　
本　
人　
と　
そ　
の　
家　
族　
は　
、　
は　
っ　
き　
り　
と　
し　

た　
相　
違　
の　
あ　
る　
三　
つ　
の　
グ　
ル　
ー　
プ　
に　
分　
類　
で　
き　
る　

と　
い　
う　
点　
で　
あ　
る　
。　
日　
本　
企　
業　
に　
よ　
っ　
て　
派　
遣　
さ　

れ　
た　
サ　
ラ　
リ　
ー　
マ　
ン　
家　
族　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　、　
日　
本　

企　
業　
と　
は　
無　
関　
係　
で　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
定　
住　
し　
て　
い　

る　
日　
本　
人　
家　
族　（　
B  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　、　
そ　
し　
て　
オ　
ラ　
ン　

ダ　
人　
と　
結　
婚　
し　
て　
い　
る　
日　
本　
人　
女　
性　
の　
家　
族　（　
C  

グ　
ル　
ー　
プ　
）　と　
い　
う　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
存　
在　
は　
、　
国　
内　

外　
で　
語　
ら　
れ　
る　
日　
本　
人　
の　
平　
凡　
性　
及　
び　
類　
似　
性　

と　
い　
う　
ス　
テ　
レ　
オ　
タ　
イ　
プ　
を　
打　
ち　
倒　
す　
た　
め　
の　
論　

拠　
に　
も　
な　
る　
。　

オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
の　
暮　
し　
が　
始　
ま　
る　
こ　
と　
に　
よ　
り　
、　
ど　

の　
グ　
ル　
ー　
プ　
の　
食　
生　
活　
に　
も　
変　
化　
が　
見　
ら　
れ　
る　
と　

同　
時　
に　
、　
日　
本　
料　
理　
を　
食　
べ　
る　
た　
め　
の　
努　
力　
も　
明　

ら　
か　
に　
見　
ら　
れ　
る　
。　
し　
か　
し　
、　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
に　
と　
っ　

て　
は　
日　
本　
食　
と　
の　
絆　
が　
特　
に　
切　
り　
に　
く　
い　
と　
い　
う　

の　
は　
主　
張　
し　
た　
い　
第　
二　
ポ　
イ　
ン　
ト　
で　
あ　
る　
。　
勿　
論　
、　

そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
家　
族　
の　
間　
に　
も　
個　
人　
差　
が　
あ　
る　
の　

は　
い　
う　
ま　
で　
も　
な　
い　
が　
、　
一　
般　
論　
と　
し　
て　
A  
グ　
ル　

ー　
プ　
の　
日　
本　
食　
へ　
の　
態　
度　
は　
他　
グ　
ル　
ー　
プ　
と　
比　
べ　

随　
分　
異　
な　
っ　
て　
い　
る　
と　
言　
え　
る　
。　

地　
元　
の　
人　
々　
と　
ほ　
と　
ん　
ど　
関　
係　
を　
持　
た　
な　
い　

A  
グ　
ル　
ー　
プ　
に　
属　
す　
る　
日　
本　
人　
は　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
の　

情　
況　
に　
合　
わ　
せ　
な　
が　
ら　
、　
そ　
こ　
で　
第　
二　
の　
日　
本　

を　
つ　
く　
ろ　
う　
と　
し　
て　
い　
る　
。　
彼　
ら　
に　
と　
っ　
て　
日　
本　

食　
は　
身　
体　
を　
養　
っ　
た　
り　
、　
生　
活　
の　
楽　
し　
み　
の　
一　
つ　

と　
い　
う　
だ　
け　
で　
は　
く　
、　
日　
本　
人　
で　
あ　
る　
こ　
と　
の　
再　

確　
認　
、　
つ　
ま　
り　
彼　
ら　
の　
文　
化　
的　
ア　
イ　
デ　
ン　
テ　
ィ　
テ　

ィ　
ー　
の　
基　
盤　
と　
も　
な　
っ　
て　
い　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　

そ　
れ　
に　
対　
し　
、　
B  
グ　
ル　
ー　
プ　
及　
び　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　

に　
属　
す　
る　
日　
本　
人　
は　
日　
本　
食　
と　
の　
関　
係　
を　
徐　
々　

に　
緩　
め　
な　
が　
ら　
新　
た　
な　
ア　
イ　
デ　
ン　
テ　
ィ　
テ　
ィ　
ー　

を　
築　
い　
て　
い　
る　
。　
彼　
ら　
に　
と　
っ　
て　
の　
日　
本　
食　
は　
、　

ア　
イ　
デ　
ン　
テ　
ィ　
テ　
ィ　
ー　
の　
側　
面　
と　
い　
う　
よ　
り　
も　
、　

舌　
や　
心　
の　
楽　
し　
み　
と　
い　
う　
側　
面　
が　
よ　
り　
強　
い　
も　

の　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　

本　
稿　
に　
お　
い　
て　
紹　
介　
し　
た　
三　
つ　
の　
グ　
ル　
ー　
プ　
の　

日　
常　
経　
験　
は　
世　
界　
中　
で　
暮　
し　
て　
い　
る　
日　
本　
人　
の　

生　
活　
パ　
タ　
ー　
ン　
を　
代　
表　
す　
る　
も　
の　
と　
し　
て　
見　
て　
い　

い　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
と　
思　
う　
。　
ま　
た　
、　
こ　
の　
パ　
タ　
ー　
ン　

は　
海　
外　
で　
暮　
す　
、　
ど　
の　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
ー　
と　
も　
類　
似　

性　
が　
あ　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
と　
主　
張　
し　
た　
い　
。　

数　
を　
占　
め　
る　
よ　
う　
に　
な　
る　
。　
本　
調　
査　
に　
基　
づ　
い　
て　
、　

オ　
ラ　
ン　
ダ　
在　
住　
の　
日　
本　
人　
の　
家　
庭　
に　
お　
い　
て　
作　
ら　

れ　
て　
い　
る　
お　
惣　
菜　
を　
羅　
列　
し　
て　
み　
る　
と　
、　肉　
や　
西　

洋　
野　
菜　
を　
中　
心　
と　
し　
た　
料　
理　
が　
多　
い　
こ　
と　
が　
分　
か　

る　
。　
以　
下　
の　
リ　
ス　
ト　
は　
最　
も　
多　
く　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
の　

日　
本　
の　
食　
卓　
に　
昇　
る　
も　
の　
か　
ら　
の　
順　
で　
あ　
る　
。　

（　
１　
）　肉　
じ　
ゃ　
が　（　
２　
）　野　
菜　
の　
炒　
め　
物　（　
肉　
や　
い　

か　
を　
加　
え　
る　
も　
の　
も　
含　
め　
て　
）　（　
３　
）　焼　
き　
魚　（　
４　
）　

海　
苔　
と　
キ　
ュ　
ー　
リ　
の　
酢　
の　
物　（　
５　
）　カ　
レ　
ー　
・　
ラ　
イ　
ス　

（　
６　
）　ハ　
ン　
バ　
ー　
グ　（　
７　
）　ス　
パ　
ゲ　
ッ　
テ　
ィ　
ー　（　
８　
）　野　
菜　

の　
煮　
物　（　
９　
）　野　
菜　
と　
肉　
の　
煮　
物　（　
10
）　シ　
チ　
ュ　
ー　

（　
11
）　サ　
ラ　
ダ　（　
12
）　ひ　
じ　
き　
の　
煮　
物　（　
13
）　天　
ぷ　
ら　

（　
14
）　
豚　
カ　
ツ　（　
15
）　
鍋　
料　
理　
（　
16
）　コ　
ロ　
ッ　
ケ　
（　
17
）　

魚　
の　
ム　
ニ　
エ　
ー　
ル　（　
18
）　キ　
ュ　
ウ　
リ　
の　
酢　
の　
物　（　
19
）　

寿　
司　（　
巻　
寿　
司　
、　い　
な　
り　
寿　
司　
、　
散　
ら　
し　
寿　
司　
な　

ど　
）　（　
20
）　里　
芋　
の　
煮　
物　（　
21
）　ス　
ー　
プ　（　
22
）　オ　
ム　
レ　

ツ　（　
23
）　ぎ　
ょ　
う　
ざ　（　
24
）　焼　
き　
肉　（　
25
）　魚　
の　
煮　
物　

（　
26
）　ロ　
ー　
ル　
・　
キ　
ャ　
ベ　
ツ　（　
27
）　ポ　
テ　
ト　
或　
い　
は　
マ　
カ　

ロ　
ニ　
グ　
ラ　
タ　
ン　（　
28
）　チ　
キ　
ン　
唐　
揚　
げ　（　
29
）　お　
で　
ん　

（　
30
）　う　
ど　
ん　（　
31
）　大　
根　
な　
ま　
す　（　
32
）　干　
大　
根　
の　

煮　
物　（　
33
）　き　
ん　
ぴ　
ら　（　
34
）　焼　
き　
そ　
ば　（　
35
）　お　
好　

み　
焼　
き　（　
36
）　丼　
物　（　
37
）　ス　
テ　
ー　
キ　（　
38
）　大　
根　
の　

煮　
物　（　
39
）　
豚　
の　
生　
姜　
焼　
き　（　
40
）　
肉　
の　
ソ　
テ　
ー　

（　
41
）　す　
き　
焼　
き　

オ　
ラ　
ン　
ダ　
在　
住　
日　
本　
人　
の　
外　
食　

以　
上　
説　
明　
し　
た　
よ　
う　
に　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
住　
ん　

で　
い　
る　
日　
本　
の　
家　
庭　
料　
理　
は　
、　
購　
入　
で　
き　
る　
素　

材　
の　
関　
係　
に　
よ　
り　
日　
本　
で　
の　
食　
生　
活　
と　
は　
異　

な　
っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
は　
事　
実　
で　
あ　
る　
。　
し　
か　
し　
、　

日　
本　
人　
夫　
婦　
の　
家　
庭　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
お　
か　
ず　
が　

洋　
風　
で　
あ　
っ　
て　
も　
、　
晩　
ご　
飯　
の　
食　
事　
パ　
タ　
ー　
ン　

が　
ほ　
と　
ん　
ど　
の　
場　
合　
和　
風　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
つ　

ま　
り　
、　
日　
本　
で　
生　
活　
し　
て　
い　
る　
家　
庭　
と　
同　
じ　
よ　

う　
に　
、　
ご　
飯　
、　
味　
噌　
汁　
、　
漬　
物　
、　
お　
か　
ず　
が　
セ　

ッ　
ト　
と　
し　
て　
食　
卓　
に　
の　
ぼ　
る　
。　

オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
こ　
の　
様　
な　
食　
事　
を　
作　
る　
の　
に　
は　
時　

間　
や　
労　
力　
が　
か　
か　
る　
し　
、　
日　
本　
と　
比　
べ　
て　
比　
較　
的　

に　
バ　
ラ　
エ　
テ　
ィ　
ー　
の　
少　
な　
い　
食　
事　
と　
な　
る　
が　
、　
不　
可　

能　
な　
こ　
と　
で　
は　
な　
い　
。　
だ　
が　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
の　
外　
食　

状　
況　
は　
日　
本　
と　
は　
比　
べ　
も　
の　
に　
な　
ら　
な　
い　
ほ　
ど　
違　

っ　
て　
い　
る　
た　
め　
、　
慣　
れ　
に　
く　
い　
と　
言　
え　
よ　
う　
。　
オ　
ラ　

ン　
ダ　
在　
住　
日　
本　
人　
が　
定　
期　
的　
に　
食　
べ　
に　
出　
か　
け　

る　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
の　
種　
類　
の　
割　
合　
は　
図　
１　
に　
示　
す　
通　

り　
で　
あ　
る　
。　

「　
日　
本　
で　
は　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
に　
ほ　
と　
ん　
ど　
行　
き　
ま　
せ　

ん　
で　
し　
た　
が　
、　
行　
く　
時　
は　
ス　
パ　
ゲ　
ッ　
テ　
ィ　
ー　
や　
中　
華　

料　
理　
を　
食　
べ　
に　
行　
き　
ま　
し　
た　
。　
今　
は　
洋　
食　
の　
レ　
ス　
ト　

ラ　
ン　
に　
行　
き　
ま　
す　
」　シ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　

本　
で　
は　
よ　
く　
居　
酒　
屋　
へ　
行　
っ　
た　
が　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
来　

て　
か　
ら　
は　
中　
華　
料　
理　
へ　
よ　
く　
行　
く　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
」　

タ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
で　
中　
華　
料　

理　
を　
食　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
」　ハ　
さ　
ん　（　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
で　
は　
外　
で　
は　
寿　
司　
、　
う　
ど　
ん　
、　
そ　
ば　
な　
ど　
。　

オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
は　
ご　
飯　
の　
あ　
る　
料　
理　（　
中　
国　
や　
ス　
ペ　
イ　

ン　
な　
ど　
の　
料　
理　
）　」　
ヒ　
さ　
ん　（　
B  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
ラ　

ー　
メ　
ン　
が　
、　
私　
も　
主　
人　
も　
大　
好　
き　
だ　
が　
、　
気　
軽　
に　
食　

べ　
ら　
れ　
な　
く　
な　
っ　
た　
」　
フ　
さ　
ん　
（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
に　
住　
ん　
で　
い　
た　
時　
、　
外　
食　
は　
フ　
ァ　
ミ　
リ　
ー　
・　
レ　

ス　
ト　
ラ　
ン　
と　
か　
、　
純　
和　
風　
料　
理　
が　
多　
か　
っ　
た　
。　
オ　
ラ　

ン　
ダ　
で　
は　
中　
華　
料　
理　
や　
イ　
タ　
リ　
ア　
料　
理　
が　
美　
味　
し　

く　
値　
段　
も　
比　
較　
的　
安　
い　
の　
で　
行　
く　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
」　

ト　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
こ　
ち　
ら　
の　
中　
華　
料　
理　
、　

イ　
タ　
リ　
ア　
料　
理　
な　
ど　
は　
全　
て　
本　
物　
の　
味　
で　
美　
味　
し　

い　
の　
で　
、　
日　
本　
に　
い　
た　
時　
よ　
り　
も　
そ　
う　
い　
っ　
た　
も　
の　

を　
食　
べ　
る　
回　
数　
が　
多　
い　
」　
イ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

予　
測　
で　
き　
る　
よ　
う　
に　
、　
最　
大　
の　
問　
題　
は　
オ　
ラ　

ン　
ダ　
に　
お　
け　
る　
和　
風　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
の　
レ　
ベ　
ル　
の　

低　
さ　
で　
あ　
る　
。　

「　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
で　
日　
本　
食　
を　
食　
べ　
て　
い　
な　
い　（　
高　
く　

て　
お　
い　
し　
く　
な　
い　
か　
ら　
）　」　
ナ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
料　
理　
が　
難　
し　
く　
な　
っ　
た　（　
店　
の　
数　
や　
値　
段　
）　」　

ノ　
さ　
ん　（　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
で　
は　
ラ　
ー　
メ　
ン　
屋　

さ　
ん　
、　
中　
華　
、　
日　
本　
食　
が　
主　
流　
。　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
は　
イ　

タ　
リ　
ア　
ン　
、　
ス　
パ　
ニ　
ッ　
シ　
ュ　
、　
イ　
ン　
ド　
そ　
の　
他　
の　
レ　
ス　
ト　

ラ　
ン　
が　
豊　
富　
で　
安　
い　
た　
め　
、　
日　
本　
食　
か　
ら　
離　
れ　
て　
い　

る　
」　ツ　
さ　
ん　（　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
に　
い　
る　
時　
は　
、　

レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
で　
も　
日　
本　
食　
を　
食　
べ　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　

し　
た　
が　
、　
海　
外　
で　
は　
必　
然　
的　
に　
洋　
食　
に　
な　
り　
ま　
し　

た　
」　ヘ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
に　
お　
い　
て　
は　

幅　
広　
く　
色　
々　
な　
料　
理　
を　
食　
べ　
た　
が　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
来　

て　
か　
ら　
は　
寿　
司　
に　
限　
ら　
れ　
て　
い　
る　
」　ホ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　

ー　
プ　
）　

「　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
の　
好　
み　
も　
日　
本　
食　
よ　
り　
は　
、　

よ　
り　
イ　
ン　
タ　
ー　
ナ　
シ　
ョ　
ナ　
ル　
的　
要　
素　
を　
求　
め　
ま　
す　

（　
支　
払　
い　
に　
あ　
っ　
た　
満　
足　
感　
が　
い　
る　
と　
思　
う　
か　
ら　
）　」　

マ　
さ　
ん　（　
B  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

し　
か　
し　
、　
面　
白　
い　
こ　
と　
に　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
の　
日　
本　

料　
理　
屋　
は　
一　
般　
的　
に　
日　
本　
人　
の　
間　
で　
好　
評　
で　
は　

な　
い　
の　
に　
、　
日　
本　
に　
い　
る　
時　
よ　
り　
も　
和　
風　
レ　
ス　
ト　

ラ　
ン　
で　
外　
食　
す　
る　
こ　
と　
の　
増　
え　
た　
家　
族　
も　
い　
る　
。　

「　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
で　
は　
、　
洋　
食　
か　
ら　
和　
食　
を　
食　
べ　
る　
回　

数　
が　
増　
え　
ま　
し　
た　
」　
ウ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
以　

前　
は　
洋　
食　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
に　
行　
き　
ま　
し　
た　
が　
、　
日　
本　
レ　

ス　
ト　
ラ　
ン　
に　
行　
く　
こ　
と　
が　
多　
く　
な　
り　
ま　
し　
た　
」　
ミ　
さ　

ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
で　
は　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
へ　
行　

く　
時　
は　
洋　
風　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
へ　
行　
く　
機　
会　
が　
多　
か　
っ　
た　

の　
が　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
来　
て　
か　
ら　
日　
本　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
へ　

行　
く　
回　
数　
が　
多　
く　
な　
っ　
た　（　
た　
だ　
し　
、　
家　
族　
全　
員　
で　

行　
く　
時　
）　」　ム　
さ　
ん　（　
B  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
家　
で　
食　
べ　

る　
機　
会　
の　
少　
な　
く　
な　
っ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
な　
ま　
物　（　
お　
刺　

身　
、　
寿　
司　
な　
ど　
）　
を　
食　
べ　
る　
こ　
と　
が　
多　
く　
な　
っ　

た　
」　
メ　
さ　
ん　（　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
洋　
食　
を　
食　
べ　
に　
行　

か　
な　
く　
な　
っ　
た　
」　モ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
レ　
ス　

ト　
ラ　
ン　
に　
行　
く　
時　
は　
、　
日　
本　
食　
が　
多　
く　
な　
っ　
た　
」　

ヤ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

最　
後　
に　
も　
う　
一　
つ　
指　
摘　
す　
べ　
き　
こ　
と　
は　
、　
オ　
ラ　

ン　
ダ　
と　
日　
本　
に　
お　
け　
る　
洋　
食　
の　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
の　
違　

い　
で　
あ　
る　
。　
現　
在　
日　
本　
で　
は　
子　
供　
の　
い　
る　
家　
族　
が　

「　
デ　
ニ　
ー　
ズ　
」　
や　「　
ス　
カ　
イ　
・　
ラ　
ー　
ク　
」　の　
よ　
う　
に　「　
フ　

ァ　
ミ　
リ　
ー　
・　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
」　と　
い　
う　
ジ　
ャ　
ン　
ル　
に　
属　
す　

る　
ア　
メ　
リ　
カ　
風　
の　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
で　
定　
期　
的　
に　
外　
食　

し　
て　
い　
る　
。　
欧　
州　
で　
は　
フ　
ァ　
ー　
ス　
ト　
フ　
ー　
ド　
を　
除　
け　

ば　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
風　
の　
外　
食　
産　
業　
が　
ほ　
と　
ん　
ど　
普　
及　

し　
て　
お　
ら　
ず　
、　
そ　
の　
こ　
と　
が　
ア　
メ　
リ　
カ　
と　
比　
較　
し　

た　
際　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
の　
生　
活　
を　
よ　
り　
馴　
染　
み　
に　
く　

く　
す　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　

オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
の　
食　
生　
活　
の　
西　
洋　
化　

本　
調　
査　
に　
お　
い　
て　
最　
も　
明　
白　
に　
現　
わ　
れ　
た　
傾　

向　
は　
、　
日　
本　
を　
離　
れ　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
来　
る　
こ　
と　
に　

よ　
る　
食　
生　
活　
の　
洋　
風　
化　
、　
そ　
し　
て　
洋　
食　
の　
多　
様　

化　
で　
あ　
る　
。　

「　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
は　
チ　
ー　
ズ　
が　
美　
味　
し　
い　
の　
で　
、　
よ　
く　
食　

べ　
る　
よ　
う　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
」　テ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
一　
度　
に　
と　
る　
果　
物　
の　
量　
、　
種　
類　
が　
増　
え　
た　
。　
チ　
ー　

ズ　
を　
と　
る　
回　
数　
が　
増　
え　
た　
」　オ　
さ　
ん　（　
A  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
で　
は　
白　
い　
パ　
ン　
ば　
か　
り　
食　
べ　
て　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　

こ　
ち　
ら　
に　
来　
て　
か　
ら　
茶　
色　
の　
パ　
ン　
を　
食　
べ　
る　
よ　
う　
に　

な　
り　
ま　
し　
た　
」　ユ　
さ　
ん　（　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
日　
本　
で　

は　
ト　
ー　
ス　
ト　
に　
バ　
タ　
ー　
だ　
け　
だ　
っ　
た　
の　
が　
、　
こ　
ち　
ら　
は　

ハ　
ム　
類　
、　
ロ　
ー　
ス　
ト　
・　
ビ　
ー　
フ　
な　
ど　
肉　
類　
も　
と　
る　
よ　
う　

に　
な　
っ　
た　
」　ヨ　
さ　
ん　（　
C  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
ク　
ロ　
ワ　
ッ　
サ　

ン　
や　
バ　
ゲ　
ッ　
ト　
を　
食　
べ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
」　ハ　
さ　
ん　（　
C  

グ　
ル　
ー　
プ　
）　

「　
パ　
ン　
の　
種　
類　
が　
豊　
富　
で　
美　
味　
し　
い　
。　

チ　
ー　
ズ　
、　
サ　
ラ　
ミ　
各　
ハ　
ム　
類　
が　
楽　
し　
め　
る　
」　マ　
さ　
ん　

（　
B  
グ　
ル　
ー　
プ　
）　

毎年初秋、ジャパン・ウィミンズ・クラブ主催でアムステルダムにお
いて行われる日本祭は、食べ物が中心である。

日本料理
25％

その他 17％

フランス料理
10％

中華料理
29％

イタリア料理19％

（図１）オランダ在住の日本人がよく行くレストラン
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しょうゆの話■Story of Shoyu

飯野亮一　Ryoichi Iino

醤油の歴史 ②

飯野亮一
Ryoichi Iino

1 9 3 8年東京都生まれ。早稲田大学英文学専攻課程、明治

大学史学地理学科卒業。食物史家。服部栄養専門学校

講師（食物史担当）。食生活史懇話会世話人、食生活史研

究会世話人、日本風俗史学会会員。「米は日本人の主食

であったか」「蘇の実験的考察」「『多門院日記』にみる醤油

と唐味噌」など研究発表多数。
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平　
安　
期　
に　
お　
け　
る　
醤　

前　
回　
に　
お　
い　
て　
も　
、　
平　
安　
期　
に　
お　
け　
る　
醤　

ひ　
し　
ほ　

の　

利　
用　
状　
況　
や　
そ　
の　
実　
態　
に　
つ　
い　
て　
触　
れ　
た　
が　
、　

今　
回　
は　
更　
に　
踏　
み　
込　
ん　
で　
、　
平　
安　
期　
に　
お　
け　
る　

醤　
が　
ど　
の　
よ　
う　
な　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
か　
に　
つ　
い　
て　

『　
延　
喜　
式　

え
ん
ぎ
し
き

』　
を　
中　
心　
に　
見　
て　
み　
る　
こ　
と　
に　
し　
た　
。　

『　
延　
喜　
式　
』　は　
、　
延　
喜　
五　
年　（　
九　
〇　
五　
）　醍　
醐　
天　

皇　
の　
命　
に　
よ　
り　
編　
纂　
が　
始　
ま　
り　
、　
延　
長　
五　
年　（　
九　

二　
七　
）　に　
完　
成　
し　
た　
法　
典　
で　
、　
各　
官　
司　
が　
当　
時　

の　
法　
令　
に　
従　
っ　
て　
そ　
の　
任　
務　
を　
遂　
行　
す　
る　
た　
め　

に　
必　
要　
な　
細　
則　
を　
集　
大　
成　
し　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　

こ　
れ　
は　
、　
平　
安　
時　
代　
の　
食　
生　
活　
史　
研　
究　
上　
最　
も　

重　
要　
な　
史　
料　
で　
あ　
る　
。　

主　
醤　
の　
廃　
止　
と　
醤　
院　
の　
設　
置　

『　
養　
老　
令　

よ　
う　
ろ　
う　
り　
ょ　
う　

』　に　
よ　
る　
と　
大　
膳　
職　

だ
い
ぜ
ん
し
き

に　
は　
主　
醤　

ひ　
し　
ほ　
の　
つ　
か　
さ　二　

人　

が　
置　
か　
れ　
、　
そ　
の　
管
理
下　
で
各
種　
の　
醤
や　

く
き　

、　

未　
醤　
な　
ど　
が　
造　
ら　
れ　
て　
い　
た　
。　
や　
が　
て　
そ　
の　
体　

制　
に　
変　
動　
が　
起　
こ　
っ　
た　
。　

平　
城　
天　
皇　
の　
大　
同　
年　
間　（　
八　
〇　
六　
〜　
八　
一　
〇　
）　

は　
、　
中　
央　
の　
政　
府　
機　
関　
の　
統　
廃　
合　
と　
、　
そ　
れ　
に　

伴　
う　
官　
吏　
の　
定　
員　
変　
更　
が　
盛　
ん　
に　
行　
わ　
れ　
た　
時　

代　
で　
あ　
っ　
た　
。　
大　
膳　
職　
関　
係　
で　
は　
、　
大　
同　
三　
年　

（　
八　
〇　
八　
）　
正　
月　
二　
十　
日　
の　
詔　
で　
、　

「　
筥　
陶　
司　
併　

二　

大　
膳　
職　

一　

。　・　
・　
・　・　
主　
醤　
主　
菓　
餅　

及　
刑　
部　
解　
部　
宜　

レ　

従　
二　

省　
廃　

一　

」　（　『　
類　
聚　
三　
代　
格　
』　）　

と　
、　
同　
じ　
宮　
内　
省　
に　
あ　
っ　
た　「　
筥　
陶　
司　

は　
こ　
す　
え　
も　
の　
し　

」　（　
飲　
食　

の　
器　
具　
を　

掌　

つ
か
さ
ど
る

る　
）　が　
大　
膳　
職　
に　
併　
合　
さ　
れ　
、　

大　
膳　
職　
に　
置　
か　
れ　
て　
い　
た　「　
主　
醤　
」　
と　
「　
主　
菓　
餅　

く　
だ　
も　
の　
の　
つ　
か　
さ　

」　

と　
い　
う　
二　
つ　
の　
役　
職　
が　
廃　
止　
さ　
れ　
た　
。　
つ　
ま　
り　
、　

醤　
な　
ど　
の　
調　
味　
料　
製　
造　
監　
督　
官　
（　
主　
醤　
）　
二　
人　

と　
主　
菓　
餅　
二　
人　
が　
リ　
ス　
ト　
ラ　
さ　
れ　
て　
し　
ま　
っ　
た　

（　
注　
１　
）　
。　

し　
か　
し　
、　
こ　
れ　
で　
は　
業　
務　
に　
支　
障　
が　
あ　
っ　
た　
と　

み　
え　
、　
早　
く　
も　
こ　
の　
年　
の　
七　
月　
二　
十　
六　
日　
に　
、　

「　
筥　
陶　
司　
が　
大　
膳　
職　
に　
併　
合　
さ　
れ　
た　
上　
、　
主　
醤　
・　

主　
菓　
餅　
が　
廃　
止　
さ　
れ　
た　
が　
業　
務　
は　
そ　
の　
ま　
ま　
な　

の　
で　
、　
繁　
忙　
で　
人　
数　
が　
不　
足　
し　
て　
い　
る　
。　
大　
膳　

職　
に　
少　
進　

し　
ょ　
う　
し　
ん　

一　
名　
、　
少　
属　

し　
ょ　
う　
ぞ　
く　

一　
名　
の　
増　
員　
を　
乞　
う　
」　

（　『　
類　
聚　
三　
代　
格　
』　）　と　
い　
っ　
た　
趣　
旨　
の　
太　
政　
官　
奏　

上　
が　
な　
さ　
れ　
た　
。　

こ　
れ　
に　
対　
し　
、　
早　
速　
八　
月　
に　
「　
加　

二　

・　
・　
・　
・　
大　

膳　
職　
少　
進　
少　
属　
各　
一　
員　

一　

」　（　『　
類　
聚　
国　
史　
』　）　と　

奏　
上　
通　
り　
の　
増　
員　
が　
認　
め　
ら　
れ　
た　
。　
さ　
ら　
に　
、　

翌　
大　
同　
四　
年　
に　
は　「　
加　

二　

・　
・　
・　
・　
大　
膳　
職　
四　
員　

一　

」　

（　『　
日　
本　
後　
紀　
』　）　と　
、　
四　
人　
の　
増　
員　
が　
行　
わ　
れ　
た　
。　

そ　
の　
後　
、　
承　
和　
二　
年　（　
八　
三　
五　
）　
六　
月　
に　
も　
「　
大　

膳　
職　
々　
掌　
。　
准　

二　

之　
諸　
職　

一　

。　
加　

二　

置　
二　
員　

一　

。　」　

（　『　
続　
日　
本　
後　
紀　
』　）　と　
、　
二　
名　
の　
増　
員　
が　
行　
わ　
れ　

て　
い　
る　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
大　
膳　
職　
の　
職　
員　
が　
補　
充　
さ　
れ　
て　

い　
く　
中　
で　
、　
醤　
な　
ど　
の　
調　
味　
料　
を　
造　
る　
工　
場　
が　

作　
ら　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。　
そ　
れ　
が　
醤　
院　

し　
ょ　
う　
い　
ん　

で　
あ　
る　
。　

『　
延　
喜　
式　
』　「　
大　
膳　
式　
上　
」　（　
以　
下　
『　
延　
喜　
式　
』　
を　

略　
し　
て　「　
大　
膳　
式　
上　
」　の　
よ　
う　
に　
表　
記　
）　に　
は　「　
醤　

院　
高　
部　
神　
一　
座　
」　
と　
あ　
る　
の　
で　
、　
す　
で　
に　
、　
大　
膳　

職　
に　
は　
醤　
院　
が　
あ　
っ　
て　
そ　
こ　
に　
は　
高　
部　

た

か

べ

神　
一　
柱　

が　
祭　
ら　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　
わ　
か　
る　
。　『　
延　
喜　
式　
』　の　

約　
五　
十　
年　
後　
に　
成　
っ　
た　
源　
高　
明　
の　『　
西　
宮　
記　
』　は　

「　
醤　
院　

」　
と　
、　
醤　
院　
は　
大　
膳　
職　
の　
別　
院　

と　
し　
て　
そ　
の　
西　
に　
あ　
る　
こ　
と　
を　
伝　
え　
て　
い　
る　
。　

醤　
院　
の　
建　
物　
が　
い　
つ　
頃　
建　
て　
ら　
れ　
た　
か　
確　
か　

な　
こ　
と　
は　
わ　
か　
ら　
な　
い　
が　
、　『　
三　
代　
実　
録　
』　
元　
慶　
六　

年　（　
八　
八　
二　
）　九　
月　
廿　
五　
日　
条　
に　「　
大　
膳　
職　
醤　
院　

火　
」　
と　
、　
醤　
院　
が　
火　
災　
に　
遭　
っ　
た　
こ　
と　
が　
記　
さ　
れ　

て　
い　
る　
。　「　
主　
醤　
」　
が　
廃　
止　
さ　
れ　
た　
の　
が　
八　
〇　
八　

大
膳
別
院

在
職
西

年　
、　
増　
員　
が　
一　
段　
落　
す　
る　
の　
が　
八　
三　
五　
年　
、　
焼　

失　
が　
八　
八　
二　
年　
な　
の　
で　
、　
醤　
院　
は　
九　
世　
紀　
の　
半　

ば　
頃　
に　
創　
設　
さ　
れ　
た　
の　
で　
は　
な　
か　
ろ　
う　
か　
。　

そ　
の　
後　
、　

「　
権　
左　
中　
弁　
藤　
原　
朝　
臣　
為　
輔　
伝　
宣　
。　
左　
大　
臣　

宣　
。　
大　
膳　
亮　
宮　
道　
時　
忠　
。　
宜　

三　

如　
レ　

旧　
為　

二　

供　
御　

所　
并　
醤　
院　
勾　
当　

一　

者　
。　

安　
和　
二　
年　
六　
月　
廿　
五　
日　
左　
大　
史　
吉　
志　
公　
胤　

奉　

」　

（　『　
類　
聚　
符　
宣　
抄　

る
い
じ
ゅ
ふ
せ
ん
し
ょ
う

』　）　

と　
、　
安　
和　
二　
年　
（　
九　
六　
九　
）　に　
、　
大　
膳　
亮　

だ　
い　
ぜ　
ん　
の　
す　
け　（　

大　
膳　

職　
の　
次　
官　
）　を　
醤　
院　

し　
ょ　
う　
い　
ん　

勾　
当　

こ
う
と
う（　

専　
任　
の　
役　
人　
）　に　
任　

命　
す　
る　
宣　
旨　
が　
出　
さ　
れ　
た　
り　
し　
て　
い　
る　
。　

こ　
の　
醤　
院　
は　
「　
大　
治　
二　
年　
二　
月　
十　
四　
日　
。　
宮　

内　
省　
、　
主　
水　
司　
、　
醤　
院　
等　
焼　
亡　
」　（　『　
百　
練　
抄　
』　）　

と　
あ　
っ　
て　
、　
大　
治　
二　
年　
（　
一　
一　
二　
七　
）　に　
も　
焼　
亡　

し　
て　
い　
る　
が　
、　
平　
安　
期　
を　
通　
じ　
て　
、　
醤　
院　
に　
お　

け　
る　
醤　
づ　
く　
り　
が　
継　
続　
さ　
れ　
て　
い　
た　
こ　
と　
は　
間　

違　
い　
な　
い　
。　

醤　
院　
に　
お　
け　
る　
醤　
づ　
く　
り　

「　
大　
膳　
式　
下　
」　の　「　
年　
料　
」　の　
と　
こ　
ろ　
に　
は　
種　
々　

の　
食　
品　
の　
年　
間　
生　
産　
量　
が　
載　
っ　
て　
い　
る　
が　
、　
そ　
の　

内　
、　
醤　
に　
関　
し　
て　
は　
、　

「
醤
一
百
五
十
石

（
注　
２
）　
甕
一
百

口　

（　
注　
３　
）　
。　
添　
醤　
六　
十　
五　
石　
　　
甕　
五　
十　
口　
」　

と　
あ　
っ　
て　
、　
醤　
院　
は　
、　
年　
間　
に　
醤　
百　
五　
十　
石　
、　
添　

醤　
六　
十　
五　
石　
を　
生　
産　
し　
て　
い　
た　
。　
そ　
し　
て　
、　
こ　
の　

醤　
の　
主　
原　
料　
と　
な　
る　
醤　
大　
豆　
に　
つ　
い　
て　
は　（　
注　
４　
）　、　

「　
凡　
諸　
国　
交　
易　
所　

レ　

進　
。　
醤　
大　
豆　
并　
小　
豆　
等　

類　
。　
随　

レ　

到　
量　
収　
。　
訖　
即　
申　

レ　

省　
。　
諸　
司　
赴　
集　
依　

レ　

實
検
納　
。　

」　（　「　
大
膳
式
下
」　）　と　
「
租
税　
で
購

入　
し　
て　
諸　
国　
か　
ら　
貢　
上　
さ　
れ　
る　
醤　
大　
豆　
や　
小　
豆　

類　
が　
大　
膳　
職　
に　
到　
着　
し　
た　
ら　
そ　
の　
量　
を　
確　
か　
め　

て　
収　
納　
し　
、　
そ　
の　
旨　
を　
宮　
内　
省　
に　
報　
告　
せ　
よ　
。　

そ　
の　
後　
、　
関　
係　
諸　
司　
は　
集　
合　
し　
て　
所　
定　
量　
を　
検　

納　
せ　
よ　
。　
そ　
の　
貢　
納　
量　
は　
民　
部　
式　
を　
見　
よ　
」　
と　

し　
て　
お　
り　
、　
全　
国　
か　
ら　
集　
め　
ら　
れ　
て　
い　
た　
。　

「　
民　
部　
式　

み
ん
ぶ
し
き

」　
を　
み　
る　
と　
、　
近　
江　
の　
国　
以　
下　
十　

二　
カ　
国　
が　
「　
交　
易　
雑　
物　
」　
と　
し　
て　
醤　
大　
豆　
を　
貢　

上　
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
そ　
の　
量　
を　
集　
計　
す　

る　
と　
、　
毎　
年　
分　
が　
三　
百　
二　
十　
七　
石　
、　「　
隔　
三　
年　

進　
」　
分　
が　
八　
十　
五　
石　
と　
な　
る　
。　
こ　
の　
「　
隔　
三　
年　

進　
」　
を　
三　
年　
に　
一　
度　
と　
解　
釈　
し　
て　
一　
年　
分　
を　
割　

り　
出　
す　
と　
、　
二　
十　
八　
・　
三　
石　
と　
な　
る　（　
注　
５　
）　
。　
従　

っ　
て　
、　
合　
計　
約　
三　
百　
五　
十　
五　
石　
の　
醤　
大　
豆　
が　
毎　

年　
貢　
納　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　

そ　
し　
て　
、　
こ　
の　
醤　
大　
豆　
は　
、　
大　
膳　
職　
用　
に　
三　
百　

五　
十　
石　（　
醤　
百　
五　
十　
石　
用　
に　
三　
百　
石　（　
注　
６　
）　、　
未　

醤　
五　
十　
石　
用　
に　
五　
十　
石　（　
注　
７　
）　）　が　
使　
用　
さ　
れ　
、　
内　

膳　
司　
用　
に　
二　
石　
五　
斗　
が　
使　
用　
さ　
れ　
る　（　
注　
８　
）　
。　
使　

用　
量　
の　
合　
計　
は　
三　
百　
五　
十　
二　
石　
五　
斗　
と　
な　
り　
、　

こ　
れ　
は　
全　
国　
か　
ら　
の　
納　
入　
量　
に　
ほ　
ぼ　
一　
致　
す　
る　
。　

諸　
国　
か　
ら　
貢　
納　
さ　
れ　
た　
醤　
大　
豆　
は　
、　
天　
日　
乾　

燥　
さ　
れ　
た　
後　
、　
加　
工　
用　
に　
回　
さ　
れ　
た　
よ　
う　
で　
あ　

る　
。　「　
掃　
部　

か

も

ん

式　
」　
の　
「　
諸　
司　
年　
料　
」　
に　
「　
長　
席　
八　

枚　
。　

」　
と　
あ　
っ　
て　
、　
年　
料　
と　
し　
て　

干
供
御
年
料
糒
所
二
枚
。　

暴
醤
并
未
醤
大
豆
所
六
枚
。　

其
數
見

民
部
式

別
受

三
石

供
御
料
七
十
五
石
。　

雑
給
料
七
十
五
石
。　

長　
席　

な　
が　
む　
し　
ろ　

六　
枚　
が　「　
醤　
・　
未　
醤　
大　
豆　
を　
曝　
す　
所　
」　
用　
に　

用　
意　
さ　
れ　
て　
い　
る　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　

こ　
の　
醤　
大　
豆　
を　
主　
原　
料　
に　
し　
、　
米　
麹　
・　
モ　
チ　

米　
・　
小　
麦　
・　
酒　
・　
塩　（　
雑　
給　
料　
は　
モ　
チ　
米　
を　
除　
く　
。　

原　
料　
に　
水　
を　
加　
え　
て　
い　
る　
と　
思　
え　
る　
が　
不　
明　
）　

を　
加　
え　
て　
原　
料　
の　
約　
二　
九　
パ　
ー　
セ　
ン　
ト　
の　
醤　
が　

造　
ら　
れ　
た　
。　

醤　
と　
滓　
醤　

『　
延　
喜　
式　
』　に　
は　
、　
醤　
の　
ほ　
か　
、　
滓　
醤　

さ　
い　
し　
ょ　
う　

の　
名　
が　

頻　
繁　
に　
現　
わ　
れ　
る　
。　
し　
か　
し　
、　『　
延　
喜　
式　
』　に　
よ　
っ　

て　
醤　
の　
製　
法　
は　
わ　
か　
る　
が　
、　
滓　
醤　
に　
関　
し　
て　
は　

不　
明　
で　
あ　
る　
。　
そ　
こ　
で　
、　
両　
者　
の　
関　
係　
を　「　
大　
膳　

式　
」　「　
内　
膳　
式　
」　
を　
中　
心　
に　
見　
て　
み　
る　
と　
、　
次　
の　
こ　

と　
が　
わ　
か　
る　
。　

一　．　

醤　
と　
滓　
醤　
が　
併　
記　
さ　
れ　
て　
い　
る　
場　
合　
は　
、　

必　
ず　
醤　
・　
滓　
醤　
の　
順　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
ま　
た　
、　

醤　
は　
身　
分　
の　
上　
位　
者　
の　
方　
に　
、　
滓　
醤　
は　
下　

位　
者　
の　
方　
に　
支　
給　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

二　．　

醤　
の　
用　
途　
は　
多　
様　
で　
、　
生　
菜　
料　
、　
薄　
餅　
料　
、　

好　
物　
料　
、　
海　
菜　
料　
、　
漬　
菜　
料　
、　
汁　
物　
料　
、　
羹　

料　
、　
索　
餅　
料　
な　
ど　
へ　
の　
利　
用　
が　
示　
唆　
さ　
れ　

て　
い　
る　
が　（　
注　
９　
）　
、　
滓　
醤　
は　
漬　
物　
料　
と　
し　
て　

の　
利　
用　
例　
し　
か　
見　
ら　
れ　
な　
い　
。　

三　．　

滓　
醤　
は　
漬　
物　
用　
と　
し　
て　
多　
く　
使　
わ　
れ　
、　
醤　

漬　
瓜　
、　
醤　
茄　
子　
な　
ど　
醤　
の　
名　
の　
付　
く　
漬　
物　

全　
て　
に　
使　
用　
さ　
れ　
て　
い　
る　
が　
、　
醤　
は　
供　
御　

く

ご

用　

二　
例　
に　
滓　
醤　
と　
の　
併　
用　
が　
み　
ら　
れ　
る　
だ　
け　

で　
あ　
る　
。　
醤　
漬　
に　
は　
滓　
醤　
が　
不　
可　
欠　
だ　
が　
、　

醤　
は　
特　
定　
の　
場　
合　
の　
み　
添　
加　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

四　．　
「　
醤　
鰒　

ひ　
し　
ほ　
あ　
わ　
び　

料　
。　
東　
鰒　
六　
十　
斤　
。　
塩　
六　
斗　
四　
升　

八　
合　
一　
勺　
八　
撮　
。　
滓　
醤　
二　
石　
四　
升　
四　
合　
二　

勺　
。　」　（　「　
大　
膳　
式　
下　
」　）　と　
あ　
っ　
て　
、　
ア　
ワ　
ビ　
な　

ど　
の　
魚　
介　
類　
の　
醤　
漬　
を　
造　
る　
の　
に　
も　
滓　
醤　

が　
使　
わ　
れ　
て　
い　
る　
。　

五　．　

滓　
醤　
の　
内　
膳　
司　
に　
お　
け　
る　
使　
用　
量　
は　
非　
常　

に　
少　
な　
く　
、　
そ　
の　
用　
途　
は　
主　
に　
漬　
物　
用　
で　

あ　
る　
。　

醤　
は　
、　
前　
回　
紹　
介　
し　
た　
「　
造　
雑　
物　
法　

ぞ
う
ぞ
う
も
つ
ほ
う

」　（　
種　
々　

の　
食　
品　
を　
造　
る　
法　
）　の　
「　
供　
御　
醤　
料　
」　
に　
従　
っ　
て　

造　
ら　
れ　
た　
液　
体　
調　
味　
料　
で　
、　
そ　
の　
用　
途　
の　
多　
様　

性　
・　
身　
分　
の　
上　
位　
者　
へ　
の　
支　
給　
・　
漬　
物　
に　
お　
け　
る　

プ　
ラ　
ス　
ア　
ル　
フ　
ァ　
的　
な　
使　
わ　
れ　
方　
な　
ど　
か　
ら　
し　

て　
、　
貴　
重　
品　
と　
し　
て　
利　
用　
さ　
れ　
た　
。　
年　
間　
生　
産　

量　
の　
百　
五　
十　
石　
は　
現　
在　
量　
に　
換　
算　
す　
る　
と　
約　
一　

〇　
・　
八　
キ　
ロ　
リ　
ッ　
ト　
ル　
で　
、　
一　
日　
分　
に　
す　
る　
と　
約　

三　
〇　
リ　
ッ　
ト　
ル　
に　
す　
ぎ　
な　
い　
量　
で　
あ　
る　（　
注　
10  
）　
。　

そ　
し　
て　
、　
醤　
の　
絞　
り　
滓　（　
醤　
滓　
）　は　
再　
利　
用　
さ　

れ　
、　
そ　
れ　
を　
使　
っ　
て　「　
添　
醤　
」　
が　
造　
ら　
れ　
た　（　
注　
11  
）　
。　

「　
滓　
醤　
」　
は　
そ　
の　
名　
か　
ら　
し　
て　
「　
滓　
の　
混　
ざ　
っ　

た　
醤　
」　
と　
考　
え　
、　「　
滓　
醤　
」　
か　
ら　
液　
体　
の　
「　
醤　
」　
が　

造　
ら　
れ　
、　
そ　
の　
絞　
り　
滓　
を　
使　
っ　
て　
後　
世　
の　
二　
番　

タ　
マ　
リ　
の　
よ　
う　
な　
「　
添　
醤　
」　
が　
造　
ら　
れ　
た　
、　
と　
解　

す　
る　
と　
す　
っ　
き　
り　
す　
る　
の　
で　
あ　
る　
が　
、　
ど　
う　
も　
そ　

う　
簡　
単　
に　
は　
い　
か　
な　
い　
よ　
う　
で　
あ　
る　
。　

そ　
の　
理　
由　
の　
第　
一　
は　
、　
全　
国　
か　
ら　
集　
め　
ら　
れ　

た　
醤　
大　
豆　
の　
大　
部　
分　（　
三　
百　
石　
）　が　
「　
醤　
」　
用　
に　

充　
て　
ら　
れ　
、　「　
供　
御　
醤　
料　
」　
の　
製　
法　
に　
基　
づ　
い　
て　

原　
料　
大　
豆　
の　
半　
量　
（　
百　
五　
十　
石　
）　の　
醤　
が　
造　
ら　

れ　
て　
お　
り　
、　
滓　
醤　
か　
ら　
醤　
が　
造　
ら　
れ　
る　
過　
程　
を　

想　
定　
し　
に　
く　
い　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　

第　
二　
は　
、　『　
延　
喜　
式　
』　で　
は　
か　
な　
り　
の　
量　
の　「　
滓　

醤　
」　
が　
使　
わ　
れ　
て　
い　
て　
、　「　
醤　
」　
と　
は　
別　
の　
用　
途　

（　
主　
に　
漬　
物　
用　
）　に　
充　
て　
ら　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　
多　

い　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　

そ　
こ　
で　
、　
試　
み　
に　
醤　
と　
滓　
醤　
の　
年　
間　
使　
用　
料　

や　
支　
給　
量　
を　
表　（　
次　
項　
）　に　
ま　
と　
め　
て　
み　
た　
。　

表　
中　
の　
数　
字　
は　
年　
間　
に　
使　
用　
さ　
れ　
る　
量　（　
単　

位　
は　
合　
）　で　
、　「　
大　
膳　
職　
関　
係　
」　は　
大　
膳　
職　
で　
使　
用　

し　
た　
り　
支　
給　
す　
る　
量　
を　
、　「　
内　
膳　
司　
関　
係　
」　
は　
内　

『厨事類記
ちゅうじるいき

』（鎌倉末頃）中の「御台盤居様絵図
お だ い ば ん す え よ う え ず

」にみられる
調味料セット（四種）の図。



延喜式における醤・滓醤の年間使用量
1．大膳職関係 単位：合
篇目名 使 用 例 醤 滓醤

神今食小斎給食 262
同 皇后宮給食 68

鎮魂雑給料 440 178
新嘗祭小斎給食 207

小斎解斎給食 158
宴会雑給 60

大膳上 園韓神祭雑給料 120
平野祭雑給料 510
賀茂祭給食料 48 30
春日祭・雑給料 300
大原野祭・雑給料 300
松尾神祭・雑給料 102 400
釈奠祭料・雑給料 162
東寺祭料 540
聖神寺・常住寺季料 3744 1440
正月最勝王経斎会供養料 976 488
正月修真言法料 417 460
正月修太元帥法料 300 190
延暦寺試年分度者三度料 39 312

西塔院試年分度者料 13 104
大安寺斎会供養料 784
嘉祥寺地蔵悔過料 160
試海印三昧寺年分度者料 10 60
安祥寺試年分度者料 10 40

大膳下 七寺盂蘭盆供養料 567 28
仁王経斎会供養料 363 122
手束索餅料 2477
正月最勝王経斎会醤瓜料 3142
供御醤瓜料 3804
儲醤瓜料 5636
醤鰒料 7800
正月四節料 200
七月廿五日節料 20
月料 無品親王・内親王 2880

加茂斎内親王 1880
夫人 1440
女御 720
女官 720 7200
侍従 13320

出納官物諸司百度料 4320
勘解由使百度料 6120
検納薪諸司百度料 1440
曝 兵庫寮器仗百度料 35
漢語師并生日料 4320
主鈴・典鑰月料 2880
蔵人所月料 720

計 35757 49829

２．内膳司関係
使 用 例 醤 滓醤

新嘗祭供御料夜料 50
解斎料 50

諸節供御料正月三節 600
五月五日節 200
七月七日 200
九月九日節 200

内膳司 供御月料 9960 900
漬秋菜料糟漬瓜 270 270

醤漬瓜 198 198
醤漬冬瓜 168 168
醤菁根 250
醤茄子 180
荏裹 1000 1000
計 12896 2966

３．その他
斎宮初斎院別当以下食料 2736 19080

神祇五 月料 2880 21960
正月三節料 15

神祇六 斎院司 173
図書寮 写経生等食料 3600
大蔵省 戒壇十師并沙弥菜料 441

掃正倉院料 100
主殿寮 神廿三座春秋祭料 400
典薬寮 共作女医料 420
春宮坊 主膳監月料 6300 900

計 10341 44233

合 計 58994 95828
醤と滓醤の合計 154822
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膳　
司　
に　
お　
い　
て　
使　
用　
す　
る　
量　
を　
、　「　
そ　
の　
他　
」　
は　

「　
大　
膳　
式　
」　に　
は　
示　
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
が　
、　
明　
ら　
か　
に　

大　
膳　
職　
よ　
り　
支　
給　
さ　
れ　
て　
い　
る　
量　
を　
表　
し　
て　
い　

る　
。　
こ　
の　
ト　
ー　
タ　
ル　
量　
は　
概　
略　
的　
な　
数　
字　
で　
あ　

る　
。　
推　
定　
で　
計　
上　
し　
た　
も　
の　
や　
臨　
時　
の　
も　
の　（　
斎　

宮　
初　
斎　
院　
関　
係　
）　、　
支　
給　
人　
数　
が　
不　
明　
な　
も　
の　

を　
含　
む　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　
た　
だ　
、　
こ　
の　
他　
に　
も　
臨　
時　

の　
支　
給　
が　
あ　
る　
こ　
と　
や　
、　
人　
数　
が　
不　
明　
の　
た　
め　

一　
名　
分　
だ　
け　
を　
計　
上　
し　
た　
り　
、　
支　
給　
や　
使　
用　
が　

明　
白　
で　
あ　
っ　
て　
も　
そ　
の　
量　
が　
つ　
か　
め　
な　
い　
た　
め　
計　

上　
出　
来　
な　
か　
っ　
た　
も　
の　
も　
の　
が　
あ　
る　
こ　
と　
を　
総　
合　

す　
る　
と　
、　
実　
際　
に　
は　
も　
っ　
と　
多　
く　
の　
醤　
や　
滓　
醤　
が　

使　
用　
さ　
れ　
て　
い　
た　
よ　
う　
に　
思　
わ　
れ　
る　
（　
注　
12  
）　
。　

滓　
醤　
と　
は　

こ　
の　
表　
か　
ら　
、　
醤　
と　
滓　
醤　
を　
合　
わ　
せ　
た　
年　
間　

使　
用　
量　
は　
、　
醤　
の　
年　
間　
生　
産　
量　
の　
百　
五　
十　
石　
を　

超　
え　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
と　
思　
え　
、　
滓　
醤　
は　
醤　
と　

は　
別　
に　
造　
ら　
れ　
て　
い　
た　
可　
能　
性　
が　
あ　
る　
。　
ま　
た　
、　

滓　
醤　
は　
漬　
物　
に　
は　
例　
外　
な　
く　
使　
用　
さ　
れ　
、　
醤　
と　

同　
時　
に　
支　
給　
さ　
れ　
る　
例　
も　
多　
く　
見　
ら　
れ　
、　
別　
の　

用　
途　
を　
持　
っ　
て　
い　
た　
こ　
と　
も　
わ　
か　
る　
。　
そ　
し　
て　
、　

滓　
醤　
は　
添　
醤　
と　
も　
別　
物　
と　
思　
え　
る　
（　
注　
13  
）　
。　

滓　
醤　
と　
は　
、　「　
滓　
を　
取　
り　
除　
い　
て　
い　
な　
い　
醤　
」　の　

意　
の　
モ　
ロ　
ミ　
調　
味　
料　
で　
、　
市　
場　
で　
購　
入　
さ　
れ　
る　

こ　
と　
も　
あ　
っ　
た　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
が　
、　
醤　
院　
で　
も　
造　

ら　
れ　
て　
い　
た　
。　
こ　
う　
捉　
え　
て　
み　
て　
疑　
問　
に　
思　
う　
の　

は　
、　
で　
は　
な　
ぜ　
こ　
れ　
ほ　
ど　
多　
く　
消　
費　
さ　
れ　
る　
滓　
醤　

の　
生　
産　
量　
や　
製　
法　
が　『　
延　
喜　
式　
』　に　
示　
さ　
れ　
て　
い　

な　
い　
の　
か　
と　
い　
う　
問　
題　
で　
あ　
る　
。　「　
供　
御　
醤　
料　
」　に　

示　
さ　
れ　
て　
い　
る　
の　
は　
滓　
醤　
の　
製　
法　
と　
考　
え　
、　
そ　
の　

一　
部　
を　
利　
用　
し　
て　
醤　
が　
造　
ら　
れ　
る　
過　
程　
を　
想　
定　

し　
て　
み　
る　
必　
要　
が　
あ　
る　
の　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　
し　

か　
し　
、　
こ　
こ　
で　
は　
、　
そ　
の　
生　
産　
量　
の　
半　
分　
を　
供　

御　
用　
に　
充　
て　
る　
貴　
重　
品　
と　
し　
て　
の　「　
醤　
」　に　
つ　
い　

て　
は　
、　
政　
府　
は　
生　
産　
量　
や　
製　
法　
を　
定　
め　
て　
、　
そ　

の　
必　
要　
量　
の　
確　
保　
や　
品　
質　
の　
保　
持　
を　
図　
っ　
た　
が　
、　

醤　
に　
比　
べ　
て　
、　
製　
法　
に　
そ　
れ　
ほ　
ど　
厳　
密　
さ　
を　
要　

せ　
ず　
、　
大　
量　
生　
産　
や　
市　
場　
で　
の　
購　
入　
が　
可　
能　
で　

あ　
っ　
た　「　
滓　
醤　
」　に　
つ　
い　
て　
は　
特　
に　
そ　
の　
規　
定　
を　
設　

け　
な　
か　
っ　
た　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
、　
と　
考　
え　
て　
お　
く　
。　

い　
ず　
れ　
に　
せ　
よ　
、　
醤　
院　
で　
は　
液　
体　
状　
の　
醤　
と　
モ　

ロ　
ミ　
状　
の　
滓　
醤　
が　
造　
ら　
れ　
て　
い　
た　
に　
違　
い　
な　
い　
。　

そ　
し　
て　
、　
こ　
れ　
ら　
の　
醤　
類　
を　
実　
際　
に　
使　
用　
す　
る　

場　
合　
に　
は　
、　
被　
給　
者　
の　
身　
分　
や　
用　
途　
な　
ど　
に　
応　

じ　
て　
種　
類　
を　
定　
め　
て　
支　
給　
を　
行　
っ　
て　
い　
く　
関　
係　

上　
、　「　
醤　
」　「　
滓　
醤　
」　な　
ど　
の　
分　
類　
名　
が　
必　
要　
だ　
っ　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
滓　
醤　
の　
名　
は　『　
延　
喜　
式　
』　
以　
外　
に　
は　

ほ　
と　
ん　
ど　
見　
ら　
れ　
な　
い　
の　
で　
、　
一　
般　
的　
に　
は　
そ　

の　
よ　
う　
な　
分　
類　
は　
行　
わ　
れ　
ず　
、　
醤　
の　
名　
で　
代　
表　

さ　
れ　
、　
醤　
と　
は　
モ　
ロ　
ミ　
状　
の　
製　
品　
と　
認　
識　
さ　
れ　

て　
い　
た　
の　
で　
は　
な　
か　
ろ　
う　
か　
。　

『　
和　
名　
抄　

わ　
み　
ょ　
う　
し　
ょ　
う　

』　に　
は　「　
醤　
は　
豆　
醢　
也　

と

う

か

い

」　
と　
あ　
る　
。　
醢　

は　
塩　
辛　
の　
こ　
と　
な　
の　
で　
、　「　
豆　
醢　
」　は　
モ　
ロ　
ミ　
状　
の　

大　
豆　
製　
品　
を　
表　
わ　
し　
て　
い　
る　
。　
さ　
ら　
に　
、　
も　
う　

一　
例　
を　
挙　
げ　
る　
と　
、　『　
散　
木　
奇　
歌　
集　

さ
ん
ぼ
く
き
か
し
ゅ
う

』　に　
次　
の　
歌　

が　
納　
め　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

「　
な　
ら　
に　
し　
り　
た　
る　
僧　
の　
論　
議　
し　
け　
る　
か　

い　
と　
し　
も　
せ　
す　
と　
聞　
え　
け　
れ　
は　承　

源　
法　
師　

論　
議　
を　
は　
み　
そ　
ひ　
し　
を　
に　
そ　
し　
た　
り　
け　
り　

の　
ち　
に　
き　
ゝ　
て　
つ　
け　
ゝ　
る　

た　
う　
さ　
う　
な　
り　
と　
人　
は　
い　
へ　
と　
も　
」　

『　
散　
木　
奇　
歌　
集　
』　は　
、　
源　
俊　
頼　（　
一　
〇　
五　
五　
〜　
一　

一　
二　
九　
）　の　
晩　
年　
の　
自　
選　
歌　
集　
で　
、　
当　
時　
の　
俗　
語　

等　
を　
知　
る　
た　
め　
の　
貴　
重　
な　
資　
料　
と　
い　
わ　
れ　
て　
い　
る　
。　

奈　
良　
の　
知　
り　
合　
い　
の　
僧　
が　
論　
議　（　
経　
論　
の　
要　
義　
を　

問　
答　
）　し　
た　
が　
、　
大　
し　
た　
成　
果　
は　
挙　
げ　
ら　
れ　
な　
か　

っ　
た　
と　
聞　
い　
て　
、　
承　
源　
法　
師　
が　「　
論　
議　
を　
み　
そ　
ひ　

し　
を　（　
味　
噌　
・　
醤　
）　に　
し　
て　
し　
ま　
っ　
た　
こ　
と　
よ　
」　
と　
詠　

ん　
で　
い　
る　
。　
こ　
こ　
で　
の　「　
み　
そ　
ひ　
し　
を　
に　
す　
る　
」　
は　

「　
味　
噌　
と　
醤　
を　
ご　
ち　
ゃ　
ま　
ぜ　
に　
し　
て　
だ　
い　
な　
し　
に　
す　

る　
」　の　
意　
味　
に　
取　
れ　
る　
。　
醤　
と　
味　
噌　
と　
が　
よ　
く　
似　

て　
い　
る　
こ　
と　
を　
前　
提　
に　
し　
た　
喩　
え　
で　
あ　
る　
。　

液　
体　
状　
の　
醤　
の　
衰　
退　

液　
体　
状　
の　
醤　
は　
、　
律　
令　
政　
府　
の　
衰　
退　
と　
と　
も　

に　
あ　
ま　
り　
造　
ら　
れ　
な　
く　
な　
っ　
て　
い　
く　
よ　
う　
で　
あ　

る　
。　
そ　
の　
理　
由　
は　
よ　
く　
解　
ら　
な　
い　
が　
、　
古　
代　
に　

お　
け　
る　
醤　
と　
十　
六　
世　
紀　
に　
出　
現　
す　
る　
醤　
油　
と　

で　
は　
原　
料　
の　
麦　
の　
使　
用　
料　
が　
非　
常　
に　
異　
な　
っ　
て　

い　
る　
。　『　
延　
喜　
式　
』　
に　
お　
け　
る　
醤　
は　
大　
豆　
に　
対　
し　

て　
五　
パ　
ー　
セ　
ン　
ト　
の　
麦　（　
小　
麦　
）　し　
か　
使　
わ　
れ　
て　

い　
な　
い　
が　
、　
後　
世　
の　
醤　
油　
は　
大　
豆　
と　
同　
量　
の　
麦　

が　
使　
わ　
れ　
て　
い　
る　
。　
こ　
れ　
は　
現　
在　
に　
も　
つ　
な　
が　

る　
原　
料　
の　
配　
合　
割　
合　
で　
あ　
る　
。　
古　
代　
の　
液　
体　
の　

醤　
は　
原　
料　
か　
ら　
す　
れ　
ば　
タ　
マ　
リ　
の　
よ　
う　
な　
も　
の　

と　
思　
え　
る　
が　
、　
味　
の　
点　
は　
ど　
う　
だ　
っ　
た　
の　
だ　
ろ　

う　
か　
。　

律　
令　
政　
府　
が　
衰　
退　
し　
て　
い　
く　
に　
つ　
れ　
て　
全　
国　

的　
に　
生　
産　
さ　
れ　
て　
い　
た　
乳　
製　
品　
の　「　
蘇　そ
」　
が　
姿　
を　

消　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
は　
よ　
く　
知　
ら　
れ　
て　
い　
る　
が　
、　
こ　

れ　
と　
同　
じ　
よ　
う　
な　
こ　
と　
が　
液　
体　
状　
の　
醤　
に　
も　
生　

じ　
た　
と　
思　
わ　
れ　
る　（　
注　
14  
）　
。　

以　
下　
の　
資　
料　
で　
平　
安　
末　
か　
ら　
鎌　
倉　
期　
に　
か　

け　
て　
液　
体　
状　
の　
醤　
が　
ど　
う　
な　
っ　
て　
い　
く　
か　
を　
見　

て　
み　
る　
。　

①　
「　
七　
日　

御　
干　
飯　
并　
七　
種　
御　
菜　
事　
。　（　
略　
）　

御　
菜　
。　

。　
荳　
。　
萩　
。　
薺　
。　
芹　
。　

。　
紫　

苑　
。　
萱　
艸　
。　
味　
噌　
。　
塩　
。　
糟　
。　」　（　『　
執　
政　
所　
抄　
』　）　

②　
「　
次　
供　
御　
四　
種　
。　

」　」　（　『　
長　
寛　
二　

年　
朔　
旦　
冬　
至　

さ
く
た
ん
と
う
じ

記　
』　）　

③　
「　
四　
種　
ハ　
。　
味　
曽　
。　
塩　
。　
酢　
。　
酒　
。　
近　
代　
ハ　
酒　

ヲ　
略　
シ　
テ　
蓼　
ヲ　
用　
。　
タ　
デ　
ナ　
キ　
ト　
キ　
ハ　
ワ　
サ　
ビ　
。　

ハ　
ジ　
カ　
ミ　
等　
也　
。　
味　
曽　
蓼　
ハ　
必　
酢　
ニ　
可　

レ　

解　
也　
。　」　

（　『　
門　
室　
有　
職　
抄　

も　
ん　
し　
つ　
ゆ　
う　
そ　
く　
し　
ょ　
う　

』　）　

④　
「　
御　
膳　
ニ　
四　
種　
ト　
云　
フ　
事　
ア　
リ　
。　
味　
會　
、　
塩　
、　

酢
塩
色
利
酒
居
盤
四
枚
。　

四
人
於
西
階
下
授
采
女
。　

酢　
、　
酒　
ノ　
四　
ナ　
リ　
」　（　『　
塵　
袋　

ち　
り　
ぶ　
く　
ろ　

』　）　

⑤　
「　
四　
種　

塩　
、　
酢　
、　
酒　
、　
醤　
。　
今　
案　
常　
以　
塩　
酢　
之　
四　
種　
是　

略　
也　

」　（　『　
二　
中　
歴　
』　）　

⑥　
「　
四　
種　
器　

酢　
。　
酒　
。　
塩　
。　
醤　
。　
或　
止　

レ　

醤　
用　

二　

色　
利　

一　

。　

裏　
書　

色　
利　
煎　
汁　
。　
イ　
ロ　
リ　
ト　
ハ　
大　
豆　
ヲ　
煎　
タ　
ル　

汁　
也　
云　
云　
。　
或　
鰹　
ヲ　
煎　
タ　
ル　
汁　
也　
云　
々　
」　（　『　
厨　
事　

類　
記　
』　）　

⑦　
「　
醤　

」　（　『　
平　
他　
字　
類　
抄　
』　）　

①　
は　
、　
平　
安　
末　
期　
頃　
の　
摂　
家　
の　
年　
中　
行　
事　
を　

述　
べ　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
が　
、　
正　
月　
七　
日　
の　
七　
種　
菜　

の　
羹　

あ　
つ　
も　
の　に　

味　
噌　
・　
塩　
・　
糟　
の　
調　
味　
料　
が　
使　
わ　
れ　
て　
い　

る　
。　
当　
時　
の　
記　
録　
に　
は　
羹　
や　
汁　
が　
よ　
く　
出　
て　
く　

る　
が　
、　
そ　
れ　
が　
ど　
の　
よ　
う　
に　
味　
付　
け　
さ　
れ　
て　
い　
る　

か　
は　
不　
明　
で　
あ　
る　
。　
そ　
の　
点　
で　
こ　
れ　
は　
貴　
重　
な　

資　
料　
と　
い　
え　
る　
が　
、　
醤　
が　
使　
わ　
れ　
て　
い　
な　
い　
こ　
と　

が　
注　
目　
さ　
れ　
る　
。　
醤　
が　
液　
体　
調　
味　
料　
と　
し　
て　
発　

展　
を　
遂　
げ　
て　
い　
け　
ば　
、　
汁　
物　
の　
味　
付　
け　
に　
利　
用　

さ　
れ　
て　
も　
よ　
さ　
そ　
う　
な　
も　
の　
で　
あ　
る　
が　
、　
そ　
の　
例　

が　
見　
ら　
れ　
な　
い　
。　

②　
は　
、　
長　
寛　
二　
年　（　
一　
一　
六　
四　
）　に　
、　
朝　
廷　
で　

朔　
旦　
冬　
至　

さ
く
た
ん
と
う
じ

の　
儀　
式　
が　
行　
わ　
れ　
た　
際　
の　
記　
録　
の　
一　

部　
で　
あ　
る　
。　「　
四　
種　
」　
と　
い　
わ　
れ　
る　
調　
味　
料　
セ　
ッ　

ト　（　
塩　
、　
酢　
、　
酒　
、　
醤　
）　中　
の　
醤　
は　
液　
体　
状　
と　
思　
え　

る　
が　
、　
醤　
に　
代　
っ　
て　「　
色　
利　

い

ろ

り

」　
が　
並　
べ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

③　
の　『　
門　
室　
有　
職　
抄　
』　は　
、　
鎌　
倉　
初　
期　
の　
僧　
家　

を　
中　
心　
に　
し　
た　
有　
職　
故　
実　
書　

ゆ

う
そ
く

こ
じ
つ
し

ょ

で　
あ　
る　
。　

「　
至　
極　
饗　
応　

し
ご
く
き
ょ
う
お
う

」　（　
最　
高　
の　
饗　
応　
）　の　
時　
な　
の　
で　
、　「　
四　

種　
」　
が　
並　
べ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
が　
、　
醤　
に　
代　
っ　
て　
味　
噌　

が　
使　
用　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

④　
は　
鎌　
倉　
中　
期　
の　
辞　
書　
で　
あ　
る　
が　
、　
や　
は　
り　

「　
四　
種　
」　の　
醤　
と　
味　
會　
と　
入　
れ　
代　
っ　
て　
い　
る　
。　

⑤　
は　
、　「　
四　
種　
」　
と　
は　
塩　
、　
酢　
、　
酒　
、　
醤　
の　
こ　
と　

で　
あ　
る　
が　
、　
通　
常　
は　
省　
略　
し　
て　
塩　
と　
酢　
で　
「　
四　

種　
」　
と　
し　
て　
い　
る　
、　
と　
あ　
る　
。　
同　
書　
の　
「　
五　
十　
日　

ア　
ヘ　
モ　
ノ　
ヒ　
シ　
ホ

シ　
ヤ
ウ

注（
１
）　
主　
菓　
餅　
の　
役　
割　
は　『　
養　
老　
職　
員　
令　
』　
大　
膳　
職　
条　

に　
「　
主　
菓　
餅　
二　
人　
。　

掌　
。　
菓　
子　
。　
造　

二　

雑　
餅　
等　

一　

事　

」　
と　
あ　

る　
。　

（
２
）　
百　
五　
十　
石　
の　
内　
訳　
は　
、　
天　
皇　
用　
（　
供　
御　
料　
）　
が　

七　
十　
五　
石　
、　
天　
皇　
用　
以　
外　
の　
一　
般　
用　
（　
雑　
給　

料
）　
が　
七
十
五
石　
で
あ　
る　
。　

（
３
）　「
甕
一
百
口　

」　
と
あ　
り　
、　
三
百
石　
の
醤
が　

生　
産　
さ　
れ　
て　
い　
る　
よ　
う　
に　
も　
受　
け　
取　
れ　
る　
が　
、　

後　
述　
の　
醤　
大　
豆　
の　
貢　
納　
量　
と　
の　
関　
係　
か　
ら　
も　

百
五
十
石　
の
生
産
量
と　
み　
な　
し
た　
。　

（
４
）　『　
延
喜
式　
』　の　
「　
供
御
醤
料　
」　
の　
原
料
名　
中
に

は　
た　
だ　
「　
大　
豆　
」　
と　
あ　
る　
が　
、　
奈　
良　
時　
代　
の　

醤　
の　
原　
料　
に　
は　
「　
醤　
大　
豆　
」　
が　
使　
わ　
れ　
て　
い　

る　
こ　
と　
か　
ら　
（　
関　
根　
真　
隆　
『　
奈　
良　
朝　
食　
生　
活　

の　
研　
究　
』　）　、　
こ　
れ　
は　
醤　
大　
豆　
を　
指　
し　
て　
い　
る　

も
の
と
解
せ
る
。

（
５
）　「
隔
三
年
進
」　
は　
「
三
年
を
隔
て　
て
進

た　
て　
ま　
つ　

れ
」　
で　
、　

三　
年　
の　
間　
隔　
を　
置　
い　
て　
、　
つ　
ま　
り　
四　
年　
に　
一　

度　
と　
受　
け　
取　
れ　
る　
が　
、　
そ　
れ　
で　
は　
三　
百　
五　
十　

石　
を　
下　
回　
り　
後　
述　
の　
年　
料　
に　
不　
足　
す　
る　
の　
で　

三
年
に
一
度
と
解
釈
し
た　
。　

（
６
）　
原　
料　
大　
豆　
の　
半　
分　
量　
の　
醤　
が　
得　
ら　
れ　
る　
。　

別
受

三
石

（　「
造
雑
物
法
」）　

（
７
）　「　
未
醤
料　
。　
醤
大
豆
一
石　
。　米
五
升
四
合　
。　蘗

料

小　
麦　
五　
升　
四　
合　
。　
酒　
八　
升　
。　
塩　
四　
斗　
。　
得　
一　

石　

。　（　「　
造　
雑　
物　
法　
」　）　
」　
と　
あ　
り　
、　
醤　
大　
豆　
と　

同
量
の
未
醤
が
得
ら
れ
る
。　

（
８
）　「
内
膳
式
」　
に　
「
造
醤
鮒
鮨
鮒
各
十
石
」　
用
と　

し　
て　
「
醤
大
豆
二
石
五
斗
」　
と
あ　
る　
。　

（
９
）　『
延
喜
式
』　
中
、　
実
際　
の
使
用
例
は　
、　
漬
菜

料
、　
索
餅
料
以
外
に　
は
見
ら　
れ
な　
い　
。　

（
10
）　
当　
時　
の　
一　
石　
は　
現　
在　
の　
約　
四　
斗　
に　
相　
当　
す　

る　
。　（　
沢　
田　
吾　
一　
『　
奈　
良　
朝　
民　
政　
経　
済　
の　
数　
的　

研
究
』）　

（
11
）　
滓　
醤　
は　
添　
醤　
の　
ほ　
か　
工　
人　
な　
ど　
の　
食　
料　
と　
し　

て
も
支
給
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

（
12
）　
一　
名　
分　
で　
計　
算　
し　
た　
も　
の　
は　
表　
中　
の　
「　
無　
品　

親　
王　
」　
か　
ら　
「　
女　
御　
」　
ま　
で　
の　
月　
料　
で　
、　
計　
上　

で　
き　
な　
か　
っ　
た　
も　
の　
は　
①　
雑　
菜　
正　
月　
最　
勝　
王　

経
斎
会
料　
の
醤
茄
子　
・　
荏

料
、　
②
正
月
四

節　
料　
以　
下　
の　
節　
料　
（　
以　
上　
大　
膳　
式　
）　、　
③　
諸　
物　

品　
制　
作　
時　
の　
工　
人　
間　
食　
料　
（　
掃　
部　
式　
）　
、　
④　

府
蒭

ふ　
の　
ま　
ぐ　
さ　
の　

睦
田
営
苅
食
料　

り　
く　
で　
ん　
え　
い　
が　
い　
じ　
き　
り　
ょ　
う　（

近
衛
府
式
）　で
あ　
る　
。　

（
13
）　
滓　
醤　
の　
支　
給　
例　
が　
み　
ら　
れ　
ず　
、　
使　
わ　
れ　
方　
が　

つ　
か　
め　
な　
い　
。　「　
大　
膳　
職　
」　
中　
二　
ヶ　
所　
に　
支　
給　

例　
の　
見　
ら　
れ　
る　
「　
麁　
醤　
」　
が　
、　
麁　
醤　

あ　
ら　
び　
し　
ほ　（　

粗　
製　
の　

醤　
）　
と　
い　
う　
名　
前　
や　
そ　
の　
用　
途　
が　
醤　
と　
ほ　
ぼ　

同　
じ　
事　
か　
ら　
「　
添　
醤　
」　
で　
は　
と　
思　
え　
る　
が　
、　
そ　

れ　
に　
し　
て　
も　
支　
給　
例　
が　
少　
な　
く　
、　
両　
者　
の　
関　

係
を
断
ず
る　
わ　
け　
に　
は　
い　
か　
な　
い　
。　

（
14
）　「
主
税
式
上
」　
に　
は　
、　
諸
国　
の
国
分
寺
に　
お　
か　

れ　
た　
僧　
尼　
に　
対　
す　
る　
「　
年　
中　
供　
養　
」　
や　
「　
安　
居　

あ

ん

ご

の　
際　
の　
供　
養　
」　
の　
食　
品　
名　
が　
挙　
げ　
ら　
れ　
て　
い　

る　
が　
、　
そ　
の　
中　
に　
「　
醤　
」　
が　
あ　
る　
。　
こ　
れ　
ら　
の　

供　
養　
物　
は　
そ　
の　
国　
の　
「　
正　
税　
」　
や　
「　
国　
分　
寺　
物　
」　

を　
用　
い　
て　
賄　
わ　
れ　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
の　

で　
、　
現
地
調
達
さ　
れ　
た　
と
思
え　
る　
。　

餅　
図　
」　
に　
は　
「　
四　
種　
」　
が　
並　
べ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
例　
が　

見　
え　
る　
が　
、　
こ　
の　
場　
合　
は　
醤　
の　
代　
り　
に　「　
色　
利　
」　

が　
使　
わ　
れ　
て　
い　
る　
。　

⑥　
は　
、　「　
四　
種　
」　
の　
醤　
の　
代　
り　
に　
、　
大　
豆　
や　
鰹　

の　
色　
利　（　
煎　
汁　

い
ろ

り

・　
煮　
出　
し　
汁　
）　が　
使　
わ　
れ　
る　
こ　
と　

が　
あ　
る　
こ　
と　
を　
伝　
え　
て　
い　
る　
。　

⑦　
は　
、　
鎌　
倉　
末　
期　
の　
作　
と　
み　
ら　
れ　
る　
平　
仄　

ひ　
ょ　
う　
そ　
く　

辞　

書　
で　
あ　
る　
が　
、　
醤　
は　
あ　
え　
物　
と　
し　
て　
い　
る　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
、　
液　
体　
調　
味　
料　
と　
し　
て　
の　
醤　
は　
姿　

を　
消　
し　
て　
行　
き　
、　
醤　
は　
い　
わ　
ゆ　
る　
「　
な　
め　
味　
噌　
」　

へ　
の　
道　
を　
た　
ど　
っ　
て　
い　
く　
よ　
う　
だ　
。　

あ
お
な

ま
め

な　
ず　
な　

は
こ
べ
ら

ひ
ょ
う
た
じ
る
い
し
ょ
う

か
ん
ぞ
う

か
す

の
し

さ　
い　
え　
り　
ょ　
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シ　
リ　
ー　
ズ　『　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
の　
食　
文　
化　
』　
は　
、　

い　
よ　
い　
よ　
最　
終　
巻　
の　
撮　
影　
に　
入　
る　
わ　
け　
で　

す　
が　
、　
今　
回　
俎　
上　

そ
じ
ょ
う

に　
載　
る　
の　
は　
美　
味　
し　
く　

て　
健　
康　
に　
良　
い　
、　
と　
今　
注　
目　
の　
南　
イ　
タ　
リ　

ア　
、　
そ　
れ　
も　
シ　
チ　
リ　
ア　
料　
理　
。　
取　
り　
に　
相　

応　
し　
く　
監　
修　
の　
木　
村　
尚　
三　
郎　
先　
生　
自　
ら　
レ　

ポ　
ー　
タ　
ー　
を　
買　
っ　
て　
出　
ら　
れ　
る　
と　
聞　
い　
て　

お　
り　
ま　
す　
。　
南　
国　
へ　
の　
お　
さ　
え　
が　
た　
い　
憧　
れ　

と　
は　
ゲ　
ー　
テ　
の　
謂　
。　
先　
生　
も　
ま　
た　
南　
方　

憧　
憬　

ど
う
け
い

型　
。　
そ　
の　
先　
生　
の　
口　
を　
通　
し　
て　
シ　
チ　

リ　
ア　
庶　
民　
の　
息　
災　
の　
知　
恵　
が　
展　
開　
さ　
れ　
る　

こ　
と　
は　
大　
き　
な　
楽　
し　
み　
で　
す　
ね　
。　

映　
画　
の　
中　
の　
木　
村　
先　
生　
も　
ま　
た　
ゲ　
ー　
テ　

の　
轍　
を　
踏　
ん　
で　
、　
思　
い　
立　
つ　
ま　
ま　
に　
ま　
っ　
し　

ぐ　
ら　
に　
、　
イ　
タ　
リ　
ア　
の　
空　
を　
さ　
し　
て　
ア　
ル　
プ　

ス　
を　
越　
え　
、　
さ　
ら　
に　
弾　
み　
を　
つ　
け　
て　
シ　
チ　
リ　

ア　
に　
や　
っ　
て　
来　
る　
わ　
け　
で　
す　
。　
シ　
ナ　
リ　
オ　
・　
ハ　

ン　
テ　
ィ　
ン　
グ　
の　
と　
き　
、　
カ　
タ　
ー　
ニ　
ア　
の　
リ　
ス　
ト　

ラ　
ン　
テ　
の　
シ　
ェ　
フ　
に　
最　
初　
に　
質　
問　
さ　
れ　
た　
こ　

と　
は　
、　
よ　
り　
に　
よ　
っ　
て　
ど　
う　
し　
て　
シ　
チ　
リ　
ア　

に　
？　
だ　
っ　
た　
。　
評　
判　
の　
地　
中　
海　
式　
ダ　
イ　
エ　
ッ　

ト　（　
食　
事　
法　
）　の　
本　
家　
本　
元　
を　
知　
り　
た　
く　
て　
、　

そ　
れ　
に　
風　
景　
が　
美　
し　
い　
か　
ら　
、　
と　
通　
一　
遍　
の　

答　
え　
を　
し　
た　
の　
で　
す　
が　
、　
そ　
の　
と　
き　
彼　
は　
面　

白　
い　
こ　
と　
を　
言　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
か　
つ　
て　
ロ　
ー　

マ　
帝　
国　
時　
代　
、　
金　
持　
ち　
た　
ち　
は　
美　
食　
の　
テ　
ー　

ブ　
ル　
に　
憂　
身　
を　
や　
つ　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
そ　
の　
後　

の　
イ　
タ　
リ　
ア　
人　
が　
選　
ん　
だ　
の　
は　
、　
き　
わ　
め　
て　

健　
全　
な　
食　
生　
活　
で　
す　
。　
そ　
れ　
に　
は　
多　
分　
、　
貧　

し　
さ　
が　
原　
因　
し　
て　
い　
る　
の　
で　
し　
ょ　
う　
。　
こ　
の　

会　
話　
は　
そ　
っ　
く　
り　
プ　
ロ　
ロ　
ー　
グ　
で　
、　
あ　
る　
リ　

ス　
ト　
ラ　
ン　
テ　
の　
出　
来　
事　
と　
し　
て　
先　
生　
が　
紹　
介　

し　
ま　
す　
。　

地　
中　
海　
式　
ダ　
イ　
エ　
ッ　
ト　
と　
は　
い　
え　
、　
そ　
の　

素　
材　
は　
新　
鮮　
な　
魚　
介　
類　
、　
野　
菜　
、　
パ　
ス　
タ　
と　

い　
っ　
た　
具　
合　
に　
、　
基　
本　
的　
に　
は　
日　
本　
の　
料　
理　

と　
同　
じ　
で　
す　
ね　
。　

今　
日　
の　
シ　
チ　
リ　
ア　
の　
台　
所　
を　
知　
る　
た　
め　

に　
は　
、　
メ　
ル　
カ　
ー　
ト　（　
市　
場　
）　に　
行　
っ　
て　
見　
る　

こ　
と　
で　
す　
。　
豊　
富　
な　
海　
の　
幸　
山　
の　
幸　
を　
見　

る　
に　
、　
た　
し　
か　
に　
日　
本　
と　
同　
じ　
よ　
う　
な　
素　

材　
で　
す　
。　
し　
か　
ら　
ば　
そ　
の　
調　
理　
法　
は　
、　
と　
い　

う　
わ　
け　
で　
、　
先　
生　
は　
エ　
ト　
ナ　
山　
麓　
の　
あ　
る　

村　
の　
家　
庭　
料　
理　
に　
挑　
戦　
し　
ま　
す　
。　
ラ　
グ　
ー　

（　
ミ　
ー　
ト　
ソ　
ー　
ス　
）　
を　
作　
っ　
た　
り　
、　
パ　
ス　
タ　
を　

茹　
で　
た　
り　
、　
野　
菜　
を　
炒　
め　
た　
り　
、　
奮　
迅　
の　

活　
躍　
を　
し　
ま　
す　
。　
そ　
の　
過　
程　
で　
、　
と　
り　
わ　

け　
カ　
メ　
ラ　
の　
対　
象　
と　
な　
る　
の　
は　
、　
ふ　
ん　
だ　
ん　

に　
使　
わ　
れ　
る　
オ　
リ　
ー　
ヴ　
・　
オ　
イ　
ル　
。　
オ　
レ　
イ　

ン　
酸　
と　
ビ　
タ　
ミ　
ン　
E  
を　
多　
量　
に　
含　
ん　
で　
い　

る　
と　
話　
題　
で　
す　
ね　
。　
さ　
ら　
に　
パ　
ス　
タ　
。　
こ　
れ　

は　
小　
麦　
粉　
と　
水　
だ　
け　
で　
塩　
も　
加　
え　
な　
い　
自　

然　
食　
品　
。　
加　
え　
て　
緑　
黄　
色　
野　
菜　
、　
低　
脂　
肪　

の　
ナ　
チ　
ュ　
ラ　
ル　
・　
チ　
ー　
ズ　
、　
食　
事　
の　
伴　
侶　
の　

ワ　
イ　
ン　
。　
そ　
し　
て　
あ　
く　
ま　
で　
も　
そ　
の　
素　
材　

の　
持　
ち　
味　
を　
損　
な　
う　
こ　
と　
な　
く　
引　
き　
出　
す　

調　
理　
法　
。　
こ　
れ　
が　
健　
康　
に　
良　
い　
と　
注　
目　
の　

シ　
チ　
リ　
ア　
の　
郷　
土　
料　
理　
で　
あ　
り　
、　
地　
中　
海　

式　
ダ　
イ　
エ　
ッ　
ト　
の　
原　
点　
な　
の　
で　
す　
。　

シ　
チ　
リ　
ア　
は　
地　
図　
を　
広　
げ　
る　
と　
、　
ヨ　
ー　

ロ　
ッ　
パ　
か　
ら　
も　
、　
ア　
フ　
リ　
カ　
、　
ア　
ジ　
ア　
か　
ら　

も　
目　
路　

め

じ

の　
距　
離　
に　
あ　
り　
、　
そ　
の　
か　
み　
か　
ら　

カ　
ル　
タ　
ゴ　
、　
古　
代　
ギ　
リ　
シ　
ア　
、　
ロ　
ー　
マ　
は　
じ　

め　
、　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
支　
配　
者　
を　
む　
か　
え　
て　
い　

る　
。　
そ　
れ　
だ　
け　
に　
多　
様　
な　
文　
明　
が　
行　
き　
交　

い　
、　
食　
文　
化　
に　
も　
そ　
の　
影　
響　
が　
見　
て　
と　
れ　

る　
で　
し　
ょ　
う　
。　

顕　
著　
に　
見　
ら　
れ　
る　
も　
の　
に　
ド　
ル　
チ　
ェ　（　
菓　

子　
）　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
蜂　
蜜　
入　
り　
の　
ヌ　
ガ　
ー　
の　

「　
ク　
バ　
イ　
タ　
」　、　
ア　
イ　
ス　
ク　
リ　
ー　
ム　
の　
「　
カ　
サ　

タ　
」　、　
ド　
ラ　
イ　
フ　
ル　
ー　
ツ　
、　
ア　
ン　
ズ　
や　
ゴ　
マ　
、　

シ　
ナ　
モ　
ン　
な　
ど　
、　
こ　
れ　
ら　
の　
出　
自　
は　
九　
世　

紀　
か　
ら　
十　
一　
世　
紀　
に　
か　
け　
て　
の　
ア　
ラ　
ブ　
で　

す　
。　
お　
そ　
ら　
く　
こ　
の　
映　
画　
を　
見　
る　
人　
た　
ち　

は　
、　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
料　
理　
の　
流　
れ　
が　
千　
年　
前　
の　

地　
中　
海　
に　
先　
祖　
返　
り　
し　
て　
い　
っ　
て　
る　
観　
を　

持　
つ　
で　
し　
ょ　
う　
。　

遥　
か　
な　
時　
代　
の　
地　
中　
海　
の　
食　
文　
化　
が　
、　

二　
十　
一　
世　
紀　
の　
食　
膳　
を　
賑　
わ　
す　
と　
は　
。　

木　
村　
先　
生　
は　
、　
こ　
の　
映　
画　
の　
中　
で　
、　
食　
事　

を　
す　
る　
と　
き　
の　
気　
持　
ち　
の　
良　
さ　
に　
つ　
い　
て　

も　
言　
及　
し　
ま　
す　
。　
二　
十　
一　
世　
紀　
の　
テ　
ー　
ブ　

ル　
に　
と　
っ　
て　
大　
事　
な　
こ　
と　
は　
「　
共　
食　
」　、　
つ　

ま　
り　
集　
い　
楽　
し　
み　
つ　
つ　
美　
味　
し　
く　
食　
べ　
よ　

う　
、　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
す　
。　
十　
九　
世　
紀　
の　
都　
会　

の　
テ　
ー　
ブ　
ル　
は　
、　
一　
人　
一　
人　
が　
自　
由　
に　
食　

べ　
る　
こ　
と　
に　
限　
り　
な　
く　
寛　
大　
で　
し　
た　
。　
テ　

ー　
ブ　
ル　
は　
個　
人　
の　
領　
分　
と　
な　
り　
、　
こ　
の　
と　

き　
か　
ら　
テ　
ー　
ブ　
ル　
の　
近　
代　
が　
始　
ま　
っ　
た　
の　
で　

す　
。　
し　
か　
し　
二　
十　
一　
世　
紀　
の　
テ　
ー　
ブ　
ル　
は　
、　

美　
味　
し　
く　
て　
健　
康　
に　
良　
い　
食　
事　
を　
皆　
で　
し　

よ　
う　
じ　
ゃ　
な　
い　
か　
、　
と　
な　
っ　
て　
い　
く　
の　
で　
す　
。　

シ　
ナ　
リ　
オ　
で　
は　
、　
先　
生　
は　
あ　
の　
恐　
ろ　
し　
い　

一　
眼　
巨　
人　
キ　
ュ　
ク　
ロ　
プ　
ス　（　
ホ　
メ　
ロ　
ス　
の　
「　
オ　

デ　
ュ　
ッ　
セ　
イ　
ヤ　
」　
に　
登　
場　
）　か　
ら　
馳　
走　
の　
も　
て　

な　
し　
を　
う　
け　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
ね　
。　

大　
丈　
夫　
で　
す　
か　
？　

キ　
ュ　
ク　
ロ　
プ　
ス　
の　
仕　
事　
場　
は　
エ　
ト　
ナ　
火　
山　

の　
地　
下　
で　
す　
。　
火　
山　
の　
噴　
火　
と　
大　
地　
震　
で　
、　

古　
典　
時　
代　
の　
シ　
チ　
リ　
ア　
の　
街　
は　
す　
っ　
か　
り　
壊　

滅　
し　
て　
し　
ま　
い　
ま　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
豊　
富　
な　
食　

材　
は　
、　
こ　
の　
山　
の　
伏　
流　
水　
が　
も　
た　
ら　
す　
大　
い　

な　
る　
恵　
み　
な　
の　
で　
す　
。　
映　
画　
の　
中　
の　
キ　
ュ　
ク　

ロ　
プ　
ス　
と　
は　
、　
地　
元　
の　
ス　
キ　
ュ　
ー　
バ　
・　
ダ　
イ　
バ　

ー　
た　
ち　
の　
懇　
親　
会　
の　
名　
称　
。　
そ　
れ　
が　
楽　
し　
い　

集　
い　
で　
あ　
る　
た　
め　
、　
い　
つ　
の　
ま　
に　
か　
大　
き　
な　

パ　
ー　
テ　
ィ　
に　
な　
っ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　
食　
べ　

物　
か　
ら　
会　
場　
の　
セ　
ッ　
ト　
ま　
で　
す　
べ　
て　
メ　
ン　
バ　

ー　
の　
手　
作　
り　
。　
こ　
こ　
に　
先　
生　
は　
招　
待　
さ　
れ　

て　
、　
い　
い　
人　
、　
い　
い　
味　
、　
い　
い　
話　
で　
、　
二　
十　
一　

世　
紀　
の　
テ　
ー　
ブ　
ル　
を　
堪　
能　
す　
る　
の　
で　
す　
。　
そ　

し　
て　
、　
二　
十　
一　
世　
紀　
は　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　
ラ　
テ　

ン　
的　
生　
き　
方　
こ　
そ　
大　
事　
、　
と　
先　
生　
は　
総　
括　

し　
ま　
す　
。　
映　
画　
は　
、　
八　
月　
初　
め　
に　
完　
成　
。　
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私
の
食
ル
ー
ツ

て　
、　
私　
も　
そ　
う　
い　
う　
食　
生　
活　
に　
共　
感　
で　
き　

る　
ん　
で　
す　
。　
食　
べ　
る　
こ　
と　
で　
体　
が　
元　
気　
に　
な　

り　
、　
心　
が　
満　
た　
さ　
れ　
る　
な　
ら　
、　
そ　
れ　
が　
一　
番　

い　
い　
の　
で　
す　
。　
私　
は　
現　
在　
、　
九　
歳　
の　
娘　
と　
二　

人　
暮　
ら　
し　
で　
す　
が　
、　
心　
が　
け　
て　
い　
る　
の　
は　
新　

鮮　
な　
素　
材　
を　
使　
い　
、　
手　
早　
く　
お　
い　
し　
く　
料　
理　

し　
て　
、　
腹　
八　
分　
目　
に　
食　
べ　
る　
こ　
と　
で　
す　
」　

材　
料　
の　
買　
い　
だ　
め　
は　
し　
な　
い　
主　
義　
の　
コ　

リ　
ー　
ヌ　
さ　
ん　
は　
冷　
蔵　
庫　
も　
ワ　
ン　
ド　
ア　
の　
一　

番　
小　
さ　
な　
サ　
イ　
ズ　
の　
も　
の　
を　
愛　
用　
。　
野　
菜　

な　
ど　
は　
二　
日　
分　
で　
使　
い　
切　
る　
量　
し　
か　
買　
わ　

な　
い　
と　
い　
う　
徹　
底　
ぶ　
り　
で　
す　
。　
例　
え　
ば　
、　
ほ　

う　
れ　
ん　
草　
を　
一　
束　
買　
っ　
た　
ら　
、　
最　
初　
の　
日　
は　

生　
で　
食　
べ　
、　
翌　
日　
は　
ゆ　
で　
て　
和　
え　
物　
に　
す　

る　
。　
ご　
ま　
油　
と　
し　
ょ　
う　
ゆ　
を　
使　
っ　
た　
和　
風　
の　

味　
つ　
け　
は　
お　
嬢　
さ　
ん　
に　
も　
好　
評　
と　
か　
。　

「　
娘　
も　
私　
も　
和　
食　
は　
大　
好　
き　
。　
サ　
ク　
の　
ま　

ま　
、　
ま　
る　
ご　
と　
焼　
い　
た　
マ　
グ　
ロ　
を　
ス　
ラ　
イ　
ス　

し　
、　
レ　
モ　
ン　
じ　
ょ　
う　
ゆ　
で　
ポ　
ン　
酢　
風　
に　
し　
て　

食　
べ　
た　
り　
、　
キ　
ャ　
ベ　
ツ　
を　
さ　
っ　
と　
炒　
め　
て　
、　
か　

つ　
お　
ぶ　
し　
を　
か　
け　
た　
り　
…　
…　
。　
日　
本　
人　
で　

な　
い　
の　
で　
、　
本　
当　
の　
和　
食　
は　
作　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

ま　
っ　
た　
く　
の　
自　
己　
流　
で　
す　
け　
れ　
ど　
」　

本　
格　
的　
な　
和　
食　
が　
食　
べ　
た　
く　
な　
っ　
た　
ら　
、　

京　
都　
へ　
足　
を　
運　
ぶ　
こ　
と　
も　
。　
懐　
石　
料　
理　
や　

豆　
腐　
料　
理　
の　
専　
門　
店　
な　
ど　
、　
そ　
こ　
そ　
こ　
の　

値　
段　
で　
お　
い　
し　
い　
店　
を　
探　
す　
の　
が　
楽　
し　
み　
、　

と　
目　
を　
輝　
か　
せ　
ま　
す　
。　

「　
京　
料　
理　
は　
柚　
子　

ゆ

ず

と　
か　
、　
山　
椒　

さ　
ん　
し　
ょ　
う　

と　
か　
、　
繊　

細　
な　
香　
り　
を　
効　
か　
せ　
た　
も　
の　
が　
多　
い　
で　
し　

ょ　
う　
。　
そ　
の　
点　
が　
フ　
ラ　
ン　
ス　
料　
理　
に　
通　
じ　

る　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
ハ　
ー　
ブ　
を　
ふ　
ん　
だ　
ん　
に　

使　
っ　
た　
プ　
ロ　
ヴ　
ァ　
ン　
ス　
料　
理　
に　
代　
表　
さ　
れ　
る　

よ　
う　
に　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　
で　
は　
香　
り　
は　
食　
を　
楽　
し　

む　
大　
切　
な　
要　
素　
な　
ん　
で　
す　
」　

自　
然　
に　
恵　
ま　
れ　
た　
南　
仏　
プ　
ロ　
ヴ　
ァ　
ン　
ス　
の　

家　
庭　
料　
理　
の　
ベ　
ー　
ス　
は　
、　
オ　
リ　
ー　
ブ　
オ　
イ　
ル　
、　

バ　
タ　
ー　
と　
ト　
マ　
ト　
ソ　
ー　
ス　
と　
至　
っ　
て　
シ　
ン　
プ　
ル　
。　

そ　
れ　
に　
ロ　
ー　
ズ　
マ　
リ　
ー　
や　
バ　
ジ　
リ　
コ　
、　
シ　
ブ　
レ　
ッ　

ト　
、　
セ　
ル　
フ　
ィ　
ー　
ユ　
、　
タ　
イ　
ム　
、　
サ　
フ　
ラ　
ン　
と　
い　
っ　

た　
ハ　
ー　
ブ　
が　
豊　
か　
な　
香　
り　
と　
風　
味　
を　
添　
え　
て　
、　

「　
五　
感　
を　
満　
足　
さ　
せ　
、　
最　
高　
の　
気　
分　
に　
さ　
せ　
て　

く　
れ　
る　
料　
理　
」　
と　
賞　
賛　
を　
惜　
し　
み　
ま　
せ　
ん　
。　

精　
神　
の　
豊　
か　
さ　
を　
実　
感　
で　
き　
る　

「　
食　
」　こ　
そ　
が　
一　
番　
大　
切　

「　
日　
本　
人　
シ　
ェ　
フ　
の　
作　
る　
フ　
ラ　
ン　
ス　
料　
理　
も　
好　

き　
で　
す　
よ　
。　
フ　
レ　
ン　
チ　
の　
伝　
統　
を　
ふ　
ま　
え　
な　
が　

ら　
、　
日　
本　
人　
で　
あ　
る　
自　
分　
の　
個　
性　
を　
出　
そ　
う　

と　
し　
て　
い　
る　
場　
合　
は　
と　
く　
に　
…　
…　
。　
デ　
リ　
カ　

シ　
ー　
が　
あ　
っ　
て　
、　
あ　
っ　
さ　
り　
し　
て　
い　
て　
、　
や　
さ　
し　

い　
味　
の　
世　
界　
を　
作　
り　
出　
し　
て　
い　
ま　
す　
ね　
」　

月　
に　
数　
回　
は　
そ　
う　
い　
う　
一　
流　
の　
店　
で　
プ　
ロ　

の　
技　
に　
舌　
つ　
づ　
み　
を　
打　
つ　
一　
方　
、　
自　
分　
で　
作　

る　
ふ　
だ　
ん　
の　
食　
事　
は　
質　
素　
を　
旨　
と　
し　
て　
い　
る　

コ　
リ　
ー　
ヌ　
さ　
ん　
。　
ハ　
レ　
と　
ケ　
の　
め　
り　
は　
り　
を　
つ　

け　
た　
食　
生　
活　
は　
精　
神　
を　
刺　
激　
し　
、　
味　
覚　
を　
リ　

フ　
レ　
ッ　
シ　
ュ　
さ　
せ　
る　
効　
果　
が　
あ　
る　
よ　
う　
で　
す　
。　

「　
と　
き　
に　
は　
断　
食　
す　
る　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　

食　
べ　
物　
の　
あ　
り　
が　
た　
み　
を　
知　
る　
た　
め　
に　
で　
す　

ね　
。　
こ　
れ　
か　
ら　
も　
、　
感　
受　
性　
を　
磨　
き　
、　
食　
べ　
る　

量　
は　
少　
し　
で　
も　
気　
持　
ち　
が　
満　
た　
さ　
れ　
る　
と　
い　

う　
よ　
う　
な　
、　
精　
神　
的　
に　
豊　
か　
な　
食　
事　
を　
楽　
し　

み　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
」　

マ　
マ　
ン　
の　
味　
は　
ポ　
ト　
フ　
ー　
と　

う　
さ　
ぎ　
の　
マ　
ス　
タ　
ー　
ド　
ソ　
ー　
ス　

モ　
ロ　
ッ　
コ　
で　
生　
ま　
れ　
、　
エ　
ン　
ジ　
ニ　
ア　
だ　
っ　
た　
父　

親　
の　
仕　
事　
の　
関　
係　
で　
、　
十　
歳　
ま　
で　
を　
フ　
ラ　
ン　

ス　
か　
ら　
の　
独　
立　
戦　
争　
た　
け　
な　
わ　
の　
ア　
ル　
ジ　
ェ　
リ　

ア　
で　
過　
ご　
し　
た　
コ　
リ　
ー　
ヌ　
・　
ブ　
レ　
さ　
ん　
。　
ア　
ル　

ジ　
ェ　
リ　
ア　
で　
は　
、　
夜　
と　
も　
な　
れ　
ば　
プ　
ラ　
ス　
チ　
ッ　

ク　
爆　
弾　
が　
炸　
裂　
す　
る　
不　
穏　
な　
日　
々　
。　
友　
人　
や　

隣　
人　
が　
群　
衆　
に　
よ　
る　
テ　
ロ　
に　
倒　
れ　
る　
の　
を　
、　
目　

の　
当　
た　
り　
に　
し　
て　
き　
た　
と　
い　
い　
ま　
す　
。　

眠　
る　
と　
き　
は　
胎　
児　
の　
よ　
う　
に　
体　
を　
丸　
め　
、　

背　
中　
に　
防　
具　
を　
あ　
て　
な　
が　
ら　
…　
…　
。　
そ　
ん　
な　

幼　
児　
体　
験　
が　
尾　
を　
引　
い　
て　
、　
成　
人　
し　
て　
か　
ら　

も　
仰　
向　
け　
で　
は　
熟　
睡　
で　
き　
な　
か　
っ　
た　
と　
か　
。　

「　
で　
も　
、　
子　
供　
が　
で　
き　
た　
こ　
と　
で　
、　
そ　
の　
癖　
は　

直　
り　
ま　
し　
た　
。　
夜　
中　
の　
授　
乳　
と　
か　
、　
母　
親　
に　

な　
る　
と　
寝　
る　
間　
も　
な　
い　
忙　
し　
さ　
で　
し　
ょ　
。　
今　

は　
も　
う　
大　
丈　
夫　
」　

ア　
ル　
ジ　
ェ　
リ　
ア　
か　
ら　
帰　
国　
後　
、　
十　
七　
歳　
ま　
で　

住　
ん　
だ　
の　
は　
、　
パ　
リ　
か　
ら　
八　
十　
キ　
ロ　
離　
れ　
た　
ド　

ゥ　
ル　
ー　
と　
い　
う　
小　
さ　
な　
町　
。　
マ　
マ　
ン　（　
お　
か　
あ　
さ　

ん　
）　が　
作　
る　
フ　
ラ　
ン　
ス　
家　
庭　
料　
理　
の　
記　
憶　
が　
よ　

み　
が　
え　
っ　
て　
く　
る　
の　
は　
戦　
火　
を　
逃　
れ　
た　
こ　
の　
こ　

ろ　
か　
ら　
で　
す　
。　「　
母　
は　
三　
百　
六　
十　
五　
日　
、　
手　
作　

り　
の　
料　
理　
を　
食　
べ　
さ　
せ　
て　
く　
れ　
た　
け　
れ　
ど　
、　
ボ　

ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
活　
動　
な　
ど　
に　
熱　
心　
だ　
っ　
た　
の　
で　
、　

調　
理　
に　
さ　
く　
時　
間　
は　
少　
な　
か　
っ　
た　
。　
作　
り　
方　

は　
シ　
ン　
プ　
ル　
、　
そ　
の　
分　
、　
い　
い　
素　
材　
を　
選　
ん　
で　

い　
ま　
し　
た　
。　
私　
が　
と　
く　
に　
好　
き　
だ　
っ　
た　
の　
は　
、　

日　
本　
で　
も　
お　
な　
じ　
み　
の　
ポ　
ト　
フ　
ー　
。　
そ　
れ　
に　
う　

さ　
ぎ　
の　
ロ　
ー　
ス　
ト　
。　
マ　
ス　
タ　
ー　
ド　
と　
生　
ク　
リ　
ー　

ム　
の　
ソ　
ー　
ス　
で　
ロ　
ー　
ス　
ト　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　

が　
、　
こ　
れ　
が　
す　
ご　
く　
お　
い　
し　
い　
ん　
で　
す　
よ　
」　

祖　
父　
は　
野　
菜　
作　
り　
の　
名　
人　

そ　
の　
食　
生　
活　
か　
ら　
学　
ん　
だ　
も　
の　

ご　
両　
親　
の　
実　
家　
は　
ボ　
ル　
ド　
ー　
地　
方　
の　
海　
に　

面　
し　
た　
漁　
村　
に　
あ　
る　
。　
村　
一　
番　
の　
野　
菜　
作　
り　

の　
名　
人　
と　
言　
わ　
れ　
た　
祖　
父　
は　
、　
第　
一　
次　
世　
界　

大　
戦　
に　
四　
年　
間　
従　
軍　
し　
、　
ケ　
ガ　
ひ　
と　
つ　
な　
く　

生　
還　
し　
た　
勇　
士　
で　
あ　
り　
、　コ　
リ　
ー　
ヌ　
さ　
ん　
に　
と　

っ　
て　
は　
、　
た　
く　
ま　
し　
い　
ヒ　
ー　
ロ　
ー　
的　
存　
在　
で　
し　

た　
。　
食　
に　
対　
す　
る　
基　
本　
的　
姿　
勢　
も　
、　
こ　
の　
祖　

父　
か　
ら　
受　
け　
た　
影　
響　
が　
大　
き　
か　
っ　
た　
よ　
う　
で　

す　
。　「　

八　
十　
歳　
を　
越　
え　
る　
ま　
で　
長　
生　
き　
し　
ま　

し　
た　
が　
、　
食　
生　
活　
は　
質　
素　
そ　
の　
も　
の　
。　
パ　
ン　

数　
切　
れ　
と　
自　
分　
で　
育　
て　
た　
野　
菜　
の　
ス　
ー　
プ　
、　

ソ　
ー　
セ　
ー　
ジ　
、　
チ　
ー　
ズ　
、　
ジ　
ャ　
ム　
少　
々　
と　
赤　

ワ　
イ　
ン　
。　
そ　
れ　
だ　
け　
で　
、　
圧　
倒　
的　
な　
ス　
タ　
ミ　

ナ　
が　
あ　
っ　
た　
。　
毎　
日　
毎　
日　
同　
じ　
よ　
う　
な　
素　
朴　

な　
も　
の　
を　
続　
け　
て　
食　
べ　
る　
こ　
と　
が　
祖　
父　
に　
と　

っ　
て　
は　
体　
に　
よ　
か　
っ　
た　
ん　
で　
す　
ね　
。　
今　
に　
な　
っ　
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